
        
            
                
            
        

    
































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１１【電子特別版】
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　最終巻じゃないぞよ。もうちっとだけ続くんじゃ。
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　選せん択たく肢しが完全に消え去ってからすぐ。

　俺は一人の女の子を呼び出した。

「悪いな、急に来てもらっちゃって」

「ううん、へーきだよっ」

　その女の子の名前は遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。

　場所は、文化祭の前、俺が謳歌の告白を遮さえぎってしまった運動公園。

　あの時は、逃にげた。謳歌の想おもいを受け止める覚かく悟ごがなかった。でも……今日は違ちがう。

　俺はもう、心を決めた。

　彼女に俺の胸の内を伝えるのに相応ふさわしいのはここしかない気がした。

「謳歌」

　その呼びかけに、何かいつもとは違う雰ふん囲い気きを感じ取ったんだろう。

「うん」

　謳歌は神しん妙みような面おも持もちで俺をみつめた。

　……今まで、本当に色んな事があった。

　二年生のクラス替がえの時、選択肢によって半はん裸ら……いや、四分の三裸らな自己紹しよう介かいを強要された俺は、当然の如ごとくドン引きされた。

　俺が頭を抱かかえる中、最初に話しかけてくれたのは謳歌だった。

『あはは、きみ面おも白しろいねっ』

　あの時の笑え顔がおは、いまでも鮮せん明めいに覚えている。

　運動神経抜ばつ群ぐん、学業優ゆう秀しゆう、容よう姿し端たん麗れい、天てん真しん爛らん漫まん、加えて大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じよう。

　情報を列挙すれば正に完かん璧ぺき超ちよう人じんの謳歌だが、それを簡単にぶち壊こわす残念な行動の数々。俺のは素すじゃなくて強制されたもんだけど、謳歌の奇き行こうにどこか親近感を抱いだいていた。

　気の合う友達として、いい奴やつだと思っていた。

　謳歌と一いつ緒しよにいる心地ここちいい空間が当たり前になってしまい、異性として意識する事がなかった……いや、意識する事から逃げていた。

　でも、初はつ恋こいのトラウマから解放されて、謳歌からの好意に気がついた。

　そしたらもう……かわいい女の子にしか見えなかった。

　子供じみた無む茶ちやな行動も魅み力りよくにしか見えなくなった。

　そして何より──謳歌といると、楽しい。

　ただ話しているだけで、ただ隣となりにいるだけで、それだけで楽しい。周りの人を幸せな気持ちにできる謳歌のこの力は、本当に素す晴ばらしいと思う。

　そして、何よりもすごいのは自分が一番楽しんでいる所だ。謳歌っていうのは正に彼女の為ためにあるような名前だと思う。

　俺は、この子に好きになってもらえて……本当によかった。




　最初は、俺の気持ちだけを端たん的てきに言おうと思った。

　どんなに前置きをしようと、もう俺の心は決まっているんだから、余計な事は言わなくてもいいだろうと──そう思っていた。

　でも、実際に謳歌を目まの当たりにしたら考えが変わった。

　俺はまだ……謳歌に何も伝えていない。

　謳歌と過ごしたこの九ヶ月。それを経て俺が何を思い、何を考えて、どういう結論に至り、今この場にいるのかは、言葉にしなければ伝わらない。

　正直、俺はあまり口がうまい方じゃない。

　心の中で考えている事の何割を謳歌に届けられるかは、分からない。

　でもそれは、俺にしかできない事だ。

「あのさ、俺達が最初に話したのっていつか、覚えてるか？」

　俺は、その質問を皮切りに、謳歌との思い出を口にしていった。




「もちろんだよっ」

「あ、そんな事もあったよねっ」

「うん、あそこはまた行きたいなっ」




　謳歌はそれを、表情をころころと変えながら、楽しそうに聞いてくれた。

　俺は、その時その時の自分が思っていた事を、丁てい寧ねいに、正直に、あます所なく謳歌に吐はきだしていく。

　その過程の中で、再さい認にん識しきする。自分がどれだけ謳歌に助けられていたか。どれだけ謳歌と過ごした時間が楽しかったかを。

　そして──

「でさ……今さっき、自分が誰だれを好きなんだか、やっと分かったんだ」

「……そうなんだ」

　俺はそこで、彼女の名前を呼ぶ。

「遊王子謳歌さん」

「はい」

「俺を好きになってくれて、ありがとう」

　感謝を、告げる。

　これで俺が彼女に伝えるべきなのは、あと一つだ。それを言ってしまえば……もう後あと戻もどりができない。今までの俺と謳歌の関係性には、二度と戻もどれない。

　胃が痛い……胸が痛い……心が痛い。しかし、この痛みから逃げる訳にはいかない。

　謳歌との思い出、彼女の想い、俺の決断……その全すべてを否定する事になるから。

　目の前で俺の言葉を待っている女の子を、見つめる。

　謳歌……本当にありがとう。

「……でも」

　でも──

「ごめん…………お前の気持ちに応こたえる事はできない」

「…………………………」

　俺はもう他ほかの女の子を好きになった。

　だから、きっちりとけじめをつけなきゃいけない。

　俺のその言葉を受けた謳歌は──

「はは、そっかー」

　あっさりとした感じで笑った。

「……ごめん」

「なんで謝るの？　奏かなでっちが悪い事なんて全然無いよ」

「…………」

「あー、ふられちゃった」

「…………」

「そんな辛つらそうな顔しないでよ。だってあたし達、約束したんだもん。奏っちが誰を好きになっても恨うらみっこなしにしようねっ、て」

「…………」

「だから、笑って祝福してあげるんだ」

「…………」

「どったの奏っち。好きな人できたんでしょ？　だったらもっと笑おうよ」

「無理……するなよ」

「え？　なんで？　あたし全然無理なんてしてないよ」

「だってお前、な──」

「そっかー駄だ目めだったかー。うん、でも全力で恋こいできたから全然後こう悔かいなんてしてないよ」

「あのな、謳──」

「ところで奏っちは誰を選んだのかなー。ショコラっち？　ふらのっち？　それとも素す直なおっちかな？」

「いいんだ」

「誰でもすっごくお似合いだと思うなー。みんなかわいいし、奏っちもイケメンだし」

「無理しなくて……いいんだ」

「というか奏っち、あたしと喋しやべってる場合じゃないでしょ。早くその人の所へ──」

「謳歌っ！」

「っ!?」

　謳歌がびくり、と体を震ふるわせる。

「頼たのむから……」

　俺は、声を絞しぼり出しながら謳歌の肩かたに手を置いた。

「頼むから……ちゃんと泣いてくれ」

　その言葉が、スイッチだった。

「う……うあ……ううああ……」

　嗚お咽えつが口から漏もれ、そして。

「うわあああああああああっ！」

　爆ばく発はつした。

「う……ああ……うわああああああんっ！　わああああああああああんっ!!」

　それはまるで、子供の癇かん癪しやくのようだった。

「あたしを……あたしを選んでくれるっておぼってだ……う、あああああっ！」

　俺の胸に顔を埋うずめて、号ごう泣きゆうする謳歌。

　今までに見たことのない、負の感情の濁だく流りゆう。

　……そうだ。謳歌は生身の女の子だ。

　何があっても四六時中にこにこしているような、作り物のキャラクターじゃない。

「あたしは……あだしは……がなでっちの事……ずきなのにいい……かなでっちばあたしのごと……すきじゃないんだあああっ！」

　誰かをふるっていうのは……こういう事だ。

　謳歌がどれだけ俺を想おもってくれていたかなんて……俺が一番よく分かっている。

「ごめんね……ごべんね、奏っち。あたし……あたし……最低だどおもうげど……でもあたし、笑って祝福だんてできな──うう、あああああっ」

　そこから先は、もう言葉にならなかった。

「あああああ……う、ああああああ……うあああああああああああああっ!!」

　今、謳歌にかけてやれる言葉も、してやれる事も……無い。

「……………………っ」

　俺はただただ、その場に立ち尽つくしていた。
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「あ、ふら──」

「で、甘あま草くさ君、話って何かしら？」

　俺の前に現れたふらのは、いきなりそう切り出した。

「どうしたんだ、そんなに急いで」

「あら、アレが早いのは甘草君の専売特許ではないのよ」

「余計なお世話ですけど！」

　いつも通りの、会話。

　その心地よい空気に溺おぼれてしまいたくなるけど……それじゃ駄目だ。

　でも──




『あああああ……う、ああああああ……うあああああああああああああっ!!』




　……さっきの謳歌の慟どう哭こくが耳から離はなれない。

　逃にげたくなる。結論だけを告げて、この場から消え去ってしまいたくなる。

　でも……でもやっぱり……それじゃあ駄目なんだ。

「どうしたのかしら？　そこまで落ち込んだのなら謝るわ。まあでもそんなに悲観する事はないと思うわよ。世の中には回数で勝負している人も──」

「ふらの」

「……甘草君？」

「ちょっと、聞いてほしい事があるんだ」

　その目を見み据すえて、言う。

「分かったわ……茶ちや化かしてごめんなさい」

　俺は、真しん剣けんな顔つきになったふらのに向かって言葉を紡つむいでいった。

　クラス替がえから数日。いつも通り皆みなにドン引きされる俺に向かって、ふらのが放送禁止用語を連発し、俺が超ちようドン引きした事。

「あれは最悪のファーストコンタクトだったよな……」

　最初は、同じ『お断り５フアイブ』扱あつかいされるのが嫌いやだった事。

「はは、まあ今は俺だけ『お断り男』になっちゃったけどな」

　そして、なんでこんなに暴力を振ふるわれるのか全然理解できなかった事。

「ごめんな、今思うと俺が鈍どん感かんすぎたから悪いんだよな……」

　なのに、ふらのとの会話は全然苦じゃなかった事。

「お前さ、絶対日に本ほんで一番下ネタ言ってる女子高生だよな……」

　かわいいもの好きなのを隠かくしてもあまりにもバレバレだった事。

「あれはさすがに鈍にぶい時の俺でも分かったぞ」

　それ以後も、ふらのとの記き憶おくを辿たどりながら、一つ一つ丁寧に、確認するように言葉を紡いでいった。

　そして──

「この前、ふらのの素すの部分を教えてもらえてよかった」

　本来は内気で人と話すのが苦手な少女が、勇気を振り絞って俺に伝えてくれた。

　だから俺も……伝えなきゃならない。

「雪ゆき平ひらふらのさん」

「何かしら？」

　それまで黙だまって俺の話を聞いていたふらのは、いつもの調子で淡たん々たんと言葉を返してきた。

「俺の事を好きになってくれて、ありがとう」

　それを受けたふらのは、静かに、そして深く頷うなずいた。

「……甘草君、あなたの思いはよく分かったわ。そして、さらに大事な事を伝えようとしてくれているのも……………………教えてちょうだい」

　その目には、強い意志の光が宿っていた。

　俺は、それに答える。

「ごめん……好きな人ができたから……お前の気持ちに応える事は……できない」

「……そう」

　ふらのはまた、変わらぬ調子で言った後、軽く嘆たん息そくした。

「まあ、あなたの顔を一目見た時から分かっていたわ……そんな泣きそうな顔で告白する人なんて、いるわけないもの」

「顔に……出てたか」

「ええ、おもいっきり」

「…………悪い」

「甘草君。私に謝るよりも、する事があるでしょう？」

「え？」

　ふらのはそこで、柔やわらかく笑ってみせた。

「早く好きになった人の所へ行ってあげて」

「ふらの……」

　どんな……どんな思いでその言葉を口にしているんだろうか。

　……いや、違ちがう。そんな安っぽい同情を、彼女は求めていない。

　ふらのの気持ちを……無む駄だにしちゃいけない。

「…………」

　俺が無言のまま振り返ろうとしたその時──

　すとん。

　ふらのの腰こしがくだけた。

「あ……れ？」

　本人は何が起こったか分からない、という様子だった。

「力が……入らない」

「お、おい、大じょ──」




「触さわらないでっ!!」




　助け起こそうとした俺を、ふらのの絶ぜつ叫きようが遮さえぎる。

「……ごめんなさい」

　ふらのは沈ちん痛つうな面おも持もちで、俺から顔を背そむけた。

「私は大だい丈じよう夫ぶだから……早くその人の所へ行ってあげて」

「いや、そんな事言われても……」

　こんな寒空の下、自分で立つ事もできない女の子を放置するなんてできる訳がない。

「甘草君……お願い」

　それは、胸の内を絞り出すような悲痛な声だった。

「せっかく……せっかく笑え顔がおで送り出せると思ってたのに……」

　そして、自分の胸に手を当てる。

「でも駄だ目め……今ここにある黒くてドロドロした感情が、今にも溢あふれてきそう……そしたら私、とても醜みにくい顔をしてしまう」

「ふらの……」

「そんな所、甘草君に見られたくないの……もう……行って」

「いや……でも……せめて立てるようになるま──」

「お願いだから行ってよおっ!!」

「──っ」

　俺は、張り裂さけそうになる胸を押さえながら、その場を後にした。

　重い……彼女達の気持ちは、泣きたくなるほど嬉うれしくて……泣きたくなるほどに重い。

　でも、まだだ……まだ一人、伝えなきゃいけない相手が残っている。
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「…………」

　一歩一歩が鉛なまりのように重い。でも、歩みを止める訳にはいかない。

　待ち合わせの時間には余よ裕ゆうで間に合うけど、あいつも早めに来ているかもしれない。

　そう思い足を速めた俺の前に、ある人物が現れた。

「四し葉ば紙かみ……」

　その少女、四葉紙伊い緒お乃のは珍めずらしく厳しい表情をしていた。

「甘草さん……ちょっとお話があります」

「いや、でも俺、これから大事な──」

「素直ちゃんに会いにいくんですよね」

「……ああ」

「今から素直ちゃんの事をふるんですよね？」

「…………ああ」

　なんで分かったんだ、とは聞かない。四葉紙が全知全能の神である空そらさんと感覚を共有してるんだとしたら、先さき程ほどの謳歌とふらのとの事を把は握あくしていても、おかしな話ではない。

「無理を承知で言います。考え直しては……もらえませんか」

「なんでだ？……なんでお前はそこまで爽さわ星ぼしにこだわるんだ？」

　四葉紙と爽星の間に友情があるのは間ま違ちがいない。だけど、四葉紙のこの態度には何か、それ以外の特別な思いを感じる。

「だって……素直ちゃん、すごくいい子だから幸せになってほしいし……それに素直ちゃんじゃないと甘草さんにとって──ぐっ」

「だ、大丈夫か？」

「はい……ごめんなさい」

　やはりそれ以上は言わせてもらえないらしい。

　だが、空さんが何を企たくらんでいようと、俺の心はもう動く事はない。

「もう決めた事だから」

　四葉紙はぐっ、と唇くちびるを嚙かんだ。

「だったら……せめて、素直ちゃんにそれを伝えるのは……やめてもらえませんか」

「いや、そういう事はきちんとしておかないと」

「だって素直ちゃん……この前の文化祭での演劇を見ただけで泣き崩くずれてたんですよ。普ふ段だんの態度はぶっきらぼうですけど、もの凄すごく繊せん細さいなんです。最近はようやく甘草さんとお話しできるようになって、もしかしたら希望があるかもって、本人も喜んでるのに……あの子……耐たえられる訳がないです」




『あ、甘草のバーカッ！』

『くそおお、おぼえてろよ甘草あああああああああっ！　うわあああああああああんっ！』

『うわあああああああん！　大好きだあああああああああああっ！』




　……たしかに思い起こしてみると、爽星は俺の前で泣いてばかりいる気がする。

「……でもそういう純じゆん粋すいな子なら、尚なお更さら俺の口からきちんと伝えないと駄目だろ。ここでごまかした所で、後から知ったりしたら、そっちの方がよっぽど衝しよう撃げきが大きいだろうし」

「それは……そうなんですけど。で、でもやっぱり──」




「あれ……なんで伊緒乃がいんの？」




　そこに、当の本人が現れた。

「爽星……」

「す、素直ちゃん……どうしてここに？」

「いや、ちょっと早く来すぎちゃってさ。ただ待ってるだけだと寒いからちょっと動いてようと思って……そしたらアンタと甘草の姿が見えたからさ」

「そ、そうなんだ。ご、ごめんね……私はたまたま通りかかっただけだから」

「たまたま？……それにしては何かマジな雰ふん囲い気きじゃない？」

「それは……その……」

　四葉紙は、困りきった様子で俺と爽星に交こう互ごに視線を向ける。

「四葉紙……後は俺に任せてもらえないか」

「で、でも……」

「頼たのむ」

「………………………………はい」

　四葉紙は消え入りそうな声で返事をして、その場から去っていった。

「伊緒乃、一体どうしたんだ？」

　不思議そうに首を傾かしげる爽星。

「それはこれから話す事に関係してるんだ……わざわざ寒い所来てもらって、悪かったな」

「いや、全然。アンタに呼び出されるのが苦になるわけないし」

　その笑顔を見て、四葉紙の言葉が思い出される。

『あの子……耐えられる訳がないです』

　この笑顔も、あいつらみたいに……

　……でも俺は、あの二人にしたのと同じ事を繰くり返す。




　出会いは、ふらのとは別の意味で最悪だった。

　超ちよう絶ぜつ猫ねこかぶりで表ランキング二位に居座っていた爽星。

　しかし、ひょんな事からうちのクラスのみんなにそれがバレて──

『まあそういうカンジ。ハッ、どいつもこいつも簡単に騙だまされてチョロすぎだっつーの』

　本ほん性しようを現した。

「うっ……そ、そんな事もあったような、無かったような……」

　バツが悪そうに視線を逸そらす爽星。ちょっとかわいそうだけど、ここに触ふれない訳にはいかない。

　そして、最終的に本性バレは校内全体に及およぶ事になる。全校生徒からの非難を受ける爽星を俺は半ば反射的に助ける事になる。

『ふ、ふざけんなっ！　バーカ！　アホッ、間ま抜ぬけ、オタンコナスッ！　それと……それと、バ、バーカッ！　バカバカッ！……かばってくれてありがとう』

　思えばこの時、既すでに何らかの好意は抱いだいてくれていたんだろう。

「そ、そうだよ、文句あるかっ！」

　爽星は、今度は恥はずかしそうに視線を逸らす。

　そして、体育祭。

『わ、分かってたけど……分かってたけど、何もそこまで言わなくてもいいじゃんかよおおおおおおおっ！』

　今思い返してみて気付いたんだけどこれ……俺の『悪いけど、スタートラインにも立ててない』っていうミッションに関するセリフを完全に勘かん違ちがいしてるよな……

　俺はその事実を、爽星に告げる。

「なっ……なんだよそれっ！」

「わ、悪い……」

「でもそうだよな……落ち着いて考えてみれば、アンタがそんなひどい事言うはずないもんな。ハハ、アタシが馬ば鹿かな早とちりしただけじゃん」

　ほっとしたような爽星を見て胸が痛む……俺はこれからもっとひどい事を言わなきゃならないんだから。

　そして、そこに至るまでにはもう少しだけ段階を踏ふまなきゃならない。

　俺が、爽星の好意に気付いてからの記き憶おく。

『あ、甘草のバーカッ！』

『くそおお、おぼえてろよ甘草あああああああああっ！　うわあああああああああんっ！』

『うわあああああああん！　大好きだあああああああああああっ！』

　これは、さっきも思い出したセリフ達だ。

「というか俺と爽星との会話って、ほとんどが悪口言われるか、泣かれるかのどっちかだよな……」

「し、しょうがないじゃんか！　アンタは鈍にぶすぎるしアタシはひねくれてるし！」

　ひねくれてる自覚はあるんだな……

　そしてここで、爽星との思い出は今現在まで辿たどりついた。

　爽星との付き合いは、謳歌やふらのよりも短い。でも、彼女との記憶はその二人と遜そん色しよくがないくらいに俺の頭の中に鮮せん烈れつに残っている。

　腹黒で、口が悪くて、早とちりで、すぐ泣いて、ひねくれていて……そして誰だれよりも純粋な女の子。それが、爽星という女の子だ。

　俺を好きになってくれた、女の子だ。

　だからこそ……俺は言わなきゃならない。




「爽星素直さん」

「うん」

「俺さ……好きな人ができたんだ」

「……うん」

「それは……お前じゃないんだ」

「…………うん」

「だからごめん。お前の好意を受けとる事は、できない」

　四葉紙には任せてくれなんて言ったけど、結局謳歌やふらのへ向けたのとほとんど同じ言葉を繰り返しただけだ……いいのか、これで？

　いや、これでいいんだ。オブラートに包んで伝えても意味がない。

「うん。分かってた」

　……返ってきたのは、存外に軽い反応。

「いやさ、ちょっとは巻き返してきてる気はしたんだけどなー。だよなー。やっぱり駄だ目めだよなー。はは」

　さっぱりとした感じで笑いながら頭を搔かく爽星。

　でも、ここからどうなるか分からない。ふらのの場合も急だったし──

　あっ……

　そこまで考えた所でふと気付く。俺はまだ、好きになってくれた事に対してのお礼の言葉を爽星に伝えていな──

「甘草……ありがとな」

「……え？」

　唐とう突とつに告げられて、面くらう。

「アタシさ、ちょっと前まで自分以外の人間なんてどうでもいいと思ってたんだ。アタシをちやほやしてくれるだけの存在だって見下してた。人の気持ちなんて分かろうとしなかった。だから脅きよう迫はくなんてしてても、自分がどれだけ最低かって事に気付けなかった」

「…………」

「でもさ、アンタの事好きになって世界が変わったんだ。大おお袈げ裟さじゃなくて人生最大の衝撃だった。自分の気持ちが変わったら、他人の気持ちに目を向ける余よ裕ゆうもできた。だから、迷めい惑わくかけた人にもちゃんと謝る事ができた。それで許されたとは思わないけど、けじめだけはつける事ができた。それはさ……全部アンタのおかげなんだ」

　爽星はそこで言葉を切って、俺を真正面から見み据すえた。

「甘草奏君」

　そして、俺の行動をなぞるようにフルネームを呼ぶ。

「ありがとう。人を好きになる事の素す晴ばらしさを教えてくれてありがとう。こんな素す敵てきな気持ちを体験させてくれて、ありがとう」

　そう言って、にっこりと笑ってみせた。

「…………」

「どうした？」

「あ、いや、なんでもない……こっちこそ好きになってくれて、ありがとうな」

　謳歌とふらのの前例があったから、心の準備はしていたんだけど……爽星が取り乱すような感じは見受けられなかった。

　爽星の俺に対する好意が、ふらのや謳歌に比べて薄うすかったという事だろうか？

　いや、断じてそうじゃない。

　爽星の想おもいは、痛い程ほどに伝わってきている。人それぞれに受け止め方が違ちがうだけだ。

「あー、すっきりしたっ！」

　爽星は大声を張り上げて、大きく伸のびをした。

　そして、俺をおもいっきり指差して、更さらにドでかい声を響ひびかせる。

「甘草ぁっ！」

「ど、どうした……」

「今に見てろよ。アタシ、今よりずっとずーっといい女になって、アタシを選ばなかった事、後こう悔かいさせてやるからなっ！」

　その笑え顔がおは、今までに見た爽星の表情の中で、一番輝かがやいているような気がした。

「ああ、楽しみにしてる」

　俺もそれに笑顔を返して、爽星に背を向けた。




　これで……全員に伝える事ができた。

　俺を好いてくれていた子達に、はっきりと気持ちを告げる事ができた。

　その結果は痛みを伴ともなうものだったけど……それは受け止めなければいけないものだ。

　そして、その上でやるべき事はあと一つだけだ。




　好きな女の子の所へ、帰ろう。
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「ただいま」

　いつも通りに玄げん関かんのドアを開ける。

「おかえりなさいっ」

　いつも通りにショコラが出で迎むかえにくる。

「……ショコラ」

「はいっ」

　いつも通りに笑顔を向けてきた彼女に対して俺は──

「お前……ケーキ食べただろ」

　思いっきりジト目を向けた。

「な、なんの事でしょうか」

　視線を泳がせるショコラ。

「口にクリームがついてる」

「はっ!?」

「鼻にもクリームがついてる」

「はっ!?」

「そしておでこにもついてる」

「はっ!?」

　というか、どういう食い方したらそんなとこにつくんだよ……

「食べただろ」

「イ、イイエ……」

「食・べ・た・だ・ろ」

「……すみません……ついひとくち……」

　ようやく口を割りはしたが、まだ目が泳いでいる。

「ほんとに一口か？」

「……ほんとはワンカットたべちゃいました」

「怒おこらないから言ってみ？　ほんとにほんとは？」

「ぜんぶ食べちゃいましたっ」

「何しくさってんだ！」

「だ、だって……おいしかったんですもん」

「……ふうーん。おいしかったから仕方ない、と」

「ごめんなさい……」

「まったく……お前はどうしようもないな……」

「うう……」

「どうしようもなくて……ほんとに駄目なやつだ」

「ご、ごめんなさい……」

　しゅん、とうなだれるショコラ。

　俺は、その体を──

「……奏さん？」

　抱だきしめた。

「好きだ」

「へ？」

　そして、強い力を込めながら、言う。

「お前が好きだ、ショコラ」

「か、奏さん？」

「ショコラ、好きだ」

「あ、あの……その……ど、どうしたんですか、こんなに急に……」

「急じゃない……謳歌とふらのと爽星にはちゃんと話してきた。俺には好きな人ができたから、って」

　ショコラは少しの間、呆ほうけたような表情をみせた後──

「か、奏さんがすきな人って……わたしですか？」

「そうだ」

「わ、わたしで……いいんですか？」

「で、じゃない。お前がいいんだ」

　俺は、はっきりとそう言い切った。

　というかこいつ……この前はいつでも好きになってもらっていい、みたいな事言ってたくせに……本当は自信なかったんだな。

「そ、それは……ぺっととかお友達としてすきという事ではなく……」

　俺は、いつかのショコラの言葉を借りる。

「ああ……結けつ婚こんしたいの好きだ」

　ショコラは信じられないといった様子だった。

「い、いつからわたしをすきになってくれたんですか？」

「分からない」

「え？」

「気付いたのは、さっきだ」

　選せん択たく肢しが突つきつけられて、浮うかんだのはショコラの顔だった。

　でもそれは、きっかけにすぎない。

「俺は、お前の事をいつ好きになったんだか分からない。深層心理ではもう、出会った時になんらかの好意を抱いだいていたのかもしれないし、プールに遊びに行った時だったのかもしれないし、文化祭でビンタされた瞬しゆん間かんかもしれない。もしくは、そういう分かりやすい一つの事じゃなくて、一いつ緒しよに暮らすうちに、気持ちが積み重なっていった結果なのかもしれない……はっきり言って、全然分からない」

「そうなんですか……じ、じゃあ、なんでわたしをすきになってくれたんですか？」

「それも分からない」

「……え？」

　ショコラの表情が、不安の色に染まる。しょうがない……噓うそはつけないから。

　だから、自分の心を正直に告げる。

「『いつ』とか『なんで』とかじゃないんだ。時間とか理り屈くつじゃないんだ……ただ、止まらないんだ」

　自分の胸を、押さえる。

「ここから湧わき上がってくる感情が止まらないんだ」

　心を、ぶつける。

「俺は今、この瞬間──お前の事が好きで好きでたまらない」

「………………」

　沈ちん黙もくの後、ショコラの顔がみるみるうちに変化して──

「はいっ！　わたしもだいすきですっ!!」

　それは……その表情はあまりにも──

「ショコラ……お前かわいいな」

「……え？」

「ものすごい……かわいい」

　今度はその顔が、一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まった。

「う……あう……」

　こんなショコラの反応は初めてだった。

　俺は、もう一度両手を広げて──

「あっ！　あの……か、奏さん……」

　ショコラを強く抱きしめた。

「あ、あの……ちょっと……」

「……嫌いやか？」

「い、いやじゃないです……ち、ちょっと、は、はずかしかっただけで……もっと……してほしいです」

「ショコラッ！」

「奏さんっ……」

　俺は、そのまま何分も……何分もショコラを抱きしめ続けた。

　愛いとおしい……全すべてが愛おしくてたまらなかった。

　今なら、この前ショコラが言っていた事が分かるような気がした。

　一分一秒が経過する毎ごとに、どんどん……どんどんショコラの事が好きになっていく。

　この先、ずっと一緒に過ごしたら俺はどれだけショコラを好きになるんだろう。

　俺は、これからどれだけショコラと一緒にいられるんだろう。

　そんな疑問が脳内を巡めぐり、俺はかつて感じた事のないような幸福感に包まれていった。




「はっ！」

　急に、目が覚めた。

　あれ……俺は……何をしてたんだっけ？

　そうだ……ショコラに告白したんだった。

　それで二人で抱き合って……そこから先の記き憶おくがない。

　あれは……本当の事だったのか？　なんか気分がふわふわしていて現実感がなかった。

　ひょっとして……夢だったんじゃないだろうか。

　そんなのは……嫌だ！

「ショコ──」

「すかー」

　俺のすぐ横には間ま抜ぬけな寝ね顔がおがあった。

　そうだった……あの後、二人でこたつに入ってそのまま寝ちゃったんだった。

「すぴー」

　……よだれ、自重しろ。

「まったく……」

　俺は苦く笑しようしながら、その頭を撫なでた。よかった……ショコラはたしかにここにいる。

　俺の、隣となりにいるんだ。

「むにゅ……」

　気持ち良さそうなアホ面づらで眠ねむりこけるショコラ。ずっと眺ながめていたかったけど──

「ふみゅ？」

「起きたか」

「あれ、奏ひゃん」

　俺を認にん識しきするも、口が上手うまく回っていない。

「ショコラ、とりあえずちょっとよだれ拭ふいて──」

「えへへ……すきですー」

「お、おい……」

　おもいっきりしなだれかかってきた。

「すきー」

「お、おいってば……」

「奏さんはわたしのこと……すきですか」

「ああ、好きだ」

「えへへ」
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　俺の即そく答とうに、ショコラは嬉うれしそうに笑い──

「すぴー」

　また寝た。

「おい、もう朝だぞ。二度寝なんかするなよ」

「ふしゅるるる」

「おいショコラ……ショコラってば」

「むにょるるる」

　……駄だ目めだ。いつもならほっぺでも摘つまんで、無む理り矢や理り起こす所なんだけど……

「くー……奏さん……くー……すきー……」

　その寝顔はあまりにも幸せそうで──

　そしてショコラの寝顔をみつめる内、俺の意識も段々と薄うすれていった。
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「ふああ……」

　再び目が覚めると、既すでに午後一時を回っていた。

　基本的に朝型の俺はこんな時間まで寝ている事なんてほとんどない……まあショコラはしょっちゅうだけど。

「ねむねむ……」

　そして、まだ起きる様子がなかった。てかなんだよその寝言……

　さすがに俺はもう眠気ゼロだったので、シャワーを浴びて着き替がえを済ませる。

「ねむりんちょ……」

　そして、俺がリビングに戻もどってきてもショコラはまだ眠りこけていた……というかもうそれ、寝言でもなんでもないだろ……

　しかし、俺が食事の準備を始めた途と端たん──

「はっ！」

　がばっ、と跳はね起きた。

「なんだかおいしいもののにおいがしますっ」

　まだフライパン温めてるだけなんだけど……予知能力かよ。

「奏さん、なにを作るんですかっ」

　ててて、と寄ってきて期待に目を輝かがやかせるショコラ。

「何ってまあ……スクランブルエッグでも作ろうかと」

「ご、ごちそうですっ！」

　いや、別にごちそうではないけど……まあ喜んでるならそれでいいか。

「すくらんぶるえっぐ～♪　すくらんぶるえっぐ～♪」

　調理する俺の脇わきで妙みような歌を歌い出すショコラ。その顔が、あまりに嬉しそうだったから、ちょっと意地悪してみたくなった。

「まあ、ショコラはねぼすけだから、俺の分だけだけどな」

「え……う、うそですよね……」

　卵の殻からを割りながら、硬かたい声で返す。

「噓じゃない。寝てばっかりいる奴やつに食わせる飯はない」

「……っ」

　この世の終わりみたいな表情をみせるショコラ。

「わかりました……じゃあまた寝ます……」

　何がじゃあなのかは意味不明だけど……肩かたを落として、とぼとぼとこたつに向かうショコラの姿はおあずけをくらった犬みたいで、さすがにかわいそうになった。

「はは、噓だ──」

「いただきますっ！」

「変わり身早いってレベルじゃねーぞ！」




「おいしーですっ」

　スクランブルエッグをほおばり、幸せそうな笑えみを浮うかべるショコラ。俺が今まで何回も見てきて……これからもずっと見ていたい笑顔だ。

「ごちそーさまでしたっ」

　食べ終わり、両手を合わせるショコラの頭を撫でながら、提案する。

「ショコラ。この後ちょっと外に出ないか？」

　散歩がてら、正月のおせち料理の買い出しをしたかった。

「はい、おせち料理のじゅんびですねっ」

　だから、予知能力でも持ってんのかよ……

　そして、出かける準備をして二人で玄げん関かんに向かう。

「わたし、だし巻きたまごにチョコレートを入れたらもっとあまくて、もっとおいしくなるとおもうんです」

「いや、もうそれ別の料理だろ……」

「えへへ」

　そのアホな考えに呆あきれながら、ドアを開ける。

「……え？」

　そこには、思いもよらない二人の姿があった。

「謳歌……ふらの……」

「「…………」」

「お前ら……どうして？」

　昨日の二人の痛々しい姿が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

「「…………」」

　そして、今現在の状態もひどいものだった。

　泣き続けた影えい響きようか、謳歌の顔は赤く腫はれ上がり、ふらのの目の下にはどす黒いくまが出来ていた……ほとんど寝てないのかもしれない。

　こ、これ……どうすればいいんだ？

　二人の来訪意図は全く分からないけど……俺にはかけるべき言葉が見つからない。

　そこでふらのが口をひらいた。

「甘草君、あなたに用はないわ」

「え？」

「そうだよ。あたし達はショコラっちに会いにきたんだ」

　謳歌が、ショコラの方に視線を向ける。

「わたしですか？」

　二人は、それに無言で頷うなずくと、ショコラの傍そばまで歩みよっていく。

　そこでふらのと謳歌は、顔を見合わせた。

　そして、声を揃そろえて──

「ふふっ」「あははっ」

　笑った。

「ふらの……謳歌……」

　二人の顔の状態は相変わらずひどい……でもその表情はとても晴れやかなものだった。

　謳歌が、戸と惑まどう俺の心中を察したようにこっちに向き直る。

「奏っち。昨日はみっともないとこみせちゃってごめんね」

「あ、いや……」

「甘草君の疑問はもっともね。昨日のあんな状態の後では、私達の笑顔が空元気に見えているでしょう」

「いや、そんな事は──」

　……正直、あった。

　この状じよう況きようで俺が言うべき事じゃないのかもしれないけど、恋こいが破れる事の辛つらさはよく知っている。

「奏っち。あたし、あの後さ……一晩中泣いて泣いて……ずっと泣いてさ。そしたらすっきりするかと思ったら……全然すっきりしなかったんだ」

　それはそうだろう。涙なみだは感情を洗い流すって言うけど、それは程度と状況によりけりだ。

　俺は中学生の時、失しつ恋れんのショックのあまり記き憶おくを無くしてしまったけど、それが無かったら、泣いたくらいで全すべてを振ふり切る事なんてできなかったと思う。

「私もね、寝ねないで考えてたの。この辛い気持ちを解消するのにはどうすればいいんだろうって……でも答えなんて出なかった」

　自じ嘲ちようするような表情のふらの。そこから引き継つぐように、謳歌がまた話し出す。

「でね、さっきふと思ったんだ。あたし、まだちゃんと負けてないって」

「私も同じね。ふと気がついたの。昨日はかっこつけて、早く好きな人の所へ……なんて言ったけど、そもそもその相手が誰だれかすらも分かっていないんじゃ、嫉しつ妬とする事すらできないって」

「それでね、いてもたってもいられなくなって、奏っちの家の前まで来ちゃって……この玄げん関かん先さきでふらのっちとばったり会ったの」

「そこで、ようやく甘草君の相手が分かった訳だけど……ここまで来たらやっぱり直接会わないと収まりがつかないと思ったわ」

「そうそう。そしたら丁度奏っちとショコラっちが出てきてさ。それでこんな──」

「こんな幸せそうな顔見せられたら、負けを認めるしかないじゃない」

　そして二人は顔を見合わせて──

「あー、ようやくすっきりした！」

「ええ、これでやっと前に進めるわね」

　また、笑った。

　そしてショコラに向かって、

「よかったね」「よかったわね」

　声を揃えて、祝福の言葉を告げる。

「はい、ありがとうございますっ」

　そしてショコラも、満面の笑みでそれに応こたえる。

　二人はそんなショコラを見て、満足そうに頷いた。

「では、そろそろ私達は退散しようかと思うのだけど──」

　言葉を止めて、後ろに視線を向けた。

「いい加減に出てきたらどうかしら、爽星さん」

「うっ……」

　電信柱の陰かげからうめき声が聞こえてきた。

「爽星も……来てるのか？」

　謳歌がちょっと苦笑いしながら頷いた。

「そうなの。あたし達と同じ考えだったみたいで、鉢はち合あわせしたんだけど……奏っち達が出てくる直前に、さっ、と隠かくれちゃってさ」

「「「「…………」」」」

　電信柱に全員で視線を送る。

「「「「…………」」」」

　そして待つ事数十秒──

「わ、わかったよ！」

　耐たえきれなくなった爽星が姿を現した。

　そして、躊躇ためらいがちにショコラの前まで歩いていく。

「お、おい……」

「はい」

「あ、あのな……」

「はい」

「ア、アンタなんかな……アンタなんか……」

「わたしなんか？」

「き、き、きら……」

「きら？」

「嫌きらいになれるかバカッ！」

　自分の髪かみをぐしゃぐしゃと搔かき毟むしった。

「あーもう、髪サラッサラで、肌はだなんかこんなにツルツルでぷにぷにで、しかもなんかいい匂においするし……あーもう、かわいいなっ！　反則か！　アタシが男でも好きになるっつーの！」

「は、はあ……」

　爽星の勢いに困こん惑わくするショコラ。

「う……ち、違ちがう。こ、こんな事が言いたかったんじゃないんだ」

　爽星はショコラの目をしっかりと見み据すえる。

「ア、アタシに勝って甘草をゲットしたんだから……絶対幸せになれよなっ！」

　ショコラは、一いつ瞬しゆんぽかんとした表情をみせた後、

「はいっ！」

　満面の笑みで返した。

「ふ、ふんっ……」

　顔を真っ赤にして背そむけてしまう爽星。

「はは、やっと言えたね、素直っち。それじゃあ、二人の邪じや魔ましちゃいけないから、あたし達は帰ろっか」

「ええそうね……」

　その謳歌の提案に、なぜか口ごもるふらの。

「ん？　どーしたの？」

「な、なんでもないわ」

「そう？」

「い、いや、なんでもない事はなくて……その……遊王子さん」

　謳歌に何かを言いたい様子だけど、躊躇っている様子だ。

「ん？　なになに？」

「こ、これから、ちょっとお茶でも一いつ緒しよにどうかしら……あの……その……お、お、お……謳歌さん」

　謳歌は一瞬、ぽかん、として。

「ふ、ふらのっちがあたしの事名前で呼んだっ！」

　瞬しゆん間かん的てきにふらのの顔が、真っ赤に染まった。

「い、嫌いやなら別にやめるけれど……」

「ううん、うれしいっ！」

　表情を輝かがやかせる謳歌。それを、爽星がちょっと呆れた様子で指し摘てきする。

「アンタ……ツンデレにも程ほどがあるだろ」

「う、うるさいわね。あなたには言われたくないわ」

「ふん、アタシはアンタみたいなあざとい感じじゃないし。なあ、謳歌」

「あ、素直っちも名前で呼んでくれるのっ」

「ま、まあな……」

　ふらのがジト目を向ける。

「……どさくさに紛まぎれて便乗しないでくれるかしら」

「な、なんだよ、いいだろっ！　だって、アンタらだけ仲良くなってなんかズルいじゃんか、アタシも交ぜてくれよっ」

　ちょっと涙目になる爽星。

「そりゃあ、アタシみたいなひねくれたやつと友達になっても……面おも白しろくないかもしれないけどさ」

「ううん、そんな事ないよ。ね、ふらのっち」

「そうね。別にあなたがそのつもりなら友達づきあいをする事もやぶさかではないというかなんというか……その……素直さん」

「そ、そうか……そこまで言うんなら……うん……ふらの」

「あはは、なんかふらのっちと素直っちって似たもの同士だね」

「それは違うぞ、謳歌。さっきも言ったけどアタシはここまであざとくない。ずっと思ってたけどな……ふらのはなんか汚きたないんだよっ」

「失礼ね、汚くなんかないわ。私は素直さんと違ってトイレの後にお尻しりを拭ふいてるから」

「アタシも拭いてるし！　そういう事言ってるんじゃないだろ！　この下品女！」

「なによ……」

「なんだよ……」

「あはは、やっぱり似てるー」
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「「そ、そんな事は──」」

　見事に、ハモる。

「「…………」」

　そして顔を見合わせ──

「「あははっ」」

　笑い合った。

「すごいです。三人とも、きのうまでよりなかよくなってます」

　そのショコラの呟つぶやきに、爽星が反応する。

「おい、何言ってんだ、ショコラ」

「へ？」

「そうよ、ショコラさん。三人じゃなくて四人でしょ」

「ふらのさん……」

「ショコラっち、早くこっち来なよ」

「は、はいっ！」

　ショコラは目を輝かせて、三人の中に飛び込んでいった。

「お、やっぱり髪サラサラだな」

「このパイオツが……このパイオツが決め手になったのかしら」

「あはは、触さわっちゃえ！」

「や、やめてください～」




　そして、女子達のキャッキャウフフを見守る事、数分。

　輪の中から抜ぬけたふらのが歩みよってきた。

「甘草君、一つ言っていいかしら」

「どうした？」

「邪魔なんだけど」

「…………へ？」

「そうそう、今から四人で遊びに行く事になったから、奏っちはどっか行っててね」

　笑え顔がおでひどいセリフをはく謳歌。

「いや……あの……」

「なんだよ甘草、アンタ空気読めねーなー」

　そして、爽星からも追つい撃げきが。

「……えっと……」

「奏さん、そういう事ですからっ」

　しまいには、ショコラの口からそんな言葉が飛び出す。

「は？　今から　俺と出かけるはずじゃ……」

「夜までにはもどってきますからー」

「ちょ……ショコラ」

　そして行ってしまった……普ふ通つうに行ってしまった。

　その場に一人、取り残される俺。いくらなんでも……仲よすぎませんか。

「…………」

　ぽつーん。

「………………」

　なんか涙なみだが出そうになってきたんで、家ん中に戻もどろう。

「か～な～で～さんっ！」

「うわっ!?」

　そこで後ろからいきなり目を塞ふさがれた。

「ショコラ……」

「ほんとに遊びにいったとおもっちゃいました？」

　俺の前に回り込んでにこにこするショコラ。

「ちょっと……思った」

「ふふ、そんな訳ないじゃないですか。みんなで奏さんをからかってみただけですよ」

「お前なあ……」

「ふふ、ごめんなさい。三人はなかよくあそびに行きましたよ。ほんとにおめでとうって言ってくれました」

「そっか…………なあ、ショコラ」

「どうしました？」

「あいつら……いい奴やつらだよな」

「……はい、そうおもいます」

　しみじみした口調で答えるショコラ。

　俺も、心の底から感じる。あいつらに好きになってもらえて……本当によかった。

「よし、それじゃ、俺達は買い物いくか」

「はいっ」

　あの三人の想おもいの分も、ショコラを大事にしよう。

　そう決意して、俺はその手を引いて歩き出した。
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「よし、と。こんなもんだろ」

　うん、これで主要なおせちの材料は揃そろったな。

「あとは……今日の夕飯か。ショコラ、何がい──」

「おにくがいいですっ」

「……そうか」

　食い意地の張った奴の食い気味のセリフに呆あきれつつ、精肉コーナーにやってきた。

「今日は特別に好きなのにしていいぞ」

　しっぽ毛が、ぴょこり、と反応した。

「え、ぜんぶ買っていいんですかっ！」

「耳腐くさってんのかお前は！」

　ショコラはじょうだんですよ、と笑ったが、そうは聞こえないのが怖こわい所だ。

「どれを選ぶかまよっちゃいますねー」

「……選ぶ、か」

「奏さん、どーかしましたか？」

「いや、選せん択たく肢しはもうないんだよなって……」

「そうですよ。奏さんがわたしの事をすきになってくれましたから」

　以前なら、こんな事を考えていると計ったようなタイミングで──




【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】




　……何も起こらなかった。

　当然だよな。呪のろいはもう完全に消え去ったんだから。でも、いざなくなってみると寂さびしく……ないな、全然。あんなもん懐なつかしがってたら、真性のドＭだろ。

「あ、これにしますっ」

　その弾はずんだ声で、思考から現実に引き戻される。

　ショコラが選んだのは、並んでいる中でも一番安い肉だった。

「これでいいのか？　今日は特別だから、もうちょっと奮発してもいいんだぞ」

「わたしは奏さんの彼女ですから。ちゃんと家計をかんがえているのです」

　ドヤ顔をするショコラ。そして──

「おじさん、十キロくださいっ」

「舐なめてんのか！」

　お前あれだろ。ダイエット飲料ならいくら飲んでもいいみたいなノリだろ、それ。

　結局ショコラの要望の十分の一の量を買って（それでも多すぎる）、外に出た。

「うお、寒いな……」

　さっきまでも相当気温は低かったけど、色々選んでいた小一時間で、寒さはまた一段と厳しさを増していた。

「ほんとです、さむいです」

　手をすりあわせるショコラ。

「…………」

　そんなショコラの前に、俺は無言のまま手を差し出した。

「…………」

　そこに、ショコラが無言のままちょん、と手を重ねる。

　その手のひらは、とても温かかった。
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「…………ん？」

　意識が、覚かく醒せいする。

「……っ痛つぅ」

　猛もう烈れつに痛む頭を押さえながら立ち上がり、辺りを見回す。

　ここは……どこ？

　目に入るのは綺き麗れいな石いし畳だたみとやたらオサレな感じの建物達。そしてちょっと離はなれた所には時計塔とうらしきものまで……どう考えても日本じゃないわね。

　なんとなくヨーロッパっぽい雰ふん囲い気きだけど……一体どうしてあたしはこんな所にいるの？　あたしはついさっきまで──

「──っ!?」

　そこで気付く。さっきまで何をしていたか……思い出せない。

　というか、もっと根本的な問題があった。




　あたしは……誰だれ？




「…………………………」

　…………駄だ目めだ、さっぱり分かんない。

　これって……記き憶おく喪そう失しつってやつ？

　今が西せい暦れき何年かは分かる。総理大臣の名前も言える。日本は四十七都道府県で構成されている……うん、いわゆる一いつ般ぱん常識ってやつは全く問題無いわね。

　でも、自分の名前も年ねん齢れいもどうしてこんな外国にいるのかも……さっぱり思い出せない。

　……あ、そうだ！

　そこでふと思いつく。顔だ、自分の顔を確かく認にんすれば何か思い出すかもしれないわ。

　あたしは近くのお店のガラスまで寄っていき、自分の姿を映す。

　………………誰？

　そこにあったのは、全く見覚えの無い顔だった。

　何よこれ……ほんとにあたしなの？

　なんか変な違い和わ感かんがあった。まるで今初めて自分の顔を見たみたいな……

　そしてこの格好。ド派手でカラフルなこんな衣装、一回見たら頭から離れないと思うんだけど…………。駄目だ、ぜんっぜん記憶にないわ。

「あーもうイライラするわね！」

　ぐしゃぐしゃと頭を搔かき毟むしるが、そんなんで記憶が戻るはずもない。

「……ま、ムシャクシャしてるだけじゃ何も始まんないわ」

　気を取り直したあたしは、とりあえず歩き始めた。

「まずここがどこなのか確かめなくちゃね。ひとまずそこらの誰かに声をかけ──ん？」

　そこでふと、気配を感じて視線を上に向ける。

「……え？」

　美少女が、空から落ちてきた。
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「よっと！」

　それから数日が経過した大おお晦日みそか。

「よし……じゃあそろそろ切り始めるか」

　俺は、年とし越こし用のそばを手打ちしていた。

　以前に、お袋ふくろと一いつ緒しよに一回だけそばの手打ち教室に行った事がある。その時の事を思い出しながら見み様よう見み真似まねでやってみている。勿もち論ろん、プロが作ったものとは比べるべくもないけど、初めて自分だけで打ったにしてはなかなかの出で来き映ばえじゃないだろうか。

　ショコラは、そんな俺の後ろでしっぽ毛をぴょこぴょこさせながら、

「そばです～おそばです～」

　またしても妙みような歌を歌っていた。

「おそばがすきです～でも奏かなでさんのおそばにいるほうがもっとすきです～」

　引っ越こしのゾウさんみたいな歌に変化した。怒おこられるぞ。

「えへへ、らいねんも奏さんといっしょです」

　とろけそうな笑え顔がおをみせるショコラ。一緒にいるというだけで、これだけ嬉うれしそうにしてくれる……俺はその幸せを嚙かみしめながら、手を動かしていった。




「よし、これで後は茹ゆでるだけだ」

　おせちも全部完成してるし、大おお掃そう除じは昨日までに終わっている。年賀状も既すでに発送済みだ……これで年始への準備は全すべて完かん了りようしたな。

「よし。ショコラ、悪いけどちょっと行ってくるな」

「わかりました。じゃあわたしはおるすばんしてますね」

　事前にショコラには伝えておいたけど、今日は男友達との忘ぼう年ねん会かいがある。ショコラといたいのは山々だけど、付き合いもあるから顔くらいは出さなくちゃならない。

　まあこれからずっと一緒なんだから、ほんの数時間離れるくらい、なんて事ない。

「奏さん、いってらっしゃーい」

　ショコラの笑顔に送り出されながら、俺は家を後にした。




　そして数時間後。

「お～さむ」

　ふう……ようやく戻もどってこられた。もっと早く切り上げるつもりだったんだけど、中々解放してもらえずに、時間がかかってしまった。

　あいつらは夜通しで騒さわぐらしいけど、さすがにそこまではつきあえない。

　俺には、待ってくれている人がいるから。

「ただいま」

「おかえりなさいっ」

　嬉しそうにぱたぱたと走ってくるショコラ。

「あれ？　どうしたんだお前、エプロンなんかして」

「えへへー」

　しっぽ毛がいつにも増してぴょこぴょこしている。

「奏さん、きてくださいっ」

「あ、おい、まだ靴くつ脱ぬいでないって！」

「奏さん、はやくはやくですっ」

　ショコラは俺の手を引いて、リビングへと入っていく。

「こっちですっ」

　そうして、テーブルまで誘ゆう導どうされた俺が、その皿の上に目もく撃げきしたものは──

「な、なんだこれは……」

　それは、チョコレートだった。何かを象かたどったものみたいだけど……なんかこうグチャグチャでグチョグチョでゴチャゴチャで……宇宙生物？

「がんばってつくりましたっ」

　……いや、違ちがうな。なんか鼻らしきものがあるし、口と思われるパーツもあるし、目とおぼしき物体もある……これ……人の顔……か？

　そしてショコラが作ったという事は、これは──

「もしかして俺……か？」

「はい、そうですっ！」

　……俺だという前提のもとで見てみると、なんとかそう見えなくもな──いや、やっぱり見えないな。

　……待てよ。出来映えがこれって事は……嫌いやな予感がしてキッチンに目を向けると──

「げ……」

　そこは惨さん憺たんたる有り様だった。

　わざとやったとしか思えない程ほどに、しっちゃかめっちゃか。

　器具が散乱しているのは百ひやつ歩ぽ譲ゆずってまだいい。それよりも緑や紫むらさきや赤色の液体がそこかしこに飛び散っているのは一体どういう事なんだろうか。完成品は普ふ通つうの茶色のチョコレートなんだけど……不安すぎる。

「ごめんなさい、ちょっとよごれちゃいました」

「いや、これはちょっとってレベルじゃ──」

　そこで言葉を止める。

　これを作るのに……ちょっとどころじゃなく頑がん張ばったんだろうな。

「……ありがとな」

　俺は、そっとショコラの頭を撫なでた。

「えへへ」

　これだ……俺は、この笑顔をずっと……ずっと見ていられればもう、他ほかに何もいらない。

「さて、それじゃあせっかくだから早さつ速そくチョコをいただ──ん？」

　俺の袖そでを、ショコラがちょいちょい、と引っ張った。

「……奏さん」

「どうした？」

　そこで、ショコラがちょっと潤うるんだ視線を向けてきた。

「このまえ、りあじゅーらんどにいった時の事をおぼえてますか」

「リアジューランド？　ああ、覚えてるけど」

　ショコラとはコスプレ館に行ったんだよな。色んな意味で危ない場所だったから忘れようがないけど……何で今、そんな事を聞くんだろう。

「奏さん……あのですね……」

　そこで、なにやら口ごもるショコラ。

「どうしたんだ？」

「あの……その……」

　そのモジモジ加減でピンとくる。もしかして、最後に言ってたあれの事だろうか。

「わたし……おりょうりもへたくそです。おそうじとかせんたくとかおうちの事もあんまりできません……でも」

　ショコラは恥はずかしそうに、でもしっかりと俺を見つめる。

「がんばっておぼえますから、いつかは……ウエディングドレス、きさせてくれますか？」

　その問いに、俺は即そく答とうした。

「ああ」

「ほんとですかっ」

「もちろん」

　結けつ婚こんはさすがにちょっと飛ひ躍やくしている気がするけど、女の子と付き合うって事は最終的に行き着くのはそこだ。

「うれしいですっ」

　ショコラは満面の笑みでそう言ってから──

「…………ん」

　そっと目を閉じた。

　……この意味が理解できない程、鈍にぶくはない。

　俺は、ショコラの肩かたを両手で摑つかみ、自分の顔を近づけていった。

「ショコラ……好きだ」

「奏さん……すきです」

　そして、お互たがいの気持ちを再さい確かく認にんした。後は……この想おもいをぶつけるだけだ。

　俺は目を瞑つぶって、自分の唇くちびるをゆっくりとショコラへと近づけていった。

「…………」

「…………」

　そこで不意に、過去の記き憶おくが脳のう裏りに浮うかんできた。




『……口づけをしていただけないでしょうか？』

『奏さんがしてくださらないんなら、私から──』

『口づけ……しましょうよ。絶対選せん択たく肢し……消したくないんですか？』




　ショコラの記憶がおかしくなった時の事だ。

　あの時は力ちから尽ずくでキスしてこようとするショコラを拒きよ絶ぜつした。でも、今は違う。

　俺とショコラは、心の底から好き合っている。選択肢を消す為ためとかそういう目的の為じゃない。好きだから受け止めたい。与あたえたい。ただ、それだけだ。

　今、俺達の間を遮さえぎるものは何もない。

　もう少しだ……もう少しで唇が触ふれ──




「あっ……」




　それは、あまりにも唐とう突とつだった。

　妙な声と共に、その体から急速に力が抜ぬける。

　そして──

「……え？」

　ぱたり、と地面に倒たおれる。

「……ショコラ？」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかった。

「…………」

「おい……おい、ショコラ！」

　その体を揺ゆさぶるが、ショコラはぴくりとも動かない。

「ショコラッ!!」

　気を失ってるのか？

「…………」

　いや、違う……直感が告げる。これは……そんなに生易しいもんじゃない。

「な、なんなんだよ……どうなってんだよ！」

　ショコラからは生気がまるで感じられない。

「おい……返事しろよっ！」

　言うなれば、まるで魂たましいが抜けてしまったかのような──




「はい、おめでとう」




　不意に背後から、何者かの声がする。

「お、お前……なんでここに……」

　そこには、四し葉ば紙かみが満面の笑えみを浮かべて立っていた。




　　　　２




「こんばんはー」

「し、四葉紙……お前、どうやって入ったんだ？」

「窓の鍵かぎ、開けっ放しだったよ。いやあ、不用心だね。まあ閉まってても入ったけど」

　この喋しやべり方……空そらさんが外に出てきてるのか……いや、今はそんな事どうでもいい！

「なんなんですかこれ！　ショコラが……ショコラがっ！」

　空さんは、取り乱す俺を満足そうに眺ながめてから、床ゆかのショコラに視線を移す。

「奏君がその子を好きになっちゃったら、まあ当然こうなるよね」

「ど、どういう事なんですかっ！」

　俺は声を張り上げて詰つめ寄った。

「どういう事も何も、役目を終えた神の僕しもべはこうなるって決まってるんだよ」

「決まってるって……これはどうすれば治るんですかっ！」

「治らないよ。だってこれが普通だもの」

「ふ、普通なわけないでしょう。これじゃあまるで……死んでるみたいじゃないですか」

　床のショコラに目を向けるが、微び動どうだにしていない。

「死んでないよ。ただアンインストールされる前の段階なだけ」

「アン……インストール？」

「そうだよ。君の良く知っているショコラちゃんは、これの本当の人格じゃないんだ」

　そうして、横たわっているショコラを、まるで物でも見るかのように見下ろす。

「というかね、これはただの器うつわだからそもそも本当の人格とか無いんだよね。体育祭の時、聞いたでしょ？　これにインストールされた、たくさんの人格がごっちゃになって突とつ然ぜん変へん異いを起こして、ショコラちゃんの人格が生まれたって」

[image: ]

　あの時のクールショコラのセリフが、脳内に蘇よみがえる。




『ふふ……安心してください。元から、千に近い私達が混ざり合って生まれたのが彼女です。表に出てくる事はなくても、私達は、彼女の中で生きています』




　そうだ……たしかにそう言っていた。

「まあそんな事はどうでもいいんだけどね。中に入っている性格がなんであれ、これの役割は奏君の呪のろいを解消するサポートをする事。それが終わったら、この世界にもう存在する意味は無いよね」

「そんな……そんな事……」

　全く考えない訳じゃなかった。俺が誰だれかを好きになって選択肢が消え去ったら、ショコラがどうなるかという疑問は常に頭の片かた隅すみにあった。

　でも、それ以上考える事を放ほう棄きしていた。そして、勝手に希望的観測を抱いだいていた。一度、神の世界に報告とかで帰らなきゃいけないにしても、数日経たったら戻もどってくるって。

　呪いのなくなった俺の傍そばでまた、ぐうたらするんだって。

「ショコラはこれから……どうなるんですか？」

「さっき言ったでしょ？　アンインストールだよ。つまり記憶と人格が完全に消されて、どこか別の世界でまた、呪いを受けてる人間のサポートをするんだよ。その人間と最も相あい性しようがいいような性格をインストールされてね」

「今のショコラは……いなくなると？」

「そうだよ。体育祭の時、これも本人が言ってたと思うけどなー。あのショコラちゃんは、呪いが解消されたらこうなるって事、分かってたんだね」




『できれば……元に戻ったショコラとは、別の女の子を好きになってほしいのです』




　そうか、だからあの時のクールショコラはあんな辛つらそうな表情を……

「まあ誰を選んでもショコラちゃんが消えたんじゃ、その後の展開がワンパターンだから、救済策も用意してたんだけどね。四葉紙ちゃんが、あれほど爽さわ星ぼしちゃんにしとけって言ってたでしょ？」

　……たしかに四葉紙は再三にわたり、俺に警告めいた事を言っていた。

「俺が……もし爽星を好きになってたら、ショコラはこうはならなかったと？」

「お、理解が早いね。爽星ちゃんを選んだ場合のみ、ショコラちゃんをあのままここに残してあげる事になってたんだ。だから四葉紙ちゃんはあんなに必死だったんだねー」

　四葉紙は……やっぱり敵じゃなかった。本気で爽星と俺の事を心配してくれていた。

「つまり、パターンとしては大別して三つあった訳だね。

　その一、奏君が爽星ちゃんを好きになってショコラちゃんがそのままこの世界に残る。

　その二、奏君が遊ゆう王おう子じちゃんか雪ゆき平ひらちゃんを好きになってショコラちゃんが消え去る。

　その三、奏君がショコラちゃんを好きになってショコラちゃんが消え去る。

　まあどのパターンになっても、奏君を絶望させる準備は万ばん端たんだったんだけど……やっぱり三が一番辛いよねー」

　空さんは、楽しそうに……本当に楽しそうに自らの計画を語る。

「ふざ……けるな」

「あれ、奏君、ひょっとして激おこ？」

　ふざけきったその態度に、脳が沸ふつ騰とうする。

「こんな……こんなのは認めないっ！」

「君が認めるとか認めないとかは関係ないの。とにかく、もうそれはショコラちゃんじゃないから。二度とショコラちゃんに戻る事もないから」

「こ……このっ──」

　俺の我が慢まんが限界に達した瞬しゆん間かん──

「じゃあね、奏君」

「……え？」

　空さんは唐突に背を向けた。

「ど、どこ行くんですかっ！」

「どこって……帰るんだよ。もう全部終わったから」

「終わった？」

「そう。君がショコラちゃんを好きだっていう気持ちは、間ま違ちがい無く本物だよ。おめでとう、君を苦しめ続けてきた選せん択たく肢しは消しよう滅めつしました。これからは呪いに悩なやまされる事なく、健すこやかな生活を送れるよ。という事で、じゃあね」

「ま、待ってくれっ！」

「何かな？」

「これだけ……これだけ振ふり回しておいて、これで終わりはないでしょう。大体空さんは、まだ『恋こい』を理解してないんでしょう？　俺を通してその感情を理解したいんじゃなかったんですか？」

　二度と関かかわりたくないと思っていたけど……ここで帰らせる訳にはいかない。

「奏君、何か勘かん違ちがいしてないかな？」

　空さんは一度、にっこりと微笑ほほえんだ後──

「君、もういいよ」

　見た事もないような冷めた表情になった。

「端たん的てきに言うとね、君は期待外れだった。君が恋に落ちる所を間近で観察できれば……あるいはそれが打ち砕くだかれて絶望する様を見れば、私も恋を理解できるかもしれないと思ってた。でも、今の私は恋れん愛あいという感情について、何も理解できていない」

　そして、吐はき捨てるように告げる。

「だから君、もういいよ」

　そして、リビングのドアに向かって歩きだした。

「ま、待てって……」

　しかし、空さんの歩みは止まらない。その手が、ドアのノブにかかった。

「待てって言ってるだろっ！」

　そこで、空さんの動きが止まる。そして、背を向けたままで口を開く。

「奏君はさ、お願いする相手に対して命令口調で話す、ってお母さんに習ったの？」

　く……そ……

「……待って……ください」

　俺は、空さんの傍まで歩いていき、頭を下げた。

「どうにか……してください」

「やだ」

　あまりにも端的な、否定。

「好きなんだ……ほんとに」

「知ってる」

「なんでもしますから……ショコラを助けてください」

「やだ」

　俺は、その場に膝ひざを突ついて、額を地面になすりつけた。

「空さん……お願い……します」

「…………」

「お願いしますっ！」

　空さんはそこで、ようやくこちらに顔を向けた。

「奏君……」

　そしてしゃがみこんで、俺の顔を覗のぞき込む。

「そんなにショコラちゃんが好きなんだ」

「やっとなんだ……やっと好きになれたんだ。ショコラとずっと一いつ緒しよにいたいんだ」

「そっか……」

　空さんは俺の頭にぽん、と手を置いた。

「だから……だから空さ──」

「絶対やだ」

　満面の笑えみで、言う。

　くそ…………くそっ！

　分かっていた。この人は、俺が泣こうが喚わめこうが決して情けをかけたりしない。

　でも……他ほかにどうしろっていうんだよ。

「あ、その顔はなかなかいいよ、奏君……うーん、どうしようかなー。まあ、私も鬼おにじゃないし、ショコラちゃんへの愛に免めんじて最後のチャンスをあげようかな」

「最後の……チャンス？」

「うんうん。じゃあ、唐とう突とつですけどここでクイズでーす」

　クイズ？……この期ごに及およんで何を考えてるんだ？

　でも、今の俺には話を黙だまって聞く以外の選択肢がない。

「さて、奏君の事を好きな女の子は、ショコラちゃん、雪平ちゃん、遊王子ちゃん、爽星ちゃんですが……実はこの他にもう一人います。さて、それは誰でしょう？」

　なんだ……この質問は？

「あ、ちなみにどうでもいいモブキャラみたいなのは除いてね。今の奏君なら気付いてるかもしれないけど、文化祭以降、君、意外にモテてるんだよね。好きまではいかなくても、ちょっといいなーって思ってる子は少なくないんだよ。でも、これはそういうのじゃなくて、ちゃんと奏君に恋してる女の子を答えてね」

　……この人は何を考えてる？……こんな事に一体なんの意味があるっていうんだ。

「あらら、奏君は分からないみたいだから、私の口から言っちゃおうかな。その女の子の名前は四葉か──」




『やめてっ！』




　そこで空さんは、唐突に叫さけび声をあげた。

「あらら。我慢できなくなって出てきちゃったね」

『お願いですから……やめてください』

　今喋しやべったのは……四葉紙か？

「うーん、四葉紙ちゃん、そのリアクションはちっといくないんでない？　自分から認めちゃってるようなもんだよ」

『お願い……それ以上は……』

「どうしよっかなー」

　一言ずつ、その表情が入れ替かわる。

　はたから見ていると一人ひとり芝しば居いにしか見えないけど……これは空さんと四葉紙が交こう互ごに喋ってるって事……なんだよな？

『なんで……こんなひどい事するんですか』

　悲痛な声を出す四葉紙を無視して、空さんは俺に語りかける。

「さっきも説明したけど、四葉紙ちゃんはショコラちゃんがこうなる事を防ぐ為ために、奏君と爽星素す直なおちゃんをくっつけようと頑がん張ばってたんだよね。でもさあ、その途と中ちゆうで大変な事が起こっちゃったんだよね」

『やめて……』

「最低だよねえ。爽星ちゃんを応おう援えんするとか言っときながらさ」

『や、やめてって言ってるで──』

　四葉紙のその叫びは、途中で遮さえぎられた。

　そして──

「自分が奏君を好きになっちゃったんだから」

　…………え？

　四葉紙が……俺の事を？

　そんな馬ば鹿かな。だって四葉紙が転校してきてからほんのちょっとしか──いや。

　人を好きになるのに、時間は関係無い。それは過去の俺も体験済みの事だった。それに、落ち着いて思い返してみると……そういう節が全くない訳ではなかった。以前の鈍どん感かんな状態ならいざ知らず、今の俺なら気付いてもおかしくなかった。でも、四葉紙に対しては警けい戒かい心しんが先に立って、変なフィルターがかかっていたのかもしれない。

『やめてって……言ったのに……』

　今にも泣き出しそうな四葉紙に、空さんは追い打ちをかける。

「もしかしてさ。爽星ちゃんのサポートも手を抜ぬいてたんじゃない？」

『なっ……そ、そんな事──』

「絶対無いって言い切れる？　もし爽星ちゃんが奏君とくっついちゃったらどうしよう、とかほんの少しも考えなかった？」

『そ、それは……』

　……奇き妙みような光景だった。話す毎ごとに人格が入れ替わり、片方がもう片方を追い詰つめていく。

「だったらさあ、ちゃんと爽星ちゃんに伝えて、正々堂々と奏君争奪戦に加わるべきだったんじゃないかなあ。これって、ひどい裏切りだよねえ」

『そんな事……言われたって……』

　それは、とても奇妙で──

「あ、そうだよね。もし万が一、奏君と両りよう想おもいになれたとしたって無む駄だだもんね」

『う……うう……』

　胸むなクソが悪かった。

「だって四葉紙ちゃんさあ、君、既すでに──」

「やめろっ!!」

　俺は、怒ど声せいを発していた。

『う……うあ……』

　そして次の瞬しゆん間かん、空さんの……いや、四葉紙の目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

『ごめんなさい……素直ちゃん……ごめんなさいっ』

　その場で泣き崩くずれる四葉紙。

　何が……どうなってるんだよ。

　色んな事が一気に起こりすぎて頭の中がぐちゃぐちゃになっている。

『甘あま草くささんも……ごめんなさい……』

　ただ、一つだけはっきりとしている事がある。

『好きになってしまって……ごめんなさい』

　俺は……全すべての元げん凶きようを、絶対に許せない。

「出てこい……」

　怒いかりを込めて、その名前を呼んだ。

「出てこい天あま上がみ空っ!!」

「はーい」

　それまで泣いていたはずの彼女が、ぱっと顔を上げた。

「ご指名なので、またまた参上したよ」

　その目は、先さき程ほどまでの涙の影えい響きようで赤く腫はれ上がっている。しかし、浮うかべているのは満面の笑み。なんて……なんて気持ちの悪い顔だ。

「もういい……今すぐ四葉紙を解放するんだ」

「え？　いいの？」

「いいも悪いもあるかっ！　さっさと四葉紙から出て行けっ！」

　好きになってしまってごめんなさい、だって？……ふざけるな。そんなのは女の子に言わせていいセリフじゃない。

「ふーん。四葉紙ちゃんが死んじゃってもいいんだ」

「な……に？」

「だからね、私が出てったらその瞬間に、四葉紙ちゃん死んじゃうよ」

　何を……言ってる？

「あはは、そうだよね。いきなりそんな事言われても訳分かんないよね。じゃあ、ここらで四葉紙伊い緒お乃のちゃん劇場をはじめよっかな」

「…………」

「すこし長くなるから黙っててね。あ、ちょっとでも口を挟はさんだらやめちゃうから、そこんとこよろしく」

「…………」

　ここは……黙って聞くしかない。

「はい、それじゃーいきまーす」

　そこから、彼女の一人語りが始まった。




　　　　３




「むかしむかし、ある所に四葉紙伊緒乃という少女がいました」

「綺き麗れいな空色の髪かみが特とく徴ちよう的てきな、それはもう可愛かわいい女の子です。ですが彼女はとても病弱で、長い長い入院生活を送っており、満足に学校に通う事も困難な体でした」

「伊緒乃の母親はそんな娘むすめを非常に献けん身しん的てきに看病していました。父親は早くに他界しており母は相当な苦労を重ねていましたが、娘の前では決して辛つらい顔を見せませんでした。伊緒乃は、いつも笑顔を絶やさない母親が大好きでした」

「しかし、伊緒乃が十三歳になってから間も無く、ある悲劇が親子を襲おそいます」

「それまで小康状態を保っていた伊緒乃の病状が悪化し、医師から余命一年と宣告されたのです。母は、泣いて泣いて泣いて泣いて泣き明かした後……その事を本人には隠かくし通す事に決めました」

「母の演技は完かん璧ぺきでした。ですから伊緒乃は全く気がつきませんでした。しかし半年程が経過したある日、新人ナースのうかつな一言から、彼女は自分の状態を知ってしまいます」

「あと半年の命……その事実に、少女の心は耐たえられませんでした。恐きよう怖ふで頭がおかしくなりそうでした。自我を保つ為には、恐怖を他の感情で塗ぬり潰つぶすしかありませんでした」

「それは怒りでした。医師やナース、他の患かん者じや、目に入る人間全てに八つ当たりし、罵ば声せいを浴びせ、ひどい時には物を投げつけたりもしました。そして、母親もその対象から外れる事はありませんでした」

「病状を隠していた事を詫わびる母親に向かって出てきたセリフは、『お母さんなんか死んじゃえ！』でした」

「そしてその日の夜──母親は本当に死んでしまいました」

　な……に？

「娘に言われた言葉があまりにショックで、呆ぼう然ぜんとしながら道を歩いていた彼女は、赤信号に気付かず車道に出てしまい──」

「母親は、救急車が到とう着ちやくする前に息を引き取りました。最後の言葉は『伊緒乃……ごめんね』だったそうです」

「目もく撃げき者しやから、事故の経けい緯いを聞いた伊緒乃はもう死のうと思いました。自分のせいで母親が死んでしまったという罪の意識に耐えられなかったのです。残り半年、絶望に塗まみれてから死ぬより、今、楽になりたいと思いました」

「病院の屋上までやってきた少女は、高いフェンスを乗り越こえ、いざ飛び降りんと、最後の一歩を踏ふみ出そうとしました」

「しかし、少女の足はどうしても動きませんでした。彼女の胸に去来した思いはただ一つ」

「『死にたくない……死にたくないよお……』」

「その悲痛な言葉は、夜の闇やみに吞のみ込まれ、誰だれの耳にも届きませんでした……人間には」

　空さんはそこで、口の端はしを吊つり上げた。

「恋れん愛あいを司つかさどる神、アマノカミノソラウは事の一部始終を観測していました。その神にはある一つの強い欲よつ求きゆうがありました。それは『恋愛』という感情を理解したいというものです。その為、近々人間の世界に降りて、人の恋愛を間近で研究したいと思っていました」

「最初は、自分の体のままと思っていた神様でしたが、四葉紙伊緒乃の姿を見て、ある事を閃ひらめきました」

「どうせなら人間の中から観察した方が『恋愛』を強く感じられるだろう、と」

　背筋が……薄うすら寒くなった。

「この少女は今、自分で死のうとしていたし、どの道あと半年の命なんだから、乗っ取ってしまっても問題はありません」

　何が……何が神だよ……そんなの……悪あく魔ま以下じゃないか。

「神はそのまますぐに伊緒乃の前に降り立ち、自分が神である事やその目的を細大漏もらさず話しました。そして、自分が中に入っている間は、命を保証する事も」

「その上で、伊緒乃に選せん択たくを委ゆだねました。このまま人間として残り半年の生を全まつとうするか、神を受け入れて生きていくか、と」

　そんなのは……選択とは言わない。

「様々な葛かつ藤とうの末、伊緒乃は後者を選びました。そして神の奴ど隷れいとなって生き長らえる道を歩む事になりました」

「伊緒乃に乗り移った神は、人間の男で次々と実験を繰くり返しました。見た目は中学生である伊緒乃のままでしたが、その華か麗れいな容姿と神の卓たく越えつした演技が相まって、どんな男でもひっかかりました。そうして様々なシチュエーションでの疑ぎ似じ恋愛を繰り返しました。その過程で道徳的に外れた言動をする事も多々ありました」

「それを中から見ていた伊緒乃は、毎回やめてくれと懇こん願がんしましたが、神は全く聞き入れず、実験的な行動を続けました。でも、そこまでしても結局神が恋こいを理解する事はありませんでした」

「しかし、伊緒乃の体が中学三年生まで成長したある夏、神は素す晴ばらしい『素材』に巡めぐり合います」

　そこで、俺に視線を向ける。

「その男の子の名は甘草奏。そのバスツアーに乱入した神は、彼が自分に恋心を抱いだくように仕向け──って、その後の事は奏君が一番よく知ってるよね？……って事で、四葉紙伊緒乃ちゃん劇場はここでおしまいでーす」

「…………けるな」

「ん？」

「ふざけるなっ!!」

　自分でも驚おどろく程の大声が出た。

「神だからってここまで……ここまで人間を弄もてあそんでいいのかよ」

　初めてだった。ここまで怒りが湧わき上がってきたのは、人生で初めてだった。

「……出てけ……今すぐ四葉紙の体から出てけよっ！」

「あのね奏君、今の話聞いてたかな？　私が出たらその瞬間に、四葉紙ちゃん死んじゃうんだよ」

　分かってる……そんな事は分かってるけど……

　俺は、どうしようもない嫌けん悪お感かんを視線に乗せて、目の前の彼女にぶつけた。

「あんたは一体……何がしたいんだよっ！」

　このタイミングで四葉紙の境きよう遇ぐうを俺に伝えた意味は……何だ？

「恋が知りたい、ただそれだけだよ」

　平然と、言う。

「はい、それじゃあここで奏君に最後の選択をしてもらおうかな」

　その言葉と共に現れたのは──




【選べ】




　お馴な染じみのフレーズ。そして──

「ショコラと……四葉紙？」

　その二人の映像が、脳内に直接照射されているように浮かび上がってきた。

　①はショコラ　②は四葉紙

「なんだ……これ？」

　いつものとはちょっと感覚が違ちがうけど……選せん択たく肢しはもう消えたはずじゃなかったのか？

「ちょっと補足説明が必要かな」

　そいつは、楽しそうに笑った。

「このままじゃあ、あまりにもアレだから、奏君にチャンスをあげるよ」

「…………」

「特別に、ショコラちゃんへの気持ちを一回リセットした事にしてあげる」

「な……に」

「だからほら、愛いとしの選択肢ちゃんもこうして復活できたわけ。うん、めでたしめでたし。そして奏君にはこれから、改めてどっちを好きになるかを選んでもらいます」

　そんなの、今いま更さら選ぶまでもない。俺が好きなのはショコラだけだ。

「そうだよね。もう奏君の心は決まってるよね。そんなのは分かってるんだけど、よく考えてね。奏君が①、つまりショコラちゃんを選んだ場合は、今の状態が継けい続ぞくされます。ショコラちゃんは消しよう滅めつし、私は四葉紙ちゃんの体から出て、彼女は即そく死亡。後に残るのは、ショコラちゃんへの想おもいを抱かかえた奏君だけです」

「…………」

「一方で奏君が②を選んだ場合──ショコラちゃんは、あの人格のままこの世界に残してあげます。そして、私はこの体の中にいるのを継続します」

「!?」

　俺が①を選べばショコラと四葉紙は死んで……②を選べば……二人とも助かる？

「あ、ちなみに、前みたいに意地でもどっちも選ばないっていうのは、今回は禁止ね。奏君が選ばなかった場合、ショコラちゃんは消えて、四葉紙ちゃんは死にます」

　そうして、顔をぐい、と近づけてくる。

「奏君は優やさしいからね。自分の事はいくらでも耐えられるだろうけど、他人がひどい事になるのは我が慢まんできないよねえ」

「この……悪魔め」

「奏君、何か勘かん違ちがいしてないかなあ」

　そいつは、妖あやしく笑った。

「さっきも言ったけど、私はチャンスをあげてるんだよ。このままだったら自動的に①の状態になるだけだからね。感謝されこそすれ、そんな怖こわい顔される筋合いはないなあ」

「く……」

　考えろ……何か方法があるはずだ。

「無む駄だだよ。奏君にできるのは①と②、どちらかを選ぶ事だけ」

　ショコラと四葉紙、どっちも助かる方法を……考えろ。

「あ、今回は頭痛じゃなくて、カウントダウン制にしようかな。うだうだやっててもしょうがないから、あと十秒ね」

「そ、そんな無む茶ちやな……」

「きゅーう、はーち」

　く……どうする……このままじゃショコラも四葉紙も消える……だからといって……

「なーな、ろーく」

　今まで、俺は抗あらがってきた。人の気持ちを踏みにじるような選択肢は絶対に避さけるようにしてきた。本来の気持ちを曲げて人を好きになるなんてその最たる例だ。

「ごーお、よん」

　俺は……そんなものを認める訳にはいかない。でも、このままじゃ──

「俺は……俺はっ……」

「さーん……にーい」

　選ぶしか……ない……のか。

「いーち」

　く……そっ……

「俺は……に──」

『甘草さん、駄だ目めっ！』

　叫さけびが、聞こえた。

「四葉紙……か？」

　目の前の女の子は首を縦にふり、俺の目を見み据すえた。

『駄目です……この人の口車にのっては』

「へえ、いいのかな四葉紙ちゃん。そんな事言っちゃって」

　一いつ瞬しゆんにして表情が変わり、また空さんが現れる。

「奏君が①を選んだら君、死んじゃうんだ──」

『黙だまれっ!!』

　それまでに聞いた事のないような、四葉紙の怒ど声せい。

『そうやっていつも……いつも上から人間を嘲あざ笑わらって、あなたは最低な事を繰り返してきた……でも私は、自分の命が惜おしくてそれに本気で抵てい抗こうできなかった。もう……もうたくさんです。私はもうあなたのいいなりにはならない』

「ふーん。でも、具体的にはどうするのかな？　今ちょっと面おも白しろいから君が表に出るのを許してあげてるけどさ。私がその気になれば──」

『うるさい！　今甘草さんと話しているのは私だ！　さっさと引っ込めっ！』

　大気を震ふるわすような大だい音おん声じよう。それだけ、四葉紙の怒いかりは強かった。

「おお、よい子の四葉紙ちゃんがここまで逆らったのは初めてだね。仕方無いなあ。ちょっとだけ時間をあげようかな」

　それでも空さんは全く意に介かいした様子がなかったけど、四葉紙に意識を明け渡わたした。

「四葉紙……」

『……甘草さん。こんな事になってしまって本当にごめんなさい。謝ってどうにかなる問題でもないけど……本当にごめんなさい』

「いや、四葉紙のせいじゃないだろ……俺の方こそ信じてやれなくてごめん。四葉紙がそんな……そんな大変な状態だなんて、思いもしなかった……」

『いえ、私の事はどうでもいいんです。本来ならとっくに死んでいる身ですし……だから甘草さん、②を選んでは駄目です』

「……でも、①を選んだらショコラも四葉紙も──」

　この世界から、いなくなってしまう。

『では甘草さん、私の事が好きなんですか？』

「いや、それは…………ノーだ」

『だったら答えは一つです。甘草さんは好きでもない女の子に無む理り矢や理り好意を抱くようになり、ショコラさんはそれを傍そばで見ている……こんなの誰だれが幸せなんですか』

「…………」

『私は……甘草さんが好きです』

「四葉紙……」

『最低なのは分かってますが、この気持ちはどうする事もできません……短い間でしたが、あなたを傍で見ていて素す敵てきだなって……隣となりにいられたら幸せだろうって思ってしまいました……でも……でも……選択肢なんかで無理矢理好きになってもらうなら』

　四葉紙は一いつ旦たんそこで言葉を切ってから俺を見据え、力強く、告げる。




『死んだほうがましです』




　その瞳ひとみには、一点の曇くもりもなかった。

『ショコラさんだってそんなの望んでません。少しの間だけだったけど分かります。ショコラさんは……ショコラさんは本当に甘草さんが好きなんです。あなたと一いつ緒しよに過ごす事が幸せなんです。もしあなたが自分で遊王子さんや雪平さんや素直ちゃんを選んだなら、ショコラさんも納なつ得とくできたでしょう。でも、選択肢なんかで私を選んでしまったら……そんなの、救いがなさすぎます。お願いです甘草さん……選択肢なんかに負けないでっ！』

　俺は…………どうすればいい。

　これは……①を選んでショコラと四葉紙の気持ちを守るか、②を選び二人の体を守るかという事だ。

　もちろん俺はショコラが好きだ。もう何があってもそれは揺ゆらがない。

　でも、それを押し通せばショコラと四葉紙が……死ぬ。

　二度とショコラの笑え顔がおは見られないし……過か酷こくな人生を送ってきた四葉紙は、何も報むくわれる事なくここで果てる事になる。

　俺が……俺が二人を殺す。

「──きない」

『甘草さん？』

「四葉紙、ごめん……俺にはできない」

『だ、駄目です甘草さんっ！』

「生きていれば……二人とも生きていれば何か方法があるかもしれない。でも……死んじゃったら全部おしまいだ」

『甘草さん、よく考えてくださいっ！　好きでもない女の子を──』

「ごめん……四葉紙の気持ちも完全に無視する形になって……でも俺は、二人に死んでほしくないんだ」

　いや、違う。正当化するな。俺は逃にげただけだ。

　自分の選せん択たくで人が死ぬなんて……耐たえられない。

『お願いです甘草さん考えなお──』

「俺の最後の選択は……②だ」

『そんな……甘草さん』

　四葉紙は、その場にがっくりと膝ひざを突ついた。

「…………ごめん」

　俺には……こうする事しかできなかった。

　俺はこれから、選せん択たく肢しの力によって、四葉紙に好意を抱いだく事になる。

　というか、既すでに四葉紙に相対しているだけで、心臓がもの凄すごい勢いで鼓こ動どうしている…………最低だ。

『こんなの……こんなの違ちがうよ』

　そうだ……こんな結末、誰も望んでいない。でも……他ほかにどうすればよかったんだよ。

『甘草さん……こんな形で好きになってもらっても私、全然うれしくな──』




「ありがとう」




「……え？」

　彼女の顔が、歪ゆがむ。

「四葉……紙？」

「はいはい、四葉紙伊緒乃だよー」

　そして彼女はあっけらかんとした口調で立ち上がる。

　違う……これは四葉紙じゃない。

「空さん……もういいでしょう。あなたの思い通りになったんだから、ふざけるのはやめてください」

「そうだね、私の思い通りになったね」

　もう、怒りすら湧わいてこなかった。体を虚きよ脱だつ感かんが支配していく。

「俺は四葉紙を好きになり、あなたはそれを中から観察する事で恋れん愛あいを理解する事ができる……満足ですか？」

「あははははっ！」

　そいつは、いきなり大声で笑い出した。

「な、何がおかしいんですか？」

「いやね、奏君がとんでもない勘違いをしてるからさ」

「……勘違い？」

「そうそう。教えてあげるね」

　なんだ？……一体……何を言おうとしている？

「実は四葉紙伊緒乃なんて人間は存在しません」

　…………………………………………………………………………………………………は？

「聞こえなかったかな？　もう一度言うね。四葉紙伊緒乃なんていう女の子は、地球上のどこにもいないんだよ」

　なにを…………言ってる？

「う、噓うそだ……」

「噓じゃないよ」

「そんな訳ない……あれは絶対に演技なんかじゃないっ！」

　四葉紙伊緒乃という女の子はたしかに存在した。

　気弱で友達想おもいで、自分の事より他人を第一に考える心優やさしい女の子。




『死んだほうがましです』




　あの言葉は……あの魂たましいのこもった言葉は、決して他人が語れるもんじゃない。

「うん、演技じゃないってのは間ま違ちがいないよ」

「だったら……だったら四葉紙は一体何なんだよ！」

「四葉紙伊緒乃は、私が演じていたんじゃなくて、ほんとに自分がそういう境きよう遇ぐうの人間だって信じ込んでいた、疑ぎ似じ人格なんだよ」

「疑似……人格？」

「そうそう。私、演技力には自信があるけど流石さすがに最初からガチガチに疑ってる奏君の前だと、何を演じても通用しないよね。だから、作っちゃったんだ」

　つくっ……た？

「まあショコラちゃん達、神の僕しもべと同じ感じだね。私が作った四葉紙伊緒乃という人格を、私の体にインストールしたわけ。ただし、本人はそれを認にん識しきできないようにちょっと記き憶おくをいじらせてもらったけどね」

　周囲の景色が……音を立てて崩くずれていくように感じられた。

「だから四葉紙伊緒乃という人格は、本気で自分が病気で死にかけた人間だと思ってたし、本気で神に体を乗っ取られたと思ってたし、本気で私の企たくらみをなんとかしようと思ってたわけだね」

　そこでまた、笑う。

「かわいそうに」

「……ざけるな」

「ん？」

「ふざけるなっ！」

　湧き上がる……心の底からの怒いかり。

「四葉紙っ！　どこいったんだ！　出てきてくれっ！」

「呼んでも無む駄だだよ。もう消しちゃったからね」

「……消した？」

「そう、アンインストールしたの。だから四葉紙伊緒乃はもうどこにも存在しないよ」

「噓だ……そんなのは噓だっ！　四葉紙……返事してくれよっ！」

　しかし……反応は、無い。あるのは、気持ちの悪い笑顔だけ。

「こ、この……人殺しっ！」

「そんな言われ方は心外だなあ……私が作ったモノを消しただけなのに」

　脳内で、何かが弾はじけた。

「このっ……」

　自制が利きかず、その襟えり首くびを摑つかみあげる。

　これはもう……女じゃない。俺は本能のままに拳こぶしを振ふり上げ──

「奏君、それはちょっとないんじゃない？」

「ぐ……ああっ！」

　その手を摑まれ、捻ひねり上げられる。

「女の子に暴力振るうなんて最低だよ」

「く……」

　なんて……力だ。

「大だい丈じよう夫ぶ。あの人格は使い道ありそうだしね。記憶をまっさらにして、どっかの世界で再利用するから無駄にはならないよ」

　ぐ……くそ……くそっ！

　四葉紙もショコラも、こいつの気まぐれで作り出されて……あっさり消された。

　なんで……なんでそんなひどい事ができるんだよ……

　憎にくい……目の前で微笑ほほえむ少女が、憎い。

　今まで生きてきた中で、こんなにも憎ぞう悪おという感情を抱いた事はない。

　憎い……憎い……にく──

「……っ!?」

　自分の抱いた感情に、戦せん慄りつする。

　俺は……俺は今、何を考えていた？

「あれ？　どうしたのかな、奏君」

　そいつは、俺の心中を見み透すかしたように言葉を絞しぼり出す。

　馬ば鹿かな……今、俺は……

「ひょっとして、私の顔見て、ドキドキしたんじゃない？」

「ま、まさかっ……」

「そう、そのまさかだよ」

　俺はさっき、脳内に現れた映像をもとに②を選んだ。あの映像はたしかに四葉紙のものだった。でも今……この体の中に四葉紙伊緒乃はいない。

　そうなれば当然俺が好きになるのは──

「い……嫌いやだっ！」

「嫌がっても無駄なのはよく知ってるでしょ？　絶対選択肢なんだから」

　その言葉を裏付けるように、俺の心臓は激しく鼓動していた。

　ふ、ふざけるな！　なんで……なんでこんな奴やつをっ！

「そう。ほっとくだけでどんどん……どんどん私の事を好きになるよ」

「そ、そんな事は絶対に……」

　無い、と言う事ができなかった。

　目の前の少女を抱だきしめたい、という衝しよう動どうに抗あらがうだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　なんだよ……なんでこんな事になってるんだよ！

「これだよ奏君……これこそが私の求めていたものだよ」

　そいつは、恍こう惚こつとした表情を浮うかべた。

「私が認めた奏君に……極限まで憎まれながら好きになってもらう。この、相反し、屈くつ折せつし、歪わい曲きよくし、ぐちゃぐちゃに混ざり合った感情を受ける事で私はついに……ついに『恋こい』という感情を理解できるんだよ」

　歪んでいた……その顔も、心も。

「文句はないよねえ……君が自分で選んで私の事を好きになったんだから」

「違う！　俺が好きなのはショコ──っ!?」

　勝手に口が固まり、それ以上続ける事ができなかった。

「無神経だなあ奏君は。好きな子の前で違う女の話をするのはルール違い反はんだよ」

「違う……お前なんか好きじゃ……好きじゃ……」

　ない、の一言がどうしても出てこない。

　心と体が……支配されていく。

「君が好きなのは、誰だれ？」

「ショ……コ……」

　どうしても……どうしても言えない。

「誰？」

　自分の意志とは裏腹に、勝手に口が動く。

「ぞ……だ……ざ……ん」

「よく聞こえないなあ。もう一回はっきりと言ってくれるかな」

「ぞ…ら……」

　言う……もんか。

「はい駄だ目め駄目。もう一回だね」

　やめろ……

「ぞら……さん」

「惜おしいねー。ほら、もうちょっとだよ。頑がん張ばって」

　やめろ……やめろっ！

「空さん……です」

「遊王子謳おう歌かより、雪平ふらのより、爽星素直より、ショコラより好きなのは、誰？」

　もう……やめてくれ。

「……天上……空さん……です」

「だよねえ」

　そいつは心の底から満足そうに頷うなずいてから、両手で自らの肩かたを抱いて身を震ふるわせた。

「感じる……感じるよ奏君。これが……恋なんだね」

　違ちがう……こんなのは……断じて恋じゃない。

「あ、みてみて奏君、雪だよ」

　そいつは窓の外をみて、嬉うれしそうな声をあげた。

「私達の恋を祝福してくれてるみたいだね……でも、私達アツアツだから溶とけちゃうかも」

　ふざ……けるな。

　そして、にっこりと笑う。

「じゃあ……キスしよ」

「──っ！」

「そんなに嬉しそうな顔してくれると、私も嬉しいなあ」

　い……やだ。

「懐なつかしいなあ。三年前のあの夏も、こうしてキスしたよね」

　絶対に……嫌だ。

「初恋のお姉さんと両想いになれるなんて、贅ぜい沢たく者ものだね」

　うるさい……俺が……俺が好きなのは──

「ショ……」

　駄目だ……言えない。

「ひょっとしてまだショコラちゃんが恋しい？」

　当たり……前だ。

「でも大丈夫。忘れちゃうから」

　なん…………だって？

「だってね。ショコラちゃんの事覚えてたら、私の事、心から好きになれないもんね。だから、奏君とショコラちゃんの記憶から、お互たがいの事を完全に消してあげるからね」

「な、なんだそれっ……約束が違うだろっ！」

「違わないよ。選せん択たく肢しで決まったのは、奏君がこの顔の女の子を好きになるって事だけ。私が約束したのはショコラちゃんの人格を残すって事だけ。ショコラちゃんはショコラちゃんのまま、奏君との記き憶おくだけ抜ぬけ落ちて、この世界で元気に暮らしていくんだよ」

「そんな……そんな馬鹿な事がっ……」

「できるよ、神だから」

　そいつは、不敵に笑った。

「あ、ちなみに他の人の記憶も修正しとくから。ショコラなんて子は存在しなかった。四葉紙伊緒乃なんて子は存在しなかった。奏君は遊王子謳歌と雪平ふらのと爽星素直をふって、初恋の人である天上空を選んだ。そういう事にするから」

「お前……いい加減に──っ!?」

　柔やわらかい感かん触しよくが、唇くちびるを襲おそう。

「ん……んっ……」

　熱い……唾だ液えきを介かいして、相手の全すべてが自分の中に流れ込んでくるようだった。

　そして、相手と自分が混ざり合い、一つになるような感覚。

　脳が……脳が溶ける。

　憎いのに……こんなに憎いのに……でもその気持ちすら段々と薄うすれていく。

　好きという感情が……満ちていく。

　負けるか……負けるかっ！　俺が好きなのは天上空じゃない……ショコラだ。

　俺は必死にショコラの笑え顔がおを思い浮かべようとした。

　…………え？

　ま、待てよ……そんな事あるわけないだろ。

　もう一度試みる。

　…………結果は同じだった。

　顔が……ショコラの顔が思い出せない。

　そんな……そんな馬鹿なっ！

　いつも着ているチョコレート色の衣い装しようは浮かんでくる。

　でも……首から上がどうしてもイメージできない。

　噓うそだ……噓だろ！

　本当に……本当に忘れるっていうのか？

　床ゆかで倒たおれているその姿を確かく認にんしようにも、ものすごい力で押さえつけられていて、キスの体勢を崩くずす事ができない。

　ショコラ……ショコラ！

　俺は、胸の中でその名前を叫さけぶ。

　五月のあの日……いきなり空から落ちてきた。

　変な奴だと思って、お菓か子しをエサに追い払はらった。

　そうしたはずなのに勝手に家にあがりこんでいた。

　なぜか、一いつ緒しよに暮らすようになった。

　俺をサポートするっていってたけど、全然役に立たなかった。

　急に学校に転校してきた。

　一緒に対たい抗こう戦に出た。

　いきなり性格が変わってびっくりした。

　一緒にプールにも行った。

　俺の事を、男として好きになってくれた。

　一緒に夏祭りに行った。

　バスツアーにも行った。

　体育祭の時はいきなり倒れて、心配した。

　俺のトラウマを払ふつ拭しよくしてくれた。

　一緒に文化祭の劇に出た。

　俺がウジウジしていた時に、活を入れてくれた。

　いつも、俺の作った食事をおいしそうに食べていた。

　いつも、ぐうたらしてばかりだった。

　いつも、俺の隣となりにいた。

　いつも、俺の傍そばでにこにこしていた。

　いつも……いつも。

　でも……でもその顔が思い出せない。

　俺は……その笑顔を見ているのが大好きだったはずなのに。

　なんでだよ……なんでだよ！

　そうしている間にも、頭の中のショコラがますます輪りん郭かくを失っていった。

　ショコラ！　ショコラ！　ショコラ！

　俺は忘れない。絶対にお前と過ごした思い出を忘れない。

　俺は──お前が好きなんだから。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　これからだろ。やっとお前の想いを受け入れて……俺達はこれからだろ。

　これから二人で色んな楽しい経験をしていくんだろ。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　お前のさ、喜んだ顔がもっと見たいんだよ。

　ぽんこつでもぐうたらでもいいからさ……俺の傍にいてくれよ。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　俺はさ、それだけで──

　…………あれ？

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　そこでふとした疑問が頭をよぎる。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　何か……変だな。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　俺、なんでキスの最中に他の女の子の事、考えてるんだ？

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　そんなの、空さんに失礼だよな。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　…………あれ？

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　そこでまた、違う疑問が頭をよぎる。

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　俺、さっきからこの単語ばっかり繰くり返してるけど……

　ショコラ……ショコラ……ショコラ。

　ショコラって……なんだっけ？







　そっか……そういう事だったんだ。

　私はあの神様の操あやつり人形だと思ってたけど、実際は人形どころか……実体すらない存在だったんだ。

　病院のベッドで鬱うつ々うつとした日々を過ごしていたのも、お母さんとの楽しかった思い出も、あの日死のうとした絶望感も……全部植え付けられた偽にせ物ものの記憶。

　全ては、私がそんな事があったと思い込んでただけ。

　そう……だったんだ。

　あ、でもあれだけはよかったかな。

　私が『お母さんなんか死んじゃえ！』って言った時のお母さんの顔。

　何度も……何度も夢に出てきたあの表情……あれが、本当に起こった事じゃないのならそれだけは……救いだ。

『ふざけるなっ！』

　そこへ、外からの声が聞こえてきた。

『四葉紙っ！　どこいったんだ！　出てきてくれっ！』

　ああ……私はやっぱり……甘草さんが好きだ。

　こんな……こんな私の為ために、心の底から怒おこってくれている。

『呼んでも無む駄だだよ。もう消しちゃったからね』

　まだ消えてはいないけど……意識が段々と遠のいてきた。

　甘草さんは……これからどうなっちゃうのかな？　できる事なら、ショコラさんと幸せになってほしいけど……あの人がそうはさせないだろう。

　でも不思議と彼女に対する怒いかりは湧わいてこなかった。

　こんなにも素す敵てきな感情を……恋こいという想いを、歪ゆがんだ形でしか享きよう受じゆできない神様が、ただただ憐あわれだった。

　ああ……なんか、眠ねむくなってきたな。

　消えゆく意識の中、浮うかんできたのは素直ちゃんの顔だった。

　楽しかった……短い間だったけど、素直ちゃんと過ごした日々は本当に楽しかった。

　もっと……一緒にいたかったな。

　そしてごめんね……甘草さんを好きになっちゃって。

　さよなら素直ちゃん……さよなら甘草さん。

　短い人生だったけど……いや、私は人ですらなかったけど、あなた達に出会えて本当によかった。

　私は……四葉紙伊緒乃は本当に幸せだっ──

　なんて言えないよっ！

　嫌いやだ……嫌だよっ！

　このまま消えちゃうなんて絶対に嫌！

　もっとお洒落しやれしたいし、おいしいもの食べたいし、素直ちゃんと遊びにいきたいし、新しい恋だってしてみたい！

　でも……限界は間近に迫せまっていた。

　やだ！　消えたくない！　死にたくない！

　こんな所で終わりたくない！
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　あ……だ、駄だ目めだ……もう……

　助けて！　助けてよお……

　お願いだから誰だれかたすけ──




　　　　４




「……ん？」

　意識が、覚かく醒せいする。

　なんだろう……なんだかとても長い夢を見ていたような気がする。

　それも何か、とてつもない悪夢だったような──

「奏君、気がついた？」

「あ、空さん」

　その優やさしい笑顔が目に飛び込んできて、不安が全すべて吹ふき飛んだ。

　天上空さん。俺の初恋の人であり、現恋人だ。

　三年前、家族旅行のバスツアーで空さんと出会った中学生の俺は、彼女に恋をした。空さんも俺に悪くない印象を抱いだいてくれていたと思う。

　でも俺達が一緒にいられたのは二泊はく三日の旅行中だけ。その時は後ろ髪がみ引かれる思いのまま帰ってくる事しかできなかった。

　そして俺は……原因不明の記き憶おく喪そう失しつで、空さんの事を忘れてしまっていた。

　でも、心のどこかではずっと空さんの事が引っかかっていたんだろう……彼女が転校生として教室に入ってきた瞬しゆん間かん、俺の止まっていた時間が動き出した。

　空さんは……三年の間、自分の事を忘れていたこんな俺を、受け入れてくれた。

　そして今日の大おお晦日みそかを二人で一緒に過ごす事ができている。

　でも俺……そんな大事な日になんで寝ねてたんだろう？

「俺、ひょっとして結構眠ってました？」

　俺のその問いに、空さんはほっぺを膨ふくらませた。

「そうだよー。奏君、私とキスした後すぐに眠っちゃって全然起きなかったんだよ。まったくもー」

「す、すみません」

　キス直後に……それは男としてあまりに情けなさすぎる。

「ふふ、噓うそだよ」

　一転、柔やわらかい笑えみを浮かべる。

　俺はやっぱり……この人が好きだ。

　ふらのや謳歌、爽星……好意を向けてくれた女の子達の想おもいを振ふり切って、空さんと一いつ緒しよにいる事を選んだんだ。

　もっと空さんを大事にしなきゃ、あいつらにも顔向けができない。

　二人っきりのこの状じよう況きようで居眠りするなんてありえな──

「奏君？」

　……………………ちょっと待て。

　今俺、空さんと二人っきりなんだよな……両親が不在のこの状況で。

「おーい、奏君？」

　空さんが俺の目の前で手をぶんぶんと振っていた。

「あ、ああ、すみません、ちょっと考え事してました」

　空さんはそこで、ちょっと意地の悪い感じで笑った。

「もしかして奏君、エッチな事考えてた？」

「そ、そんな事はっ……」

「あはは。奏君、顔真っ赤だよ」

「うっ……」

　何も言い返せない。空さんは俺の頭にぽん、と手を置いた。

「私は奏君のそういう純じゆん粋すいな所が好きなんだけどね」

「ううっ……」

　ストレートに言われて、余計に赤面してしまう俺。

「奏君がしたいなら……エッチな事もオッケーだよ」

「い、いや、それはまだ早いですって！」

「あはは、冗じよう談だんだって。奏君からかってると面おも白しろいなー」

「やめてくださいよ……」

　子供扱あつかいされて、ちょっとむくれる俺。

「まあでも、大事にしてくれるのはほんとに嬉うれしいよ。さすがに結けつ婚こんするまでは──なんて古くさい事言う気はないけどね」

　結婚……か。そんなの想像した事もなかったけど、本気でつきあった先に行き着くのは……そこだよな。

「奏君。私ね、ウエディングドレス着るのが夢なんだー」

　ドレス……ドレスか。空さんのその姿を想像してみる。

　似合う……絶対似合うに違ちがいない。

「いつか……着させてくれる？」

「え？」

「将来……奏君のお嫁よめさんにしてくれる？」

「あ、いや、それは……その……」

　急なその問いに、しどろもどろになってしまったが、それには軽々しく答えてはいけない気がする。

　空さんは、そんな俺に腹を立てるでもなく、優しい笑みを向けてくれていた。

　その時、急に玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「ん？　こんな時間に……誰だ？」

　首をかしげながら席を立とうとした俺を、空さんが引き止める。

「あ、奏君待って。多分私のお客さんだと思うから」

　空さんに客？

「ごめんね奏君。君のおうちなのに勝手に人を呼んじゃって。ちょっと急な用件なんだ」

「あ、いえ、それは構いませんけど……」

　俺は、玄関に向かう空さんの後を追った。

「はいはーい」

　玄関口に着いた空さんは、軽快にドアを開ける。

「こんばんはっ」

　そこに立っていたのは金きん髪ぱつの綺き麗れいな女の子だった。

　チョコレートカラーの、フリフリの衣い装しようを身につけている。なんだか、フィクションの中から飛び出してきたお姫ひめ様さまみたいだな。

「空さん、きちゃいましたっ」

　女の子は空さんに満面の笑みで語りかけた後、その後ろへ視線を移した。

　そして、俺と目が合う。

「「…………」」

　俺とその女の子は、空さんに向かってほぼ同時に口を開いた。

「この女の子、誰ですか？」「こちら、どなたさまですか？」

　空さんがこんな状況で呼ぶ相手だから、共通の知り合いかと思ったけど、全く見覚えがない。こんな目立つビジュアルの子、一回見たら忘れる訳ないし。

「そうだよね。二人は初対面だもんね。こちらは私の彼氏の甘草奏君。そして、私の大親友のシエンヌちゃん」

「こんばんは」

「こんばんは、はじめましてですっ」

　シエンヌというらしいその女の子は、元気にぺこり、と頭を下げる。

「しらない住所だとおもっていましたが、かれしさんのおうちでしたか。きゅうにおしかけてしまってすみません」

　ぺこり、と頭を下げるシエンヌさん。

「あ、いや、それはいいんだけど……」

「それにしても素す敵てきです。いけめんさんですっ」

「い、いや、そんな事は無いと思うけど……」

「おふたりともおにあいですっ。らぶらぶオーラぜんかいです」

「そんな事言われると照れちゃうなあ」

　満まん更ざらでもなさそうな空さん。

「まあラブラブなのは間ま違ちがいないんだけどね」

　そして急に体を密着させてくる。

「ちょ、ちょっと空さんっ！」

「だって心配なんだもの。男の子ってさあ、シエンヌちゃんみたいな女の子、好きなんじゃないの？」

　空さんは、俺とシエンヌさんを見比べて、軽く口を尖とがらせた。

「何言ってるんですか……俺は空さん一筋に決まってるじゃないですか」

　三年越ごしに叶かなった初恋なんだ。何があったって手放すはずがない。

「ほんとに？　浮うわ気きしない？」

「好きになった人を裏切るなんて真似まね、俺がすると思いますか？」

「だよね。奏君、そういうとこ、すごい真ま面じ目めだもんね」

　空さんは安心したように笑みを浮うかべた。

「奏君に限って、好きになった人をほっとくなんて……ありえないよね」

「当たり前じゃないですか」

　俺は、そう答えながら、空さんの表情にひっかかりをおぼえていた。見み間ま違ちがいじゃなければ、今、笑い方がなんか変だったような気が──

「まあそもそも奏君とシエンヌちゃんが会うのは、これが最初で最後だけどね」

　俺のその微かすかな違い和わ感かんは、空さんのセリフで遮さえぎられる。

「え？　そうなんですか？」

「そうなの。シエンヌちゃん、急に遠い場所に行く事が決まってね」

　遠い場所？　なんかニュアンス的に国内じゃなさそうだけど……まあ外国だとしてもシエンヌさん自身が外国人なんだから、別段不思議な事じゃないけど。

「そうなんです。ざんねんですけど、急にきまってしまいまして……もうここへはかえってくる事ができません。ですから空さんにお別れをいいにきましたっ」

「シエンヌちゃんには大事な使命があるんだよね」

「そうです。こまっている方たちのおてつだいをするんですっ」

　そう言ってシエンヌさんは両手でガッツポーズを作る。

「それって……ボランティアって事？」

「まあ似たようなかんじかもしれません。がんばりますっ」

　嬉しそうに返事をするシエンヌさん。なんか……犬みたいな子だな。

「あの、もし奏君がよければだけど、少しあがってもらってもいいかな？」

　そこで遠えん慮りよがちに聞いてくる空さん。二人っきりの所に勝手に人を呼んでしまった負い目があるんだろう。

「あ、全然問題ないです。ここで立ち話もなんですし。シエンヌさん、どうぞあがってよ」

　しかし、シエンヌさんは残念そうに首を振った。

「ありがとうございます……わたしも空さんともっともっとお話ししたいんですけど……もういかなくてはいけないんです」

　そこまで急な話なのか……

「そっか……色々と大変かもしれないけど、頑がん張ばってね。私も応おう援えんしてるから」

「ありがとーございますっ！」

　そこで、空さんとシエンヌさんはしっかりとしたハグをかわした。

「シエンヌちゃん……さよなら」

「さよならですっ」

　空さんと離はなれたシエンヌさんは、俺の方へも目を向けた。

「甘草さんもさよならですっ」

「あ、ああ、さよなら」

「空さんの事、しあわせにしてあげてくださいね」

「うん、それは約束するよ」

「それをきいてあんしんしました」

　満面の笑えみを浮かべたシエンヌさんは、俺達に背を向けて歩き出した。

「……あの歳としでボランティアで世界を飛び回るなんて、大変そうですね──って空さん？」

　俺の隣となり、空さんの目には光るものが。

「ど、どうしたんですか？」

「ごめんね。あのシエンヌちゃんとは付き合いが長かったから寂さびしくて……人と人の別れって悲しいね」

「……そうですね」

「……ねえ、奏君」

「なんですか？」

「私達はずっと二人一いつ緒しよだよ」

「な、何恥はずかしい事言ってるんですか」

「ふふ……」

　空さんは薄うすく笑いながら、目め尻じりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐった。

　そして、俺達はシエンヌさんの後ろ姿が完全に見えなくなるまで見送っていた。




「あれ？」

「奏君、どうしたの？」

　リビングに戻もどった俺は、何気なくゴミ箱をのぞいて、あるものを発見した。

「なんだ……これ？」

　それは、歪いびつな形のチョコレートだった。

　かろうじて人の顔らしいという事は分かったけど……これは完全に失敗作だろ。

「空さんこのチョコ、なんだか分かります？」

「どれどれ？　あ、なにこれ。形がグチャグチャだね」

「そうなんですよ……俺も覚えがないし……空さんでもないなら、一体誰だれだろう？」

「え？　なにそれ、ちょっと気持ち悪いね……」

　そう。出所が不明な謎なぞのチョコレートなんてたしかに気持ちが悪い。

　気持ちが悪いんだけど……

「奏君？」

　何でそんな行動をとったのか、自分でも分からない。

　でも俺は……

「え？　食べるの？　やめた方がいいんじゃない」

　空さんの制止を振り切ってそのチョコレートを口にした。

　……口にしなければいけない気がした。

「…………」

　そして、その味が口に拡ひろがった瞬しゆん間かん──

「え？……あれ？」

　急に、涙が溢あふれてきた。

「ど、どうしたんだ、俺？」

　止まらない。

　原因不明の涙が……止まらなかった。

「か、奏君大丈夫？　何か変なものでも入ってた？」

「い、いや、そういうんじゃないんで大だい丈じよう夫ぶです……でも、自分でも何でこんなに涙が出てくるのか分からなくて……」

　そのチョコレートはとんでもなく甘かった。俺もどちらかというと甘党の方だけど、それでもこれはとても食べられたもんじゃなかった。

　でも──

「う……く……」

　とても優やさしい味がした。

「う……うう……」

　作った人間の想おもいが込められた……幸せの味がした。

「う……ああ……」

　そして、直感的に理解した。その想いが向けられている相手は俺だって。

　誰だ？……一体誰が俺にこれを？

　謳歌やふらの、爽星がこのタイミングで、というのは考え辛づらい。

　空さんじゃないと本人が言っている……ほんとに誰だ？

　答えは出なかったけど、最初に感じた気持ち悪さは消え去っていた。

　これに……こんな優しい気持ちを込められる人に、悪意なんてあるはずがない。

「ありがとう……」

　俺は、ここにいないその誰かに向かっての言葉を口にしながら、チョコレートを嚙かみしめていった。







「なんでですか……」

　しんしんと雪がふりしきる中、一人の少女が歩みを止め、天を仰あおいだ。

「なんでこんなに……涙がとまらないんでしょう」
















　幕間　ある記憶喪失の話２
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　びたん！

　空から落ちてきたその美少女は、勢いよく地面に叩たたきつけられた。

「ちょっ……」

　いきなりな事に絶句するあたしを、更さらなる驚おどろきが襲おそった。

　落ちてきたその子は、ブリッジをしていた。

　いや、何言ってんのか分かんないかもしんないけど、実際してんだからしょうがない。

　なんなのよ、これ……あまりにシュールな光景に、フリーズ状態になるあたし。

　そのまま十数秒が経過して……そのブリッジがいきなり、ごしゃり、と崩くずれ落ちた。

　それがきっかけで、はっ、と我に返る。

「ちょっとあんた、大丈夫なの！」

　慌あわてて寄ってって、その身を揺ゆさぶる。

「ん……ふみゅ？」

　ふう……とりあえず命に別状はないみたいね。

「平気？　頭打ったりしてない？　どっか痛い場所ない？」

「はい、へーきです。ちょっとお昼ひる寝ねしてたら、うっかりおっこちちゃったみたいです」

　そして、遥はるか頭上を指差す。その先は三階建ての屋上……いやうっかりってあんた……

　あたしは呆あきれながらその子をまじまじと見つめた。

　さらさらの金きん髪ぱつに愛くるしい顔立ち。おまけに胸はデカいし、チョコレートカラーのメルヘンチックな衣い装しようもばっちり似合っている。女のあたしからみても、冗じよう談だんみたいにかわいらしい子だった。

　こんな男の妄もう想そうを具現化したような子、アニメとかゲームでしか見た事な──

　そこで生まれる、違い和わ感かん。

　違ちがう……あたしは見た事あるような気がする。

　この子を……そしてこの子が空から落ちてくるっていうシチュエーションを……どこかで見た事あるような気がする。

「どーしました？　わたしの顔になにかついてますか？」

　不思議そうに首を傾かしげるその子に、問いかける。

「……ねえあんた、名前は？」

「あ、はい。わたしの名前はシエンヌですっ」

　シエンヌ……シエンヌ……聞き覚えは無いわね。

「あたしとあんたって……会った事ある？」

「？　いえ、はじめてだと思いますよ」

「あ、そう……」

　噓うそをついてるような感じは全くない。気のせい……だったの？

「いきなり変な事聞いて悪かったわね。あたしも名乗るのが礼れい儀ぎだと思うんだけど、ちょっと無理なのよね」

「どうしてですか？」

「あたしさ……記き憶おく喪そう失しつみたいなの」

「ええっ、たいへんじゃないですか」

　そうよね……改めて考えると外国で記憶喪失とか、相当ヤバいわよね……どうしよう。

「わかりました。わたしにおまかせくださいっ」

　シエンヌと名乗ったその少女は、どん、と自分の胸を叩いた。

「わたしはいま、こまっている方たちのおてつだいをしてるんです」

　お手伝い？　ボランティア活動って事かしら？

「あなた、日本のかたですよね」

「まあ……多分ね」

　思考回路も日本語だし、他ほかの言語も全然浮うかんでこないし……

「わたし、ついこの間までにほんにいたんです」

「そうなの？」

　だからこんなに日本語ペラペラなのね。

「あ、そーだ。もしよかったら、あなたのしゃしんをとらせてもらって、信しん頼らいできるにほんの方にしらべてもらいましょうか？」

「え……いいの？」

　手がかりが全く無い今のあたしからすれば、渡わたりに船だった。

「はい、空そらさんならきっとなんとかしてくれます」

「……空？」

　その名前……なんだか聞き覚えがあるような……

　記き憶おくを辿たどるあたしに向けて、シエンヌは屈くつ託たくの無い笑え顔がおをみせた。

「はい、わたしのいちばんたいせつなお友達なんですっ」







　第三章　シレネ
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　　　　１




「うー、寒っ」

　年が明けて、元日。

　俺は近所の神社に初はつ詣もうでに来ていた。

「しかし、すごい人だな……」

　人が多いのは予想していたけど、それを遥かに超こえる人口密度だった。

「あ、奏かなでくーん」

　そこで後ろから声がかけられ、振ふり向いた俺は──

「…………」

「ん、どうしたの？」

　空そらさんの姿に見とれてしまっていた。

「着物……似合いますね」

　艶あでやかな柄がらに、名前の通りの空色の髪かみがよく映はえている。

「そうかな、ふふ、ありがと」

　……駄だ目めだ。もう好きだっていう気持ちが溢あふれ出て止まらない。

「ほほう……」

「な、なんですか……」

「奏君、私が好きで好きでたまらないって顔してるよ」

「う……」

「うわ……適当に言ったのに、ほんとにそんな恥はずかしい事考えてたんだ」

「い、いけないですか」

　……こうなったらもう開き直って認めるしかない。

「ううん、嬉うれしいよ」

　少しは照れるかと思ったら、あっけらかんとした調子で喜ぶ空さん。くそ……俺だけ照れててなんか負けた気になるな。

　仕切り直しの意味で、ちょっと話題を変えよう。

「そ、それにしても冷えますね」

　俺のそのセリフに、空さんは何か芝しば居いがかった感じで返してくる。

「ほうほう、そういう手でくるかね」

「なんの事です？」

「またまたー。そんな遠回しにしないで、くっつきたいんなら素す直なおにそう言えばいいのに」

「なっ……い、いや、そんなつもりで言ったんじゃないですよ！」

「あはは、分かってるって。ふふ、ちょっとからかったくらいでそんなに慌てちゃって、まったく、奏君はかわいいなあ」

「う……」

　空さんはお姉さんぶって言ってくる。いや、ほんとに一つお姉さんなんだけれども。

「はい、くっついていいよ」

　両手を広げて、おいでおいでみたいなポーズをみせる空さん。

　だが、俺にも男としてのプライドがある。

「べ、別にいいです」

「あらら、それじゃーしょうがないね」

　空さんは俺に背を向け、そのまますたすたと歩いていく。

「あ、いや、ちょっと……」

「ん、どーしたの？」

　空さんは足を止めて、振り返る。

「いや、ちょっと抵てい抗こうしてみましたけど、別にくっつきたくないわけじゃ……」

　語ご尾びをもごもごさせる俺に、空さんは意地悪な笑みを浮かべてみせた。

「よく聞こえないなあ……ちゃんとお姉さんに教えて？」

　お、おのれ……俺は、顔を真っ赤にしながら、なんとか言葉を絞しぼり出した。

「く……くっつきたいです」

「よろしい」

　空さんは笑みを浮かべて俺を受け入れる。

　……駄目だ、やっぱり一いつ緒しよにいると空さんのペースに乗せられてしまう。

　でもそれは、全然嫌いやじゃなかった。

　いつも俺をからかって楽しんでいる、気まぐれな猫ねこみたいなこの人が、好きだ。

「えへへ、実は私も奏君とくっつきたかったんだ」

　ぴたっと体を寄せてくる。

　……かわいい。

　この瞬しゆん間かんの幸せを嚙かみしめる。

　思えばこの半年、色んな事があっ──

　………………あれ？

　そこでふと、疑問が頭をよぎる……なんで今俺、半年なんて思ったんだ？

　この前空さんが転校してきてから……まだ一ヶ月経たってないよな？

　というか、一ヶ月って……いくら初はつ恋こいの人とはいえ、再会してからの短い期間でどんな経けい緯いで空さんと付き合う事になったんだっけ？

　告白した日の事は鮮せん明めいに覚えている。その日に、謳おう歌か、ふらの、爽さわ星ぼしをふった事も。

　その後で空さんに好きだって告白して……それは間ま違ちがいない。

　ただ、その前の経緯がぽっかりと抜ぬけ落ちている。

　謳歌、ふらの、爽星、そして空さん。この、俺に想おもいを寄せてくれている四人の気持ちにどう応こたえるかで悩なやんでいた……んだよな？　なんだか……何かが引っかかる。

「奏君、どうしたの？」

「いや……ちょっと空さんが転校してきてからの事で、よく覚えてない部分があって……」

「そうなの？　ふふ、まあ色んな事があったからね」

　そうだ。色んな事があった……あったはずなんだ。俺はそれをなんで忘れている？

「うわー、たくさん屋台出てるね」

　空さんのその声で、疑問が中断される。

　目をやれば、わたあめ、やきそば、フランクフルトといった定番の屋台が、所ところ狭せましと並んでいた。

　二人とも朝食を食べていなかったので、とりあえず何かお腹なかに入れようという話になる。

「空さん、何がいいですか」

「そうだなー……あ、あれにしよう！」

　はしゃいだ感じで空さんが指差したのは、チョコバナナの屋台。

　大人びているとはいえ空さんもやっぱり女の子。甘いものが好きなんだな。

「すみません、二つください」

「あれ、奏君、奢おごってくれるの？」

「まあ……彼氏ですから」

「ふふ、ありがと」

　空さんは微笑ほほえみながら俺からチョコバナナを受け取った。

「うん、おいしーい」

　そして、幸せそうにそれをほおばっていく。

　空さんは食べるペースが大分ゆっくりだった。俺は、先に終わらないように速度を調整しながら食べ進めていく。そして──

「あー、お腹いっぱい」

「……え？」

「ん？　どうしたの、奏君」

「いや、もういいんですか？」

「もういいって？　私、一本全部食べたよ。普ふ通つうの女の子だったら十分だと思うんだけど」

「そ、そうですよね……」

　言われてみれば当たり前の話だった。俺、なんで疑問に思ったりしたんだろう。

「どうしたの？」

「いや……何かが引っかかるんです」

　なんだろう、この違い和わ感かんというか……不安？　さっきの記き憶おくの件もあるし……

「奏君」

「はい？」

「それって多分、大した事じゃないよね」

「あ、いや、そうなんですけど、ちょっと気になっ──」

「奏君」

「は、はい」

「大した事じゃ……ないよね？」

　空さんのその目を見た瞬間──




「……………………そうですよね」




　感じていた不安が、一気になくなった。

「うん、そんなの気にしてもしょうがないですよね」

　それどころか、頭の中がものすごいクリアになって、爽そう快かいな気分だった。さっきまでの俺は、なんであんなつまらない事を気にしていたんだろう。

　過去なんてどうでもいい。今、空さんの隣となりでその笑え顔がおを見ていられる。それで十分だ。

「そうそう。ほらほら、お賽さい銭せん入れてこよっ」

「え、うわっ！」

　空さんは強ごう引いんに俺を引っ張っていく。

　行列ができていたので待つ事になったけど、十数分で俺達の順番になり、二人で五円を投げ込んだ。

「「…………」」

　そして、拝み終わって顔を上げた所で、

「ねえねえ、奏君は何をお願いしたの？」

　空さんが興きよう味み津しん々しんといった感じで聞いてくる。

　そんなの、決まってる。

「私はね、奏君とずっと一緒にいられますように、ってお願いしたよ」

「あ、俺も同じです」

　空さんは嬉しそうに、にっこりと笑った。

「ねえ、奏君こういうお願い事ってどのくらい信じてる？」

「うーん、どうでしょうね。どっちかというと気分の問題っていう気がします。実際の効果がどうこうよりも、二人で一緒にお願いしたのが大事というか……」

「あー、奏君ってばロマンがないなあ」

　空さんはちょっとだけ頰ほおを膨ふくらませた。

「私はね、信じてるよ」
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　そして、天を見上げながら言った。

「神様は私達の事、ちゃーんと見ててくれるからね」




　　　　２




　三学期の始業式。

「「「「「──っ!?」」」」」

　教室のドアを開けた俺に、視線が一いつ斉せいに集まった。

「あ、甘あま草くさ、お前それどういう事だよ……」

　佐さ藤とうが驚きよう愕がくの表情で問いかけてくる。

「いや、俺も困ってるんだけど……」

　俺は、後方に視線を移す。

「空さん、ちょっと離はなれてくれませんか」

　そしてぴったりとくっついている空さんにお願いする。

「え？　なんで？　私達、つきあってるんだから別に問題ないよね？」

「「「「「──っ!?」」」」」

　更さらに波は紋もんが拡ひろがっていく。

　そこでようやく離れた空さんは、あっけらかんと言い放った。

「みんな。私と奏君は、おつきあいする事になりました」

「そ、空さん……」

「奏君、こういうのは早めに言っちゃった方がいいよ。どうせバレちゃうんだし」

「そりゃそうですけど……」

　困こん惑わくする俺の前に、佐藤が寄ってきた。

「お前……遊ゆう王おう子じと雪ゆき平ひらはどうしたんだよ」

「どうって……それはだな……」

　どう答えていいか、反応に困る。二人にはきちんと伝えたから別にやましい事はないんだけど、それは別にここでわざわざ言うべき事じゃないし……

「だって天あま上がみさん、文化祭の後に転校してきて……まだ一ヶ月経ってないだろ。そりゃあ、お前の初はつ恋こいの相手なのは知ってたけど……」

「佐藤君」

　そこで空さんが、佐藤ににっこりと微笑みかける。

「何か勘かん違ちがいしてないかな」

「え？」

「私が転校してきたのは去年の五月だよ」

　ん？　空さんは何を言ってるんだ？

「去年の五月？　いやだって天上さん、この前、文化祭が終わった後のタイミングで転校してきたよね？」

　佐藤の言う通りだ。空さんはなんでそんな事を──

「ほんとに？　よく思い出してみて？」

　そう言って、空さんが佐藤の目を見つめた瞬しゆん間かん──




「……そうだよな。何で俺、そんな勘違いしてたんだろう」




　不思議そうに首を傾かしげる佐藤。

　…………え？

「ふふ、ひどいなあ、佐藤君。私、ゴールデンウィークが明けてちょっとしてから転校してきたじゃない。前の学校の時、病気で一年休学してたから一つ年上なんだけど、みんな自然に接してくれて、私もすぐにうち解けて……奏君、そうだよね？」

　空さんが俺を覗のぞき込んだ直後──




「ええ、間違い無いです」




　俺も、思い出した。

　空さんが転校してきたのが去年の十二月だなんて、なんでそんな思い違いをしていたんだろう。忘れもしない、五月のゴールデンウィーク明け、俺は転校してきた空さんと、運命の再会を果たしたんだった。

「まさか、みんなは私の事ちゃんと覚えてるよね？」

　空さんは、クラスのみんなを見回した。

「「「「「………………」」」」」

　そして全員の目の色が変わり──




「そうだよ、佐藤君。甘草君、謳歌ちゃんとふらのちゃんと天上さんに文化祭の時、公開告白されたじゃない」




　委員長が軽くたしなめるような感じで、会話に入ってくる。

「そうだよな……俺、なんであんなに印象的な事を忘れてたんだろ……天上さん、ごめん」

「ふふ、まだお正月モードが抜ぬけてなくてボケボケなのかな」

　空さんは気を悪くした様子も無く、むしろ上じよう機き嫌げんな感じで返していた。

「ああ、あれは凄すごかったよな」

　気弱なユウトを演じた謳歌、俺様キャラのオルガ役だったふらの、そして理知的なソクラスが見事にはまっていた空さん。俺はその壇だん上じようで──




『天上空さん。遊王子謳歌さん。雪平ふらのさん』

『私が──いや、俺が──この甘草奏が……あなた達の中から誰だれか好きな人を選ぶのではなく……あなた達の誰かを好きになる日まで……待っていてくれますか？』




　……今考えると、相当恥はずかしい事を口走っていた。

　あれは、忘れたくても忘れられるもんじゃない。空さんがその後に転校してきたなんて事はどう考えてもありえない。

　そもそも、五月から十二月までに起こった事は全部、俺の記き憶おくに鮮せん明めいに残っている。

　空さんと一いつ緒しよに対たい抗こう戦に参加した事、アクア・ギャラクシーにみんなで行った事、コスプレコンパ、夏のお祭り、バスツアー、体育祭。どれも大切な思い出だ。

　ほんとに……なんで妙みような勘違いをしてたんだろう？

　佐藤も俺と同じらしく、頭をかきながら独り言を漏もらす。

「そうだよな……俺、あれから甘草がその三人の中から誰を選ぶのか、ずっと気になってたんだった」

　そっか……佐藤は爽星の事は知らないんだよな。まあここでわざわざ言う必要もないだろう。そんな事を思ったタイミングで、教室のドアが開いた。

「「「「「…………」」」」」

　皆みなの視線が、一斉に入ってきた人物に向けられる。

　ふらのだ。

「どうしたのかしら、私はそんなに注目を浴びるような事はしていないと思うのだけれど……はっ、もしかして三つ目のパイオツがおでこに発生しているのかしら」

　……新年から下ネタ全開だった。

「「「「「…………」」」」」

　みんなが色んな意味でどう声をかけたものか、躊躇ためらっていた所へ──

「おっはよー」

　続いて、謳歌が入ってきた。

「「「「「…………」」」」」

「およ、みんなどしたの？　あ、もしかしてあたしが新開発したアイテム見たいのかな？」

　こちらも恐おそろしく通常営業だった。

「ん？　なんかそんな雰ふん囲い気きじゃ……ああ、なんだ、そういう事か」

　謳歌は並んでいる俺と空さんを見て、事態を察したようだった。

　そしてあっけらかんとした様子で言った。

「奏っちと空っち、付き合ったの発表したんだね」

「「「「「…………」」」」」

　またしても反応に困る一同。

　そこへ、ふらのが入ってくる。

「みんな、何か変に気を遣つかっているようだから言っておくわね」

　そして俺と空さんに視線を向けた。

「私達と空さんは正々堂々戦った。その結果甘草君は空さんを好きになった。それだけの事よ。私達の間にはなんのわだかまりもないわ。ね、謳歌さん」

「そうそう。だからみんなも気を遣わないで、普ふ通つうにしてねっ」

　ふらのと謳歌の表情に、翳かげりは一いつ切さい見られなかった。

　二人が本気で言っている事が伝わったのか、教室の空気がいくらか弛し緩かんした。

「という事だから、せいぜい甘草君とイチャコラするといいわ、空さん」

「でも奏っちにばっかり構ってないで、たまにはあたし達と遊びにいこうね、空っち」

「うん……二人ともありがとうね」

　そして、空さんがまたみんなに向かって口を開く。

「みんな、そういう事だから、改めて言うね。変に隠かくしたりしない。私と奏君はおつきあいする事になりました」

　空さんのその笑え顔がおで、先さき程ほどまでの緊きん張ちよう感かんは完全に霧む散さんした。

「そっか……いきなりで驚おどろいたけど、お似合いだよね」「うんうん。なんたって男女の表ランキングの一位同士だもんね」「羨うらやましい……ベストカップルってやつだよな」

　まあ空さんはともかく、なんで俺が一位なんだかは疑問だけど……こうやって皆に認めてもらえるのは嬉うれしかった。

「ぐ……ぬう……」

　そんな中、悔くやしそうな声が漏れ聞こえてきた。

「や、山やま田だ……」

　俺の前に現れたのはステルスホモこと、山田アッー！太た郞ろう。

　俺のケツを付け狙ねらっていたがなんの間違いか、同じく俺を狙っていた権ごん藤どう大だい子こさんとくっついてしまった……大子さんの旦だん那なさん、どうしたんだろう。

「甘草……」

　山田は忌いま々いましげに俺を見つめた。相変わらず無む駄だにイケメンだな……

「甘草……お前は俺に心残りは無いのか？　ちなみに俺は未練ムラムラだ」

「これっぽっちもねえよ！　なんだムラムラって！」

　山田は唇くちびるを強く嚙かんで、空さんの方を見た。

「天上……誠まことに口くち惜おしいが……相手がお前ならば致いたし方ない。俺の……俺の甘草を……譲ゆずってやろう」

「あはは、ありがとね、山田君」

　断じてお前のじゃないけどな……

「ところで甘草、最後に一回だけ掘ほらせてもらっていいか？」

「いいわけねえだろ！」

「いいよ」

「空さんなんで了りよう承しようしてんだアンタ！」

「あはは、冗じよう談だんだって。山田君だって本気にしてないよ」

「……え？　む、無論だ」

「もうチャックに手ぇかかってんじゃねえか！」

「甘草……相変わらずキレッキレのツッコミだな……やっぱり突つっ込んでいいか」

「よくねえよ！　切れちまうだろうが！」

　……駄だ目めだ。こいつにはこれからも注意が必要だな。

　俺がそんな心配を抱いだいた瞬間──

「オラー、お前ら席につけ」

　ドアが開き、宴うたげ先生が入ってきた。

「あ、先生。ちょっと遅おそいですけど、あけましておめでとうございます」

「ア？」

　……なんだこれ？　新年の挨あい拶さつしただけなのにいきなり睨にらまれたぞ。

「何がめでてえんだ？」

　……怖こわい。この人が怖いのはいつもの事だけど、今日は特に目がヤバい。

「あの……何かあったんですか？」

「正月に実家に帰ったら、あんたももういい歳としだからっつって、危あやうくロリコンデブと見合いさせられそうになってな……何もめでたくねえんだよ」

　……先生の誕生日はたしか三月。三十を目前にして相当イラついているご様子だ。

「甘草……一つ聞いていいか？」

「ど、どうぞ」

「あたしがモテないのはなんでだと思う？」

　なんだよその究極の質問は……下手へたな事言ったら縊くびり殺されそうな雰囲気だ。

　まあここは、当たり障さわりのない答えを──
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　……なんだ？

　頭の中に、何かが浮うかんできた……ような気がした。

　なんだろう……いつも、こんな最悪のタイミングで何かが起こっていたような気が──

「奏君、どうしたの？」

　空さんが不思議そうに覗のぞき込んでくる。

「いえ……なんでもないです」

　……よく分からないけど、まあ気のせいだろう。それよりも、早く答えないと。

「タ、タイミングが悪いだけだと思いますよ」

「なるほどな……で、そのタイミングとやらはいつ来るんだ？」

「え？」

「あたしのいいタイミングってのはいつやってくるかって聞いてんだよ」

「いや、それはちょっと……」

「何時何分、地球が何回まわった時だ？」

「……そんな小学生みたいな事言われても──」

「誰が小学生だコラァ！」

「ぐええええええっ！」

　結局絞しめられるのかよ！

「あたしだってなあ……あたしだってなあ」

　ちょ……これ……シャレにならないんですけど！

「あ……が……し……死──」

「道どう楽らく先生、そのくらいにしてあげてもらえませんか」

　意識が飛ぶ直前、空さんがやんわりと止めに入ってくれた。

「げほっ……げほっ……」

　た、助かった……床ゆかにへたりこみ、土下座みたいな体勢になる俺。

「天上か……ほっとけ、あたしは定期的に絞めねえと精神の均きん衡こうが保てねえんだよ」

　心の病院行けよもう！

「まあまあ、奏君もこうして反省してる事ですし」

　反省って、俺は何も悪い事してないけど……

　先生はそこで何かに気付いたような反応をみせた。

「天上……やけに甘草の肩かたもつじゃねえか」

　そして、疑いの眼まな差ざしを俺達二人に向ける。

「お前ら……もしかして……」

「ええ、お付き合いする事になりました」

「ふざけんなコラァ！」

「ぐえええええええええっ!!」

　結局俺にくんのかよ！

　片手で持ち上げられ、絞められる俺……相変わらずどういう力してんだこの人。

「天上……選ばせてやんよ。このまま黙だまって見てるか、もう片方でお前も絞められるか」

「ふふ、私は奏君と違ちがってドＭじゃないので、前者にしておきますね」

「そういう事ならば……俺が甘草の隣となりで絞められる事を希望する」

　山田は入ってくんじゃねえよ！

「あはは、奏っち顔まっかー」

「というか、紫むらさきになってきたわね。まあ空さんのパイオツばっかり揉もみしだいてる罰ばつね」

「テメエなにしてんだコラアアアアア！」

「ぐええええええええっ！」

　首を絞められつつも、俺は変わらないクラスの雰囲気にほっとしていた。

　空さんと付き合う事になっても、謳歌やふらのだけじゃなくて、他ほかのみんなも変わらない態度で接してくれている。この空間は……とても心地ここちいい。

　このままの日常がずっと……ずっと続いていけばいいのにと、そう思った。




　その日は始業式だけだった為ため、午前中で帰れるという日程だった。

「奏君、一いつ緒しよに帰ろ」

「あ、はい……って、ちょっと空さん……」

　廊ろう下かに出るなり、いきなり腕うでを組んでくる空さん。

「なに？　付き合ってるんだから別にいいよね」

「ま、まあそうですけど……人の目が……」

　実際、周囲の視線が集まりまくっている。これは……さすがにまずいだろ。

　俺が空さんから離はなれようとしたその時、

「お、甘草と空じゃん」

　背後から声がかけられた。

「あ、やっほー爽星ちゃん」

　笑顔で応対する空さんに、爽星は苦く笑しようしながら答えた。

「アンタら……昼間っからラブラブすぎるだろ」

「いや、これは空さんが──」

「まあ、アタシを振ふったんだから、これくらい仲良くしててもらわなきゃ困るけどな」

　そう言って、今度は屈くつ託たく無く笑う爽星。

「ふふ、ありがとね。というか爽星ちゃん……なんか落ち着きなくない？」

　言われてみれば爽星は、随ずい分ぶんソワソワしているように見えた。

「どうかしたのか？」

「あ、やっぱりバレるか……うーん……どうすっかな……知りたい？　知りたいか？」

「あ、ああ……」

「どうしよっかなー。教えてやってもいいんだけどな……でもなー」

　……めんどくさいな。

「まあ、そこまでじゃないから──」

「ま、待てよっ！」

　即そく座ざに引き止められた。

「ど、どうしても聞きたいんなら教えてやるからっ」

　……聞いてほしいのか。

「じゃあ……教えてくれるか？」

「そ、そうか。じ、じゃあいくぞ……ふふ……見ろっ！」

　爽星が嬉うれしそうに鞄かばんの中から取り出したのは、一枚の紙切れだった。

「なんだこれ……合格の通知？」

「そう、アイドルだ！」

「アイドル？」

「ああ、実はこの前、東とう京きよう行った時にスカウトされて、そのままオーディション受けさせてもらったんだ！」

　目を輝かがやかせる爽星。

　アイドルか……まあ、爽星のビジュアルならスカウトされてもおかしな話じゃない。

　書いてあるプロダクション名は、俺でも知っているような有名なものだし、騙だまされてるってわけでもなさそうだ。

「へー、すごいね！」

　感心した様子の空さん。

「ま、まあ……それ程ほどでも……あるかな」

　嬉しそうな爽星。相変わらず分かりやすい性格だった。

「みてろよ甘草！」

　そこで爽星は、俺に指を突きつけた。

「すぐに国民的アイドルになって、アタシをふった事、後こう悔かいさせてやるからなっ！」

　そしてそのまま、言い逃にげるように去っていこうとして──

「あ、で、でも……」

　ぴたっ、と立ち止まった。

「そ、それとは別にアンタらの事は……お、応おう援えんしてるからなっ！」

　そして今度は振り返る事なく、走り去っていってしまった。

「……ツンデレだね」

「……ツンデレですね」

　空さんと俺は苦笑しながら顔を見合わせた。

「でも……そっか……」

　そこで空さんは珍めずらしく不安そうな表情をみせた。

「どうしました？」

「奏君、爽星ちゃんアイドルだってさ。あの子、キャラ立ってるし、ほんとに人気者になっちゃうかもね……奏君、爽星ちゃんを選んでおけばよかったんじゃない？」

「そんな事──」

　あるわけないでしょう……って言いかけて、ちょっと思い留とどまる。

　いつもからかわれてばっかりだし、たまには空さんにヤキモチやかせてみるのもいいかもしれない。

「うん……そうですね。ちょっと後悔──」

「はい噓うそ」

「う……なんで分かったんですか……」

「あはは、奏君、噓つくの下手へたすぎだよ」

　く……というかこの人、さっきの不安そうな顔も誘さそいだな……

　俺は、空さんにジト目を向ける。

「ええ、そうですよ。後悔なんて微み塵じんもしてませんよ。大体、アイドルだからなんていう理由で好きになったら、爽星にも失礼ですから」

　俺のその言葉に、空さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「私ね、奏君のそういうとこ……好きだよ」

　う……

「お、俺も……空さんの事、好きです……」

「奏君……」

「空さん……」

　見つめ合う俺達の横を誰だれかが通り過ぎ、吐はき捨てるようにセリフを残していった。

「……爆ばく発はつしろ」
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　その日の夜。

　とあるビルの屋上で、天を見上げながら佇たたずむ少女がいた。

「ふふ……」

　その少女は、心の底から満足そうな笑えみを浮うかべていた。

「あら、こんばんは～」

　その後ろから声がかかる。

　声の主は晴せい光こう学園生徒会長、黒こく白びやく院いん清せい羅らだ。

「どうですか～？　念願の甘草さんを手に入れた気分は」

　清羅はその少女、天上空に向かってにこやかに問いかける。

「うん、もう最高だよ」

　対する空も、屈託の無い笑顔で答える。

「それはよかったです～。でも今回はいつにも増して迂う遠えんなやり方でしたね～。最初から甘草さんの精神を操あやつって好きになってもらえばよかったんじゃないですか？」

「分かってないなあ……それじゃあ意味がないんだよ。今の奏君の状態が最高なんだ。今、奏君の気持ちは完全に私に傾かたむいてるけど……それだけじゃない。心の中では泣いてる。本人はもう絶対に思い出す事はないけど、胸の奥底では私に対する憎ぞう悪おが渦うず巻まいている。そんな状態の奏君と甘い生活を送る……たまらないよね」

「あいかわらず歪ゆがんでますね～」

「ふふ、君にも見せてあげたかったよ。あの、奏君の絶望に染まった顔……あれを思い出すだけで、興奮して夜も眠ねむれないよ」

「充じゆう実じつしているようでなによりです～」

「うん。これが恋こいなんだね……私はようやく理解できたよ。今までは恋れん愛あいを司つかさどる神の名に偽いつわり有りだったからね。最近、体中から力が溢あふれ出てきてしょうがないんだよ」

「そうですね～。神様の力は、その司るものへの情熱や習熟の度合いに比例しますからね～。本当に恋愛を理解したのなら、もう誰も逆らえませんね～」

　そこで、空の表情が少し硬かたくなる。

「今の言い方、なーんかちょっと含ふくみがあるんじゃない？」

「いえいえ～。神様に対してそんな事、ある訳ないじゃないですか～」

「そう？」

「ええ。でも一つ、言わせてもらっていいでしょうか～」

「なにかな？」

「すこ～し、やりすぎじゃないですか～」

「と、いうと？」

「ずっとあなたのサポートをしてきて、今いま更さらなんですけど、今回の甘草さんに対する仕打ちはいくらなんでもひどいと思いますよ～。そりゃあ神様ですからなんでもありとはいえ、限度というもの──っ!?」

　そこで、清羅の体が急にくずおれる。

「限度が……なんだって？」

　それまでの人を食ったような態度から一変、空の顔から表情が消えていた。

「あ……う……」

　見えない力に押さえられ、地面に倒たおれ伏ふす清羅。

「グレイフルセラフ」

　空が、清羅の本来の名前を口にする。

「君さあ……ちょっと調子にのってない？」

「い、いえ、そんな事は……でもやっぱり今回のは──あうっ！」

　反論を口にしようとした清羅の髪かみを鷲わし摑づかみにする空。

「人間達の前ではミステリアスで余よ裕ゆうたっぷりのキャラ演じて気持ちよかったかもしれないけどさあ……君、私の僕しもべだよね」

「は……い……」

「というか、もう二回目だからうんざりしてるんだよね」

「……二回目？」

「そう。なんかさ、あのチャラい子いたじゃない？　たしかキャバクラの神だっけ？　あの子もついさっき私の所に来てね。君と同じような事言ってきて鬱うつ陶とうしかったから、消してやったんだ。セラフ、君も──同じようになりたい？」

「──っ」

　セラフの表情が恐きよう怖ふに歪む。黒白院清羅としては一度も見せた事のない表情だった。

「……すみませんでした」

　その謝罪を受け、空は満足そうにいつもの調子に戻もどった。

「うん、セラフはいい子だね。あ、そうだ」

　そこで、何かを閃ひらめいたようにぽん、と手を打つ。

「君の怖こわがってる顔見てたら、いい事思いついたよ」

「…………」

「ねえ、セラフ。奏君がふった女の子達さあ……どう思う？」

「どう思うと……いうと？」

　解放されたセラフは、よろよろと立ち上がりながら問い返す。

「なんかさあ……腹立たない？」

「…………」

「だってそうでしょ？　奏君がふった直後は無様に泣いたりして可愛かわいげもあったけどさあ……なんかすぐに立ち直っちゃって、それどころかこの私と仲良くしてるんだよ。もう意味分からないよね」

「…………」

「駄だ目めだよ……恋に破れた女の子は、もっと悲ひ惨さんな目にあってもらわないと」

　アマノカミノソラウは、この日一番の酷こく薄はくな笑みを浮かべた。
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「よーし、寝ねるかーっ」

　お風ふ呂ろからあがり、髪を乾かわかしたあたしは、そのままベッドにダイビングした。

「おお、ふかふかだっ」

　お日様の光を浴びたシーツと毛布の感かん触しよくを、ごろごろしながら堪たん能のうする。

　そして、その後で──

「……ふう」

　無意識に、ため息が漏もれてしまう。

　三学期が始まってから二週間と少し……あの夜からは、約一ヶ月の時間が経過した。

　学校で奏っちの顔を見ると……正直、まだちょっと胸が痛む。

　そんな自分が嫌いやだって思いながらも、そこまでの恋ができた事は嬉うれしかったりする。

　今はまだ、そういう気にはなれないけど……いつかまた、ああいう恋ができるといいな。

　……でも、負けた相手が空っちでよかった。

　空っちはほんとに魅み力りよく的てきな女の子だと思う。

　奏っちが好きになったのが空っちだったからこそ、あたしは変に嫉ねたんだりせずに、二人を応おう援えんする事ができてるんだと思う。

「およ？」

　携けい帯たいに着信があった。こんな時間に誰だろう？　と思ったけど、よく考えてみたらまだ十時ちょっと。あたしにとっては寝る時間だけど、聞くところによると、みんな平気で日付が変わるまで起きてるって事だった……眠くないのかな？

　あ、そんな事考えてる場合じゃないや、早く出ないと切れちゃうよね。

「あ、空っちだ」

　あたしは、すごいタイミングでかかってきたなあ、って思いながら通話ボタンを押した。







「もしもし、どうしたのかしら、空さん」

『あ、雪平ちゃん、夜よる遅おそくにごめんね。今、何かやってた？』

「いいえ、暇ひまを持て余していた所だから大だい丈じよう夫ぶよ。それにまだ十一時前だし、そこまで非常識な時間というわけではないと思うわ」

　……ほんとはクマさん人形を絶賛もふもふ中だったんだけど……恥はずかしくてなんか噓うそついちゃった。ま、まあそれはいいとして、なんだろう？　また一いつ緒しよに遊びに行こうっていうお誘さそいかな？

『そう、よかった。あのさ……ちょっと聞いてほしい事があるんだけど……いいかな？』

　それは、いつも余裕たっぷりの空ちゃんからは想像できないような、弱々しい声だった。

「どうしたの？　何か元気がないように思えるのだけど」

　空ちゃんとは甘草君を巡めぐってのライバルだった訳だけど……いやライバルだったからこそ、ここまで仲良くなれたのかもしれない。

　甘草君にふられちゃった事はまだ完全にふっきれてはいないけど、それと空ちゃんとの友情はまた別問題。何か困っている事があるなら、力になってあげたかった。

『うん……実はちょっと色々あって……でもこれを雪平ちゃんに相談するのは筋すじ違ちがいだと思うから……』

　ほんとにどうしたんだろう？　あの空ちゃんがここまで落ち込むなんて……

「そこまで言われたら気になってしょうがないわ。話してみてちょうだい」

『ほんとに……いいの？』

「ええ。ここまで前置きされたら大たい抵ていの事では動じないから、大丈夫よ」

　でも、空ちゃんの口から出てきた言葉は、私を絶句させる事になった。

『実は……奏君と……うまくいってないんだ』







「え？　甘草とうまくいってない？」

『うん……』

　一いつ瞬しゆん、空が何を言ったのか理解できなかった。

「噓だろ……だって、学校ではあんなに仲良さそうにしてるじゃんか」

　アタシはクラスが違ちがうから、四六時中一緒にいるわけじゃないけど……今日もちらっと見た限りでは不仲を感じさせるような雰ふん囲い気きじゃなかった。

『クラスのみんなの前であれだけ堂々とおつきあいしてます宣言しちゃったから、表面上取り繕つくろってるだけで……実はさっきも大おお喧げん嘩かしちゃったんだ』

「マジか……」

　甘草も空も基本的に穏おだやかな性格だ。喧嘩している所なんて、想像できなかった。

　とはいえ、当の本人がこんなに落ち込んでるんだ。大喧嘩ってのは盛ってるかもしれないけど、何らかの衝しよう突とつがあった事は間ま違ちがいないだろう。

『ごめんね。こんなの爽星ちゃんに相談するなんて間違ってるっていうのは分かってるんだけど……』

「いや、アタシは別に構わないけど……」

　完全にふっきった訳ではないとはいえ、二人の事は全面的に応援している。

　でもこれ、たしかにアタシからは何も言えないよな……

『爽星ちゃんは……どう思う？』

　空が、まったくらしくない弱々しい声で問いかけてくる。

「どうって……まあ頑がん張ばれとしか言いようが──」




『ほんとに？』




　空の声こわ色いろが、変わった。

「どういう……意味だ？」

　そこになにか尋じん常じようじゃない雰囲気を感じ取ったアタシは、警けい戒かい気味に問いかける。

『ほんとに《頑張れ》って思う？　もしかして……違う事考えてない？』

「は？　アンタ、一体何言って──うっ」

　その時、急に心臓がどくん、と脈打った。

　なんだ……これ？

　そして次の瞬しゆん間かん──

「…………っ!?」

　アタシの胸に、ある一つの感情が湧わき上がった。
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　幕間　ある記憶喪失の話３
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「ちょっと！」

「どーしました？」

「どーしました？　じゃないわよ！　あんた今の奴やつになんでお金渡わたしちゃったのよ！」

「だって、おかね落として、このままじゃおうちまでかえれないって……それに、ぜったいかえしにきてくれるって言ってましたよ」

「そんなの噓に決まってるじゃない……ああもう、バッカじゃないの！」

　あたしは髪かみの毛をぐしゃぐしゃとかき回す。フランス語分かってたら絶対に止めたのに！

「いらいらした時はあまいものですよ。はい、マカロンどーぞ」

「いや、そういう問題じゃ……ああもう、あんたのそのふにゃふにゃした顔見てると怒おこる気も失うせるわ！」

　シエンヌと出会ってから数日。

　あたしは、「こまっている方たちのおてつだい」とやらに付き合うようになっていた。

　だってこの子、ごみ拾い中に居い眠ねむり始めるわ、迷子の家捜さがし当てたはいいけど自分が帰れなくなるわ、おつかい中に届けるはずのお菓か子し食べちゃうわで、危なっかしくて見てられないんだもの。

　今のだって少額だったからいいものの、もっと悪質な輩やからにつかまったらいくら騙だまし取られるかわかったもんじゃないわ。

　……ちなみに、あたしの記き憶おくの方はさっぱり戻もどらない。

　シエンヌから提案があった、日に本ほんの知り合いに調べてもらうって件は、結局断った。

　天あま上がみ空そら……その名前に何か、猛もう烈れつな苛いら立だちを感じたからだ。

　なんだろ、名前だけでここまで感情がザワつくって事は、もしかしてそいつもあたしと何か関かかわりがあるのかもしれない……でも具体的な記憶は何も浮うかんでこなかった。

　とにかく、なんか腹立ってしょうがないから、そいつに頼たよるのはナシ。

　となると初めにやるべきなのは、このフランスの警察に保護を求める事だ。でも、あたしのこの状じよう況きようだと完全に不法滞たい在ざい。そうなったら、このシエンヌと離はなれなきゃならなくなる……あたしの勘かんが告げていた。記憶を取り戻す鍵かぎはシエンヌだって。

　本人も会った事ないって否定してるけど、やっぱりなんか初対面って感じがしないのよね……あたしとシエンヌには何らかの繫つながりがある。そんな奇き妙みような確信があった。

　幸いにも、なんかカジノっぽい所で馬ば鹿か勝ちしちゃったからお金の面は問題無い。

　しばらくはこの子の傍そばにいてみよう。




「ただいまですっ」

　その後、何件かのお手伝い（？）をこなしたあたし達は、シエンヌが借りているアパートまで戻ってきた。

「んじゃ、悪いけど今日も泊とめてもらうわよ」

「はい、どーぞどーぞっ。でも、おかねは気にしなくていいんですよ」

「そういう訳にはいかないわ。払はらうもんはちゃんと払うわよ。あんたが嫌いやじゃなければ、これからしばらくいさせてもらうつもりだし」

「ぜんぜんいやじゃないです。にぎやかな方がたのしいですっ」

　笑って認めてくれたシエンヌは、棚たなから大量のお菓子を取り出してほおばり始めた。

「はむはむ……」

　ちなみにこれ、自分で買ったものは一個もなく、全部貰もらったものらしい。今日だって道を歩いてるだけでいくつか貰ってたし……なんかこの子、食べ物を恵めぐんでもらう才能でもあるのかもしれないわね。

「あ、このエクレアおいしーです。おひとつどーぞ」

　シエンヌが嬉うれしそうにお菓子を差し出してくる。

「あ、それともこっちのカヌレにします？」

「いや、あたしは──っ!?」

　その瞬間、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走った。

　なに…………今の？

　シエンヌの行動の何かが、あたしの記憶を揺ゆさぶった。

　エクレア？　カヌレ？……いや、違うわね。

「さあ、おすきなほうをどーぞ」

　……そうだ。あたしの記憶が反応したのは、お菓子自体じゃなくて、二つのうちのどっちにするか、という問いかけそのものだ。

　でも……なんで？

　こんな事、生活してればいくらでもある事じゃない。それがあたしとどう関係してるっていうのよ………………駄だ目めだ、それ以上は記憶が繫がっていかない。

「どーしました？　おなかいたいんですか？」

「……大だい丈じよう夫ぶよ、ありがと。せっかくだけど、あたし甘いものはあんまり好きじゃないから、あんた両方食べなさい」

「そーですか。それではえんりょなくっ」

　そして、エクレアとカヌレを同時に口に入れるシエンヌ。いや、たしかに両方とは言ったけどそういう意味じゃ……

「はむはむ……ほああ」

　しかし、本当に幸せそうに食べる子ね。こりゃあたしかに食べ物あげたくもなるわ。

　あたしは、そんなシエンヌの様子を眺ながめながら、どこか懐なつかしい気持ちになっていた。

　この光景、何度も見た事あるような無いような……さっきの件といい今といい、やっぱりこの子はあたしの記憶を刺し激げきする。

　シエンヌ……あんたとあたし、一体どういう関係なの？




　そして夜。

「すかー」

　シエンヌはとんでもなく寝ね付つきがいい。

　消灯してものの数十秒で眠りに入ってしまう。

「すぴー」

　そしてこの、子供でもなかなかしないような純じゆん粋すいな寝顔。

　……なんかシエンヌを見てると、些さ細さいな事でイライラしてる自分が馬鹿らしくなるわね。

　きっとこういう子には、悩なやみなんてないんだ──

「うう……あうっ！」

　…………え？

　唐とう突とつに、シエンヌの体がびくんと跳はねた。







　第四章　モモ
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「あ、奏かなで君、お待たせーっ」

　空そらさんと付き合いはじめてから約一ヶ月。

「ごめんね、着き替がえるのにちょっと時間かかっちゃって」

　今回のデートは、空さんが知り合いから入場チケットを譲ゆずり受けたという事で、少し遠出してホテルを併へい設せつした温泉レジャー施し設せつにやってきていた。

　サウナや室内プール、岩がん盤ばん浴よく施設を始めとして、食事処どころや買い物できる各種店てん舗ぽも充じゆう実じつしているので、宿しゆく泊はく客だけではなく、俺達みたいなカップルも多数訪おとずれる人気スポットだ。

　そういう場所なので、周りは全員水着だ。

「いえ、そんなに待ってませ──う」

　振ふり返った俺は、思わず息を吞のむ。空さんの水着は、ブラウンとホワイトの配色で、まるでチョコレートを模したような感じのものだった。

「どうしたの？」

　意地悪い笑えみを浮かべながら覗のぞき込んでくる……絶対分かっててわざと聞いてるよな。

「いや……露ろ出しゆつが……」

　それはビキニタイプのため、肌はだ色いろの面積が大分多かった。正直、目のやり場に困る。

「ふふ、奏君の為ためにがんばったからね。どうどう？」

　空さんは、その場でくるり、と回ってみせた。

「いやまあ……かわいい……です」

　下手へたに恥はずかしがってもからかわれるだけだろうから、正直に言うことにした。

「ふふ、よかった……ところでさあ」

　空さんはにっこりと微笑ほほえんだ後、試ためすような視線で俺を見た。

「奏君、この格好をみて、何か思い出さない？」

「何か？……どういう事です」

　いきなりな質問で、いまいち意味が分からなかった。

「うーん、何かっていうか……誰だれか？」

　誰か？　なんだろう、アイドルとかが着てるのと同じタイプなんだろうか？……記憶を辿たどってみても全く覚えがなかった。

「いや、ちょっと思い当たる節がないんですが」

「えー、そうなの？」

　空さんは、ほっぺを膨ふくらませた。

　そう言われてもまったく心あたりが無い。

「…………」

　空さんは、不満そうな視線でこっちを睨にらみ付けている。

　これは……俺が空さんとの何かを忘れているって事だろうか。

「すみません……」

　いくら考えても全く記憶に引っかからない。正直に謝るしかなかった。

「そっかー」

　……ん？

「ならしょうがないよねー」

　意外にもあっけらかんとした反応。

「ふふ、分かんないかー」

　というか……むしろ上じよう機き嫌げん？

「その水着……なんなんですか？」

「ふふ、秘密」

　空さんは悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。まあ気まぐれな空さんの事だから、特に深い意味は無いのかもしれないけど……

「はい、それじゃいこっ」

　空さんは、俺の思考を遮さえぎるように、手を取って歩き出した。

　なんかはぐらかされた感じだけど……これ以上考えても仕方無いか。

「おや、甘あま草くさくんじゃないか」

　その時、不意に横の方から声がかかった。

　あれ？　この声と話し方ってもしかして──

「密ひそかせんぱ──ぶふうっ！」

　俺は、その名前を呼ぶ前に吹ふき出してしまう。

「あ、あんたなんて格好してんだ！」

「ふんどしだよ」

「いや、そんな堂々と言われても……」

　その人、密秘ひめる先せん輩ぱいの格好はふんどしだった……ふんどしだった。別に大事な事じゃないけど二回言いました……しかも、色が真っ赤。

　そして胸にはこれまた真しん紅くのサラシという、とんでもないスタイルだった。

「じとー」

「う……」

　空さんがこっちをジト目で睨んでいた。

「ち、違ちがいますよ、空さん」

　慌あわてて弁解する俺。何が違うのかはよく分からないけど、これはその……違うんだ。

「ああ、すまないね天あま上がみくん。きみの彼氏の目の毒になってしまったようだ」

「ふふ、大丈夫だよ密ちゃん。ちょっとからかってただけだから」

「あれ？　空さんと密先輩って知り合いだったんですか？」

　やたらに親しげな感じの二人。たしかに、空さんと密先輩は年ねん齢れい的てきには一いつ緒しよだけど……

「ああ、そうだよ。天上くんとは非常に話が合うので仲良くさせてもらっている」

「そうそう。今日のここの入場チケットも、密ちゃんからもらったんだ」

「そうだったんですか……ありがとうございます」

「なに、気にする事はないよ。私の父のつてで無料で手に入れたものだからね」

　密先輩のお父さんか……ちょっと興味あるな。一体どんな父親に育てられると、こんな娘むすめができあがるんだろうか。

「あの、先輩のお父さんって、何をしてる人なんですか？」

「エロ夷い大たい将しよう軍ぐん」

「え？……なんて？」

「ああ、ちょっと分かり辛づらかったかな。今のは父の職場での通つう称しようだった」

　職場でその呼び方って相当だぞ……さすがというかなんというか。

「父は二つ名みたいなのをいくつか持っていてね。他ほかにはおっぱいせいじんとかね」

「おっぱい星人って……中学生じゃないんですから」

「あ、おそらくきみが想像しているのとは漢字が違うよ。おっぱいに性を尽つくすと書いておっぱい性せい尽じんだ」

「あんたの親父おやじは職場で何をやらかしてんだよ！」

「他にはすっ裸ぱだかの大将とかね」

「ただの露ろ出しゆつ狂きようじゃねえか！」

「あとは、喘あえいどるマスターとかね」

「単にハアハア言ってるオッサンじゃねーか！」

「それと、秘ひ部ぶ愛あい撫ぶとかね」

「なに職場でチン○イジってんだ！」

　駄だ目めだ……もうつきあってられないからさっさと切り上げよう。

「いや……聞きたいのはアダ名とかじゃなくて職業なんですけど」

「保育園の園長だよ」

「完全に事件じゃねえか！」

　対象が園児ではなくて保育士さんである事を切に願う……いや、それでも完全にアウトだけども。

　密先輩は特に気にしている様子もなく（しろよ）、俺達二人に視線を向けた。

「さて、あんまり恋こい人びと達の邪じや魔まをしてはなんだから、私はこれで失礼するよ」

　そう言って、くるりと振り返った。

「う……」

　ふんどしなんてスタイルなもんだから、ほとんどおケツが丸見えだった。

「あらら、密ちゃん、いくらなんでもそれはお尻しりが無防備すぎるんじゃない？」

　空さんの呼びかけに、密先輩は振り返って余よ裕ゆうの表情で答える。

「問題無いよ。私はお尻を見せる事に何の抵てい抗こうもないんだ。まあ、母の影えい響きようだろうね」

「お母さん、ですか？」

「ああ、私の母は名を千ち代よ子こと言ってね。若い頃ころはお尻を強調した格好で男性を悩のう殺さつしていて、ちょっとした有名人だったらしい。熱ねつ狂きよう的てきファンの一人が、母のシールを自作したなんてエピソードもあるくらいでね」

「シール化……またマニアックですね」

「ふふ、そのシールの名前は『ヒップ自じ慢まん千代子』だったらしい」

「ビックリ○ンチョコみたいに言ってんじゃねえよ！」

　密先輩は、俺のツッコミを意に介かいさず、何かを思いだしたようにぽん、と手を打った。

「甘草くん。お尻で思い出したから一つ忠告しておくよ。実は、きみ達の他にもうちの学校の生徒にここのチケットをあげたんだが……」

　そこで一いつ拍ぱくおいて、真しん剣けんな表情で言い放つ。

「その中に、きみのお尻を狙ねらっている彼もいるから気をつけた方がいい」

「山田ステルスホモも来てんのかよ！」
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「奏君、どうしたのそんなにキョロキョロして」

「いや、あいつが来てるなら警けい戒かいしないと……」

　怯おびえる俺に、空さんはなぜが楽しそうに言い放つ。

「ふふ、そんなに気にしてもしょうがないよ。掘ほられちゃったらその時はその時だし」

「しょうがあるわ！　というかアンタそういう趣しゆ味みなのかよ！」

「ふふ、違うよ。ちょっとからかってみただけで、私はそういうのには興味ないよ」

　なんだ？　ちょっと含ふくみがあるような言い方だったな……

　まあ今はそんな事より、ステルスホモに警戒しなきゃな。

　俺が、もう一度気を引き締しめようとしたその瞬しゆん間かん──

「お、誰かと思えば甘草クンと天上やないか」

　……別の意味での要注意人物に会ってしまった。

「あ、爆ばくノの内うちちゃんも来てたんだ」

　空さんはこの人とも知り合いなのか……あんまり関かかわってほしくないんだけどな。
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「ああ、密がチケットくれたからな。それにしてもええなー、ラブラブで羨うらやましいわ」

　爆ノ内火か恋れん先輩。異性にモテたいという欲よつ求きゆうのみが先走り、変態行こう為いを繰くり返す変態だ。

　何が変態かというと、まずその格好が変態だった。

「なんですか……その格好は」

　そのビキニには、それぞれの胸に漢字が書かれていた。向かって左側が『乳』、右が『首』……まあ要するに乳ち首くびだ。

　……密先輩とはまた違った意味でヤバいぞこれは。

「だって男はみんな乳首が好きって雑誌に書いてあったんやもん……で、その雑誌の一番後ろの通つう販はんで『これがモテる水着だ！』ってコーナーがあって、つい買ってしもーたんや」

　いや、乳首が好きっていう情報は否定しないけど、だからってこの水着はないだろう……この人は努力の方向が間ま違ちがってるんだよな。

　爆ノ内先輩は、俺のうんざりした表情を見て、がっくりと肩かたを落とした。

「そっか……やっぱりこれはだめか……実はウチもなんか違うと思ってたんや」

　だったらやるなよ……

「よし……じゃあ気を取り直して次や」

「え？……次って──」

「ほんならいくで！」

　先輩は、なんのためらいもなく胸の水着を剝はぎ取った。

「うわっ……何して……ってあれ？」

　その下からは、同じような水着が現れた。どうやら二重に着込んでいたらしく、そこにはまた漢字が書かれていた。その内容は──

『揉もむ用』『吸う用』

「完全に痴ち女じよじゃねえか！」

「うう…やっぱり駄目か……なら次や！」

『撫なでる用』『拝む用』

「なんかお地蔵さんみたいになってんじゃねーか！」

「ぐ……次や！」

『笠かさ地蔵』『乳首だぞう』

「くだらねえええ！」

「むう……次やっ！」

『なんと《おっ》が　おきあがり　なかまに　なりたそうに　こちらをみている！　なかまに　してあげますか？』『ぱい　いいえ』

「更さらにくだらねええええっ！」

　駄目だ、もうつきあってられない。

「爆ノ内先輩……こんなのいくら着たってモテませんから」

　呆あきれ交じりの俺のセリフを受け、先輩のテンションがおもいっきり下がる。

「うう……それはウチも薄うす々うす感じとったんや」

　薄々かよ……もっと盛大に感じろよ。

「甘草クン、もうウチよう分からんようになってもうたわ……どうすればモテるんや？」

　懇こん願がんするような視線を向けてくる先輩。

「いや、そんな事言われても──」

「簡単だよ」

　俺のセリフを遮さえぎって、空さんが発言する。

「ほ、ほんまか天上！　ウチは一体どうすればいいんや!?」

　空さんは微笑ほほえんで、その問いに答える。

「誰だれかを好きになればいいんだよ」

「……え？」

「爆ノ内ちゃんさあ、順番が逆じゃない？　まず最初に誰かを好きになって、その人にモテたい……っていうか好きになってもらえるように頑がん張ばるのが普ふ通つうだと思うよ」

「なん……やて……」

　いや、空さんはそんなに驚おどろくような事は言ってないと思うんだけど……

「うおお……たしかに……たしかにそうや！　目から鱗うろこが落ちる思いや。胸触さわらして好きになってもらうより、好きになった相手に胸触ってもらった方が百倍エエもんな」

　……たとえが大分おかしいけど、空さんの言わんとする事は伝わったみたいだった。

「天上……ありがとうな。こんなもんに頼たよっとったウチがアホやった」

　そう言って晴れやかな表情を見せる爆ノ内先せん輩ぱい。

「ふふ、私の体験を話しただけなんだけど、参考になったんだったらよかったよ」

　微笑みながら、俺の方を見る空さん。う……なんだか照れるな。

「うむ。いい話を聞かせてもらった。つまりはまず先に愛があれば問題ないという事だな」

「ああ、そういう事──」

　返事をしかけて、ふと思い留とどまる。今喋しやべったのって……誰だ？

　声がした方をみると、ヤツが白い歯をみせながら親指を立てていた。

「俺には溢あふれんばかりの愛が存在している。後はお前が受け入れるだけだ……甘草っ！」

「でたあああああああああ！」
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「あはは、奏君、まるでこの世の終わりみたいな顔だったよ」

「俺にとってはそのくらいヤバい存在ですから、あいつは……」

　なんとか山やま田だを撒まいた俺は、うんざりしながら空さんの方を見た。

「でも、彼が奏君に向けてる愛は本物だと思うよ」

「いや、ちょっと俺には重すぎますから……」

「質問します。そこの貴男あなた達……今、愛について語っていましたね」

「え？……げっ！」

　その声の主を確かく認にんした俺は、思わず変な声をあげてしまった。

　密先輩……こいつにまでチケットを渡わたしたのか。

「おや、これは甘草さんと天上さんではないですか」

　解とく川がわ真ま理り咲さ……真理の探究という名目で奇天烈きてれつな質問を繰り返す変人だ。

　そして兄のけんじは腐くされニートだ。

「お前……こんな所でどうしたんだ？」

　タダ券があったとはいえ、積極的にこういう所に来るタイプには見えないけど……

「回答します。真理の探究における一つのテーマである、愛について調べています。恋人が多く集つどうこの場所ならば、愛に触ふれる機会が多いと思われますので」

「うんうん、解川ちゃんらしいね」

　そして、解川とも親しいらしい空さん……変人に好かれる体質なんだろうか。いや、俺も人の事言えないけども……

「肯こう定ていします。真理の探究が私の存在する意義ですので。ところで天上さん、その為ために一つ、協力していただきたいのですが」

「なにかな？　私にできる事ならオッケーだよ」

「感謝します。それではちょっと全ぜん裸らになってもらっていいでしょうか」

「何言ってんだお前!?」

　思わず空さんのかわりにツッコむ俺。

「回答します。とある書物に、愛とはすなわち全裸になる事と記されていましたので……まあこの続きの段階もあるのですが……とにかくそれを確かめようとしたまでです」

「なんだよその滅め茶ちや苦く茶ちやな本は……」

「お見せします。これです」

　そう言って解川が取り出したのは──

『真実の愛を手にする為の十の方法～これで君もラブラブキングだ～』

　やっぱりか……なんとなく嫌いやな予感はしてたけど。

「報告します。私はこの本を読み、大いなる感かん銘めいを受けました。この著者は限りなく真理に近い所に到とう達たつしていると推測されます」

　それはない……マジで。

「要よう請せいします。しかしながらこれは男性目線で書かれている為、私にはいまいちピンとこない部分がありました。これから一いつ緒しよに確認していただけないでしょうか」

「いや、悪いけどそれは遠えん慮りよ──」

「さあ、貴男と私でレッツ真理」

　……拒きよ否ひ権無いなら聞くなよ。

　解川は既すでにページを開く体勢に入っている……はあ……付き合うしかないか。




《①　まず女性を全裸にさせましょう》

　しょっぱなかよ！

《解説　それから靴くつ下したをはかせましょう》

　単なるお前の趣しゆ味みじゃねえか！

《②　そしてあなたも全裸になりましょう》

　いや、それってもう愛とかどうとかじゃなくて、ただの本番前のカップルだろ……

《解説　おや、まだ脱ぬげていない部分が……あ、失礼、ただの剝むけていない皮でした》

　余計なお世話だ！

《③　次に、傍そばで見守っているあなたのオカンを全裸にさせましょう》

　どんな状じよう況きようだよ!?

《解説　それから靴下をはかせましょう》

　上級者ってレベルじゃねーぞ！

《④　私は裸はだか靴くつ下したしか認めません。全裸？　なにそれ、ふざけてんの？》

　ふざけてんのはオメエだよ！

《解説　例外として、全裸が認められるのは魔ま○村シリーズのアーサ○氏だけです》

　ねえよ！　あの人パンツの次、骨だろうが！

《⑤　クイズです。ソックスって十回言ってください》

　今時十回クイズかよ……ソックスソックスソックスソックスソックスソックスソックスソックスソックスソックス。

《正解　それを裸はだかの女性にはかせると、裸ソックスになります》

　なんで十回言わせた!?

《⑥　ソックスの　『ソ』を『ファ』に替かえたら　ファックスだ》

　だからなんだよ！

《解説　裸ファックス……アリだな》

　超ちよう越えつ者しやすぎて想像が追いつかねえよ！

《⑦　すみません、ちょっと脱だつ線せんしました。裸靴下の話題に戻もどしましょう》

　戻すなよ！　いつになったら真実の愛が出てくんだよ！

《解説　ちなみに最後まで裸靴下の話しか出てきませんので、あしからず》

　相変わらずクソみてえな本だな！

《⑧　俺の妹が裸靴下にならないんだが、こいつ頭がおかしいんだろうか？》

　どう考えてもおかしいのはオメエだよ！　ラノベのタイトルみたくしてんじゃねえよ！

《解説　ちなみに投とう稿こう時のタイトルは『最後の夏、君の笑え顔がおと命の輝かがやき』でした》

　クソ改題ってレベルじゃねーぞ！

《⑨　はだかくつした！》

　ラノベタイトルシリーズやめろよ！　どうせまたクソ改題してんだろ……

《解説　ちなみに投稿時のタイトルは『ハゲでダメ人間で体が臭くさくてつるっパゲの俺……何一つ楽しい事が無い人生でした！』です》

　誰が読むんだそんなもん！　ある意味神改題だな！

《⑩　読者の皆みな様さまへ　この度たび、本のタイトルと内容に重大な齟そ齬ごがある事が発覚いたしました。心よりお詫わび申し上げます》

　……ものっすごい今いま更さらだけど、認めただけまだましか。

《解説　真実の愛を『手にする』為の十の方法って……それじゃあ手て袋ぶくろじゃねえか！　ふざけんな！　これは足にする靴下の本なんだよ！》

　そこじゃねえだろ！　しかもなんで逆ギレしてんだ！




　つ、疲つかれた……いつもながらこのシリーズは読むだけで体力が大おお幅はばに削けずられる……

「所感を述べます。甘草さん……」

「ん？　どうした？」

「この本……ひょっとして真理と関係ないかもしれません」

「ひょっとしなくてもねえよ！」

「受け入れます。おかしいですね……最初に読んだ時はビビッときたのですが……」

　まあ著者も読者も変人だとそういう勘かん違ちがいも起こるのかもしれない……そして微び妙みように表現が古い。

「まあいいです。今までのはただの前まえ振ふりですから」

　解川は、相変わらずの抑よく揚ようの無い感じで口を開いた。

「質問します。貴男は天上空さんの事が好きですか？」

　いきなり直球が飛んできた。

「ああ」

　それに対して、俺は、はっきりと答えを口にする。

「奏君……」

　空さんは、嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。

「感謝します。今の甘草さんの言葉の中に、愛の……真理の片へん鱗りんが垣かい間ま見みえた気がします」

　解川もうっすらと微笑んだ。

「それでは失礼します……あ」

　一いつ旦たんは去って行こうとした解川だったが、何かに気付いたように立ち止まる。

「最後にもう一つ質問します。最近、私の母が『もう……けんじの事を愛せる自信がなくなってきたわ』と呟つぶやくのですが、どうすればいいでしょうか？」

「けんじ働かないとマジで事件が起こるぞ！」

「……だ、そうですよ、お兄ちゃん」

　解川は、背後の植え込みに向かって声をかけた。

「え？　もしかして……けんじ来てるのか？」

「肯定します。少しでも人に慣れさせたかったので、エ○ゲー十本をエサにして、なんとか連れだしました」

　外出させるのに約八万かよ……エ○ゲーってフルプライスのやつは高いからな……あ、いや高いらしいですよ。ボク、十八歳未満だからわかんにゃい。

「あれ……お兄ちゃん？」

　俺がどうでもいいことを考えてる中、解川の顔色が変わった。

「いないのか？」

「え、ええ。極度の対人恐きよう怖ふ症しようなので私から離はなれるはずはないのですが……お、お兄ちゃん、どこ行っちゃったのかな？」

　急に口調が変わり、オロオロしだす解川……こいつ……ブラコンだったのか。

「ど、どうしようどうしよう。お兄ちゃんがいなくなっちゃった……」

　キャラ崩ほう壊かいし、完全にテンパっている解川を空さんがなだめる。

「解川ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだから落ち着こう」

「ああ。三人で捜さがせばすぐに見つかるだろ」

「あ、ありがとうございます。は、早くしないとお兄ちゃん失神とかしちゃうかも……」

「おや、どうしたんだい真理咲。そんな泣きそうな顔をして」

「た、大変なの！　お、お兄ちゃんがいなくなって──って、お兄ちゃん？」

「はは、急にいなくなってごめんよ」

　そこに立っていたのは、リア充じゆうオーラをこれでもかと漂ただよわせた、爽さわやかイケメンだった。

「あなたが……けんじさんですか？」

「ああ、失礼。あなた方は真理咲のお友達ですか。妹がいつもお世話になってます」

　その人は、とびっきりのスマイルで握あく手しゆを求めてきた。

「あ、いえ……こちらこそ」

　おかしい……これはどう見ても引きニートだとは思えない。

「お兄ちゃん……どうしたの？　さっきまで人とまともに話すのも困難だったのに……」

　実の妹も、何が起こったか理解できないという様子だった。

「真理咲……すまない」

　そこでけんじさんは、解川に向かって深々と頭を下げた。

「俺は……俺はとんでもないクズだった。帰ったら父さんと母さんには土下座して謝る。そして明日から就職活動を始めるよ。真理咲……お前にも長い間、心配かけてごめんな」

「お、お兄ちゃん……」

　解川の目から、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「よかった……よかったよ……お兄ちゃああああああん！」

　そして、決けつ壊かいした。

「すまん真理咲……これから時間をかけて償つぐなっていくから」

　胸に飛び込んできた妹をしっかりと抱だきとめる兄。

　え、ええ話や……俺達はじーんとして、しばらくの間、その美しい兄妹きようだい愛を眺ながめていた。

「……でもお兄ちゃん、どうして急に心変わりしたの？」

　数分後。ようやく涙が収まってきた解川がけんじさんに問いかける。

　そうだよな……俺はけんじさんの前の状態を知らないけど、話に聞いていたのとは対極の印象だ。

「ああ、それはな……世界が変わったんだよ」

　しみじみとした調子で答えるけんじさん。

「さっきまでの俺は、自分以外の全すべてを敵だと思っていた。怖こわくて……人と繫つながる事から逃にげていた。だけど、あの人との出会いで全てが変わった」

「あの人？」

　俺の問いに、けんじさんは爽やかオーラ全開で答える。

「ああ。あの人と繫がった時、熱い……熱い情熱が俺の中に流れ込んできたんだ。そして悟さとったよ。この世にはこんなに素す晴ばらしい事があるんだって……俺の悩なやみなんてちっぽけな事だったんだって……あの瞬しゆん間かん、俺は生まれ変わったんだ」

　熱っぽく語るけんじさん。いや熱っぽくっていうか、顔が……頰ほおが赤い。

　ま、まさか……

「あの……けんじさん。『あの人』の名前ってまさか……」

「ああ、山田アッー！太た郞ろうさんだよ」

「掘ほられてんじゃねえか！」
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「いやー、楽しかったねえ」

　帰り道、空さんは大きく伸のびをした。

「はい。また来ましょうね」

　ほんとに楽しかった……やっぱり空さんと一いつ緒しよに過ごす時間は幸せだ。

「素晴らしい兄妹愛も見られたし。やっぱり愛の力は偉い大だいだねえ」

　歩きながら、しみじみと頷うなずく空さん。

「まあ一部のヤツの愛は大分歪ゆがんでますけどね……」

　同性愛者を否定するつもりは全くないけど、それはあくまで双そう方ほうの合意があっての話だ……あいつのは無差別すぎる。

　まあ解川も泣いて喜んでたし、けんじさんで欲よくが満たされたのか、俺の前に現れる事もなかった……今回は結果オーライか。

「ふふ、まあ愛の形は人それぞれだからねえ……あ、私達もちょっとアブノーマルな感じの愛を試ためしてみようか？」

　空さんは、いつも通りのからかうような笑みを浮うかべてみせた。

「……で、空さん、一体何を悩んでるんですか？」

「え？」

　俺は、会話の流れをぶった切って、空さんに疑問をぶつけた。

「とぼけても無む駄だですよ。解川と別れてからの空さん、明らかに様子がおかしいですから」

　表面上はいつも通りだったけど、俺には何か無理しているように見えてならなかった。

「あー、バレちゃったかー……うーん、私もまだまだだなー」

「何かあったんですか？」

　そこで空さんは自じ嘲ちようするような表情をみせた。

「うん、ちょっとね。あんなに仲のいい兄妹みたら、嫌いやな事思い出しちゃって……」

「嫌な事？」

「いやでも……これは奏君は知らない方がいいと思うんだ」

　空さんは呟きながら顔を伏ふせてしまった。

「空さん。どんな事でもいいから話してくださいよ。俺達……恋こい人びとでしょ？」

「奏君……」

「それとも……俺じゃあ頼たよりになりませんか？」

　空さんは首を横に振ふった後、ありがと、と言って、弱々しく微笑んだ。

「人が仲良くするのって……難しいんだね」

　そして、そう前置きしてから、辛つらそうにセリフを口にした。

「最近……遊王子ちゃん達三人に嫌きらわれてるみたいなんだ」







　幕間　ある記憶喪失の話４
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「う……ああっ！」

「ちょ、ちょっと、あんたどうしたのよっ！」

　あたしは急に苦しみ出したシエンヌの肩かたを揺ゆする。

「い、いやです……」

「嫌？　何が嫌なの？」

「ぜったいに……いやですっ」

　あたしの問いかけには答えずに、シエンヌは何かを拒きよ否ひし続ける。

　苦く悶もんの表情を浮かべるその顔には、大量の脂あぶら汗あせが浮かんでいる。

　この苦しみ方は尋じん常じようじゃないわ……何かの病気？

「きゅ、救急車呼ばな──」

　そこで、シエンヌがあたしの袖そでを摑つかんだ。

「だ、だいじょうぶですから……」

「だ、大丈夫って言ってもあんた……」

「こ、これはびょうきとかじゃないんです。だから──ううっ……」

　そこでまたうめき声をあげて身を捩よじらせるシエンヌ。

「だいじょうぶ……ですから……これは……わたしが……なんとかしなきゃいけない……もんだいなんです」

　その目には、強い意志の光が宿っていた。

「む、むだです……いくら言われてもわたしは……く……ううっ！」

「シエンヌ……」

　あたしは、それ以上何も言えずに、その様子を見守るしかなかった。




　そして、数分後。

「……はあ……はあ……」

　ようやく少し落ち着いた様子のシエンヌに、水を汲くんできたコップを差し出してやる。

「あ、ありがとうございます……」

　あたしはシエンヌがそれを飲み干すのを待ってから問いかける。

「で、さっきのは一体何なの？」

「えへへ、何でもないです」

　そう言って弱々しく微笑ほほえむシエンヌに──

「そんな訳ないでしょっ！」

　思わず大声を出してしまった。

「あれのどこが何でもないのよ！　いいから話しなさいこのバカッ！」

　シエンヌは一いつ瞬しゆんきょとん、とした後……こんどはにっこりと微笑んだ。

「しんぱいしてくれるんですか。やさしいんですね」

「なっ……か、勘かん違ちがいしないでよね！　あんたに何かあったら格安の宿が無くなっちゃうでしょ。ただそれだけよっ！」

「ふふ……ありがとうございます」

　く……なんなのよ、その全部わかってます、みたいな顔は。

「ど、どうでもいいからとにかく話しなさいよ」

　シエンヌはこくりと頷いてから、口を開いた。

「たまに、あたまのなかに、こえが聞こえてくるんです」

「──っ!?」

　そこでまた、頭を殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきが。

　な、何よ……今度は何が記き憶おくを刺し激げきしたの？

　頭の中に響ひびいてくる声って部分？……いや、違うわ。

　あたしのはもっとこう、明確な声じゃなくて、脳に直接情報を送ってるっていうか──って、何言ってんの？　あたし。

　脳に直接情報を送る？　誰だれへ？…………駄だ目めだ。自分の頭に浮かんだ考えなのに、何の事だか全然分かんないわ。

　……っていうか、今はあたしの記憶の事は後回しよね。ちゃんとシエンヌの話を聞かなきゃ。

「しんじてもらえなくても仕方ないとおもいます。でも、ほんとなんです。とても……とても強いこえで『忘れろ』って……」

「忘れろって……何を？」

「わかりません……まったくこころあたりがないんです。でも、このこえにしたがえば、苦しいのはなくなるとおもいます」

「は？　だったらそうすればいいじゃない」

「だめです」

　それは、普ふ段だんのほわほわシエンヌからは信じられないような、しっかりとした声だった。

「うまくいえませんけど……わたしは今、じぶんがぎりぎりの所にたっている気がするんです」

「どういう事？」

「わかりません……でも、わかるんです。このこえの言うことをきいてしまったら……わたしがわたしでなくなってしまうってことが。だからわたしは──あああっ！」

　そこでまた、発ほつ作さが始まった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ、へいきです。わたしはぜったいに負けま──ううっ！」

　戦ってる……シエンヌはこのちいさい体で精せい一いつ杯ぱい戦ってる……あいつの為ために。

　…………ん？

　ふと出た自分の思考に、疑問が生まれる。

『あいつ』って……誰？







　第五章　クロユリ
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　そして、次の日。

　事件は起こった。




「はい、奏かなで君」

　昼休み、いつも通りに空そらさんが手作り弁当を差し出してくれる。

「あ、ありがとうございます」

　空さんは毎日欠かさず持ってきてくれるので、ものすごい嬉うれしいんだけど……やっぱりクラスのみんなの前でこうも堂々と渡わたされると、気き恥はずかしい。

「ふふ、いつも喜んでくれるから私も嬉しいよ。まあでも、奏君の方がお料理上手だから、あんまり意味ないかもねー」

　それは謙けん遜そんだ。俺も料理の腕うでにはそれなりに自信があるけど、空さんのそれはレベルが違う。毎回見た目はそんなに凝こった感じはしないのに、何の間ま違ちがいかと思う程ほどにうまい。

「そんな事ないで……って、何しようとしてます？」

「何って、『あーん』だけど」

「いや……それは見れば分かりますけど……」

「だよね。じゃあはい、あーん」

　何考えてんだこの人……そんな羞しゆう恥ちプレイ、できるわけないだろ。

「いや、無理ですから」

「うう、ひどい……私の事、嫌いなんだ」

「そ、そんな訳ないでしょ」

「じゃ、あーん」

　こ、この人は……

　呆あきれると共に、少し安心する。




『最近……遊ゆう王おう子じちゃん達三人に嫌きらわれてるみたいなんだ』




　昨日の空さんの言葉が脳のう裏りに浮うかんでくる。

　あの後、どういう事なのかを聞いてみたけど……別に直接的に何か言われた訳じゃないらしい。でも、明らかに三人の態度が前と違うという話だった。

　空さんの言葉を疑うわけじゃないけど、あの三人が理由もなく急に態度を変えるなんて事は考え辛づらい。でも空さんのあの落ち込みようからすると、単なる勘違いとも思えない……結局昨日は、空さんがいまいち元気を取り戻もどさないまま、別れる事になった。

　しかし一転して、今日は朝からいつもの調子の空さんだった。

　まあ空元気かもしれないけど、それができるというだけでも、昨日よりはましな──

「むがっ!?」

　考え事をしている間に、いつの間にか口にミートボールが詰つめ込まれていた。

「ふふ、奏君がぼーっとしてるからだよ」

　悪戯いたずらっぽく笑う空さん。周りからは冷やかしの声が飛んでくる。

「はい、それじゃあもう一回」

「ちょ、ちょっとタンマ！」

　俺が反射的に立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、

「あっ!?」

　空さんがバランスを崩くずした。そして──

「ちょっ……」

　俺の胸に、飛び込んでくる形になる。

「おいおい、熱すぎるだろ！」「な、なんて羨うらやましい……」「甘あま草くさ君、顔真っ赤！」

　からかいムードだった教室の空気が、更さらにヒートアップする。

「ごめんね、奏君」

「い、いや、別に謝る必要は──」

　そこで、空さんの口角が微び妙みように上がっている事に気付く。もしかして……わざとか？

　なんだよ……余よ裕ゆうたっぷりじゃないか。心配して損したかもしれない。

　まあそれはともかく、これを早くやめさせないと。

「空さん、みんな見てますからちょっと離はなれて──」

「駄目ぇっ!!」







「駄目ぇっ!!」

　自分でも驚おどろくくらいの大声が出た。

　みんなの視線が一いつ斉せいにこっちに向く。

　あたしのその声のせいで、盛り上がっていた空気が、一瞬にして固まっちゃった。

「ゆ、遊王子さん、どうしたの？」

　委員長の差さ月つきっちが怪け訝げんな表情で声をかけてくる。

「あ、いや……」




『実は……奏君と……うまくいってないんだ』




　この前の、空っちのあの言葉を聞いてから……あたしは何かおかしい。

　あの言葉が耳に入った瞬間、あたしの中に、何か……とてもよくない感情が生まれた。

　奏っちと空っちの事は心の底から祝福してた。

　でも……だったらなんで……あんな事思っちゃったんだろう。

　あたしって……こんなに嫌いやな女の子だったの？

　ここ数日、もやもやした気持ちがずっと消えなかった。

　そしてさっき、奏っちに抱だきつくみたいな形になった空っちが、あたしの方を見て、目が合った瞬間──

　空っちに対する嫌な気持ちが、爆ばく発はつした。

　ほんとになんで……あんな大声出しちゃったんだろう。

　奏っちと空っちがくっついているのが……我が慢まんできなかった。

　駄目……駄目だよ、こんなの。

　分かってる……そんなのは分かってるんだけど──

　あたしの口からは半ば自動的に次の言葉が出てきていた。

「奏っち……空っちから離れて」

「「「「「…………」」」」」

　空気が、さらに凍こおり付く。

　や、やっちゃった……

　空っちが、寂さびしそうな顔で近寄ってきた。

「……ごめんね。私、遊王子ちゃんの気持ちも考えずに無神経な事しちゃって……」

「あ、いや……ごめん。あたしこそ急に大声出しちゃって……」

「あれ？……遊王子ちゃん、なんか顔色悪いよ。大丈夫？」

　目の前まで来た空っちが、心配そうにあたしの顔を見つめる。

「もしかして熱でもあるんじゃ……」

　あたしは、空っちが伸のばしてきたその手を──

「いたっ！」

　反射的に払はらいのけてしまった。

「あ……」

　な、なんて事しちゃったんだろう……あたし……やっぱりどっかおかしいよ。

「そっか……やっぱり……嫌われてるよね」

　半泣きになって顔を俯うつむかせる空っち。

「ち、違ちがうよ。そんなつもりじゃ……」

　ない……とは言い切れなかった。

　なんなの……なんで空っちと喋しやべってるだけで、こんなに心がざわざわするの……

　クラスのみんなの、責めるような視線が突つき刺ささる。

　でも、何よりも一番辛かったのは──

「謳おう歌か……」

　奏っちの、悲しそうな顔だった。

「っ──」

「あ、謳歌っ！」

　あたしは、たまらなくなって教室から逃にげ出した。







「きゃっ！」

　トイレから戻ってきた私は、勢いよく飛び出してきた誰だれかとぶつかってしまった。

「……ごめんっ！」

　今のは……謳歌ちゃん？

　謳歌ちゃんがあんな辛そうな表情するなんて……どうしたんだろう？

　教室の中は、騒そう然ぜんとしていた。

「一体どうしたんだ、遊王子？」「な、なんか遊王子さんっぽくなかったよね」「もしかしてこれ……修しゆ羅ら場ばってやつか？」

「何があったの？」

　私は、傍そばにいた佐さ藤とう君に状じよう況きようを確かく認にんした。

「ああ、なんか天あま上がみさんと遊王子がちょっとおかしな雰ふん囲い気きになっちゃって……」

「みんな、ごめんね……私が遊王子ちゃんの前で無神経な事したから……」

　その空ちゃんは、落ち込んだ様子でちょっと涙なみだぐんでいた。

「いや、天上さんは別に悪くないだろ」「そうだよ！」「遊王子の気持ちも分からなくはないけど、あれはちょっとどうかと思うな……」

　空ちゃんに同情的な雰囲気のクラスのみんな。

　佐藤君から更に話を聞いてみて、耳を疑う……あの謳歌ちゃんが？

　そんな事があるとしたら──




『実は……奏君と……うまくいってないんだ』




　もしかして空ちゃんは……あれを謳歌ちゃんにも言ったのかな。

　知りたくなかった……空ちゃんの口から、あんな言葉は聞きたくなかった。

　そんな事……そんな事を聞いたら……

　もちろん実際にどうこうしようなんていう気持ちは全然無い。

　でも、私は菩ぼ薩さつ様でも聖母様でもないから……『もしかして』という気持ちが頭をよぎっちゃうのは止められない。

　でも……それとは違う。

　そういう私の醜みにくい部分とは全く別の……何か気持ち悪い感情が、私の中に生まれていた。

　甘草君の相手は……ほんとに空ちゃんでいいの？

　自分でも、なんでそんな事を思っちゃったんだか分からない。

　私達四人は、正々堂々戦った。その結果としてあの二人はつきあっている。だから、こんな事を思うのは空ちゃんにも甘草君にも、そして私自身にも失礼だと思う。

　でも──

「空さん……」

　心配そうに空ちゃんに語りかける甘草君。その姿に──どうしようもない不安を感じる。

「ごめんね、奏君。私のせいで変な事になっちゃって……」

「いや、空さんのせいじゃないですよ」

　いたわるように空ちゃんの肩かたに手を置く甘草君。

　そのタイミングで、

「…………」

　空ちゃんが一いつ瞬しゆん、私の方を見た。

　その直後──

「っ!?」

　未知の感情が私を襲おそった。

「…………っ」

　考えるよりも先に、体が動いていた。

「ど、どうしたの、雪ゆき平ひらちゃん」

　半ば走るような勢いで近付いた私に、空ちゃんがびっくりしたような表情をみせる。

　私はそれには答えずに、甘草君に向かって口を開く。

「甘草君、その女から離れて」

「「「「「──っ!?」」」」」

　その言葉に、教室が凍り付いた。

「ふ、ふらの？……」

　混乱した様子の甘草君。

　無理もないよね。私、滅め茶ちや苦く茶ちやな事言ってるもん。実際、私の理性の部分は『だめだめ、何言ってるの私、やめてえ～！』と必死に叫さけんでいる。

　でも、それよりも心の奥の部分が『いけ』って叫んでる。

　何がこんなに気持ち悪いのかは分からない……分からないけど、はっきりしている事が、ひとつだけある。

　私は、空ちゃんの目を見み据すえて言い放った。

「あなたは、甘草君に相応ふさわしくないわ」







「ねえねえ、聞いた？」

「ん？」

「昼休み、一組で修羅場ってたらしいよ……甘草君がらみで」

「……何？」

　昇しよう降こう口ぐちで耳に入ってきたその言葉に、アタシは、足を止めた。

「その話、詳くわしく聞かせてくんない？」

「え？　意外だなー。爽さわ星ぼしさん、こういう話興味あるの？」

　その二人は意外そうな表情をしてみせた。興味あるもなにも、アタシもフラれたうちの一人なんだけどな……まあ無理もない。壇だん上じようであれだけ派手にやらかした三人と違って、アタシが甘草の事好きだったのは、ほとんど知られてないだろうからな。

　……って、今はアタシの話はどうでもいいし。

「ま、まあそれなりにさ。どうでもいいっちゃいいんだけど、興味無く無く無くは無いかなー、くらいのレベルで」

　噓うそです。興味しかありません。早く教えてください。

「うん、私も　聞いただけなんだけど──」




「マジか……」

　謳歌とふらのが空につっかかった？

　こういう噂うわさ話ばなしは尾おひれがつくもんだから、多少大おお袈げ裟さになっているかもしれないけど……謳歌やふらのがそんな事をするとは思えなかった。

　いや、でも……




『実は……奏君と……うまくいってないんだ』




　……あれを聞いてからなんかがおかしい。

　なんだか分からないけど……めっちゃイライラするし。

　ちょっとでも邪よこしまな事を考えた自分への怒いかり？

　それをよりによってアタシに言ってしまう空への憤いきどおり？

　アタシ達三人をふって空を選んだのに、喧けん嘩かなんかしている甘草が腹立たしい？

　どれも正しい気がするし、どれも間ま違ちがってる気もする……とにかく、あれを聞いてから、なんだかイラついてしょうがない。

　謳歌とふらのもあれを聞かされてたとしたら……アタシと同じ状態なんだとしたら……ちょっとしたきっかけで、何かが爆ばく発はつしてもおかしくない。

　空……あいつは一体何を考えて──

「やっほー、爽星ちゃん」

「っ!?」

　当の本人が、いきなり後ろから声をかけてきた。な、なんつータイミングだよ……

「どうしたの？　なんか浮うかない顔してるね」

「あ、いや、別になんでもないし……」

「もしかして……二人との事、聞いちゃった？」

　そして自分も浮かない表情になる空……まあ隠かくしてもしょうがないか。

「ああ、ついさっき、ちょっと耳に入った……あいつらと喧嘩したんだって？」

「うん……やっぱり私、あの二人に嫌きらわれてたみたい」

「そ、そんな事ないだろ」

「でも、実際に拒きよ絶ぜつされちゃったし……雪平ちゃんに至っては、私が奏君に相応しくないって……」

　沈ちん痛つうな表情の空。ふらの……あいつ、そんな事まで……でも、あいつの毒どく舌ぜつはいつも冗じよう談だんめかしたものだ。そんな、ガチで酷ひどい事言うだろうか？

「爽星ちゃんは、私の事……嫌い？」

「そ、そんな事ないぞ……というか、謳歌とふらのだって嫌ってるわけないだろ。もっとちゃんと話して──」

「やっぱりいいね」

「ん？　何が？」

「その、下の名前で呼び合うの」

　空は、話の流れをぶった切って羨うらやましそうにこっちを見つめる。

「ねえ、私も爽星ちゃんの事、名前で呼んでいい？」

「あ、ああ。それは別に構わないけど」

　いきなりなその提案に、アタシは反射的に返事をした。だけど──

「素す直なおちゃん」

「っ!?」

　その言葉が耳に入った瞬しゆん間かん、どうしようもない嫌けん悪お感かんが全身を駆かけ巡めぐった。

「そんなに怖こわい顔してどうしたのかな、素直ちゃん」

　なんだ……なんでこんなに──気持ち悪いんだ？

「悪い……ちょっとその呼び方はやめてくれるか」

「え？　なんで？」

　空は傷ついたような表情をみせる。

「………………」

　アタシはそれに答える事ができなかった。

　ただ、嫌いやだ。理由の無いそれは言語化する事ができない。

「やっぱり私……嫌われてるんだね」

「い、いや、そういう訳じゃないんだけど……」

「だったら呼ばせてよ。素直ちゃ──」

「やめろって言ってるだろ!!」

　アタシのその怒ど声せいに、周りにいた人間が皆みな、何事かと視線を向けてくる。

「空……ごめん。理由は分かんないんだけど……その呼び方はされたくない」

「そう……やっぱりそうだよね」

　空は、沈痛な面おも持もちでアタシに向かって頭を下げた。

「ごめんね……恋こい敵がたきだった私と、今まで仲良くしてくれてありがとう」

　空のそのセリフは、とてもよく通った。

「……おいおい、知らんかったぜ。爽星も甘草争そう奪だつ戦に絡からんでたのか？」「ていうか聞いた？　遊王子さんと雪平さん、大おお荒あれだったらしいよ」「なんだよ、ドロドロじゃねーか」

　ギャラリーが続々と集まってくる。な、なんでこんな大おお事ごとになってんだよ……

　その中で、空は涙なみだ目めになりながら──

「…………く」

　……今、笑った？




　　　　２




「…………」

「奏君？」

「…………」

「おーい、奏君ってば」

　目の前で手をぶんぶんされて、俺は、ようやく気がついた。

「あ、すみません、ちょっと考え事してて……」

　空さんが心配そうに覗のぞき込んできた。

「昼休みの遊王子ちゃんと雪平ちゃんの事？」

「……そうです」

　そこで空さんも表情を曇くもらせて、顔を伏ふせた。

「……悲しかったな……私、やっぱり嫌われちゃってるよね」

「ほんとにそうでしょうか？」

「え？」

「俺にはそうは思えません。謳歌とふらののあの態度には、何か理由があると思います」

　俺のこの言葉に、空さんはちょっと寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「奏君。きみは純じゆん粋すいだから、今までそういう部分に触ふれる事がなかったのかもしれないけど、女の子ってね……奏君が考えてる以上に色々な面があるんだよ……むしろ、最初だけでも仲良くしてもらってたのが奇き跡せき的てきだったんだと思うよ。じつはさ……さっき昇降口の所でも爽星ちゃんに絶交宣言されちゃって……」

「爽星まで、ですか？」

「うん……でもこれは仕方無いんだよ……奏君、こう考えてみて。もし、奏君が他ほかの男の子三人と同時に私に交際を申し込んで、私が他の男の子を選んだとしたら──あ、勿もち論ろんただのたとえだからね──その後、その男の子と仲良くできる？」

「そ、それは……」

　できないかもしれない……いや、絶対にできない。

　そっか……俺は自分の立場でしかものを考えていなかった。普ふ通つうに考えたら、この前までの仲良し状態は異常なのかもしれない。

　謳歌もふらのも爽星も、血の通った人間だ。自分の好きだったやつが、目の前でイチャイチャしてたら腹も立つし、嫉しつ妬とだってするだろう。

「なるほど……言われてみれば、そうですね」

「そうなんだよ……だから、私も今後はあんまりあの三人を刺し激げきしないように──」

「でも俺は、あいつらを信じてます」

「え？」

「もちろん、心の中ではよくない感情が多少はあるかもしれません。でも……でも俺が見てきた謳歌は……ふらのは……爽星は、それを表に出して空さんを傷つけるような人間じゃない。今日の事には、絶対に理由があるはずです」

「…………」

「勝手な事は承知で言います。俺を好きになってくれたあいつらを空さんも信じてくれませんか？　もう一度、ちゃんと話してみてもらえませんか？」

「…………奏君」

　空さんは低いトーンで、ぽつりと呟つぶやいた。まずい……怒おこらせちゃったか？

「君、かっこいいね」

「……え？」

　一転、空さんは満足そうに、笑った。

「うんうん、あの子達が好きになるのも納なつ得とくだよ。でもね──」

　そして、口の端はしを更さらにニイ、と吊つり上げる。

「それは私の好みじゃないなあ」

　その瞬間、俺の頭は真っ白になり──




　その声は、直接頭に響ひびいてきた。

「奏君が好きなのは誰だれ？」

「……空さんです」

　心地ここちいい。

「私を選ぶ為ためにふったのは誰と誰と誰？」

「……謳歌とふらのと爽星です」

　空さんの声は、とても心地よかった。

「じゃあ、その三人と私、どっちが信じられる？」

「……空さんです」

　何も考えられなくなるくらいに。

「その私は、嫉妬に狂くるったあの三人は醜みにくいと思うんだけど、奏君はどう思う？」

「……そう……なのかもしれません」

「かも？」

「……いや、そうです」

「もう一度聞くよ、奏君。君が好きなのは誰？」

「空さんです」

「……だよねえ」




「空さん、俺、ちょっと行ってきます」

「い、いいよ奏君」

「だって、あんな言い方ひどすぎるじゃないですか……俺がちゃんと話して、空さんに謝らせますから」

「ほんとにいいの、奏君。私が……悪いんだから」

「空さんは悪くないですよ！」

「私の為にそこまで怒ってくれてありがとう……でも、それよりも私、奏君にしてほしい事があるの」

「なんです？」

「慰なぐさめてほしいの」

「え？」

「うん……私の自じ業ごう自じ得とくだからしょうがないんだけど、さすがにちょっと応こたえちゃって……だから、奏君に慰めてほしいんだ」

「そりゃあいくらでもやりますけど……」

「ううん、そういう事じゃなくて……」

「え、それはどういう──」

「今から……うちに来ない？」




　　　　３




「お、来た来た」

　天上空は、ほぼ同時にやってきた三人に、笑え顔がおを向けた。

「こんな時間に呼び出しちゃってごめんね」

「「「…………」」」

　時刻は既すでに、日付が変わろうかという頃ころ合あい。場所は、空と奏が初はつ詣もうでに来た神社。

「空っち……あのね──」

「あれ？　どうしたの？　遊王子ちゃんにそんな辛つらそうな顔なんて似合わないよ」

「空さん。その、今日は──」

「雪平ちゃんも表情が険しいなあ。ほら、いつもみたいな無表情じゃないと、雪平ちゃんぽくないよ」

「空。アタシは──」

「爽星ちゃんも暗い暗い。周りが暗いんだから、せめて表情くらい明るくしようよ」

　それぞれの言葉を遮さえぎり、微笑みを向ける空。

「うん。分かってるよ。みんな、私に謝ろうとしてくれてるんだよね」

「「「…………」」」

　空の指し摘てきは間ま違ちがいではなかった。

　謳歌、ふらの、素直の三人は、胸の中に渦うず巻まく謎なぞの不快感はとりあえず置いておき、昼間、自分がしてしまった行動について、空に謝罪をしようとしていた。しかし──

「馬ば鹿かじゃないの」

「「「っ!?」」」

　空、それを一いつ蹴しゆう。

「空っち……なんで？」

「ふふ……もう気付いてるかもしれないけど、私が奏君とうまくいってないって話、真っ赤な噓うそだからね」

「……なんで、そんな真似まねをしたのかしら？」

「面おも白しろいから」

「お、面白いって空……お前何言ってんだよ！」

「それを聞いた時、どう思った？」

　空は、声を荒あららげる素直には構わずに言葉を続ける。

「自分にもまだチャンスがあるかも、とか思わなかった？　いくらいい子ちゃんな君達でも、少しは思ったよね？　そうだよね？　人間だもんね」

「「「…………」」」

「残念でした、私と奏君はラブラブです。君達の入りこむ余地は、まーったくありません」

「空っち……どうしてそんな意地悪するの？」

「ふふ、そういう顔が見たかったからだよ」

「空、お前……それ本気で言ってるのかよ」

「うん、もちろんそうだよ」

「私の知る空さんは……そんな人間じゃないはずよ」

「ぷっ」

　ふらのの問いかけに吹ふき出す空。

「何が……おかしいのかしら」

「あ、ごめんね。仕方無いよね、君達は忘れてるもんね」

「忘れてる？」

「そうだよ。遊王子ちゃん。じゃあそれを説明する為に、もう一つ聞こうか。さっき言ったチャンス云うん々ぬんは置いといて……今日、私の事、異常に憎にくいとか思わなかった？」

「「「…………」」」

「はい、そうだよね。答えてくれなくても分かってるから大だい丈じよう夫ぶだよ。それを起こした犯人は私だから」

「どういう……意味だよ」

「そのまんまの意味だよ、爽星ちゃん。君達の中の私に対する負の感情をちょっと跳はね上げてやったんだよ」

「跳ね上げた？……まるであなたが人の心を操作できるような言い方ね」

「その通りだよ。おまけに、記き憶おくもほんのちょっとだけ解放してあげたからね。具体的な事は思い出さずとも、私と奏君がつきあってる事に違い和わ感かんを抱いだく程度にね」

「空っち……言ってる意味がよく分からないよ」

「そうだよね。分からなくて当然だよね。じゃあ……もう一段階解放しようか」

　そう言って、空が視線を向けた瞬しゆん間かん──




「「「……っ!?」」」




　三人の、目の色が変わった。

「あ、あれ？……あたし、なんでこんな思い違いしてたんだろう……」

「信じられない……本当に記憶を書き換かえられていたっていうの……」

　空は謳歌とふらのの様子を楽しげに眺ながめ、素直に視線を移した。

「……伊い緒お乃の……なのか？」

「ふふ、お久しぶりだね、みんな。そうだよ、私は四し葉ば紙かみ伊緒乃ちゃんだよ」

　空は、三人の中の四葉紙伊緒乃に関する記憶だけを復活させた。

「あなたは去年の十二月に転入してきた四葉紙伊緒乃。さっきまで私達が認にん識しきしていた天上空との記憶は偽にせ物もの……」

「そう。天上空が君達と過ごしてきた記憶は真っ赤な偽物なんだよ。更に言うと、四葉紙伊緒乃ちゃんも実は（仮）なのでした」

「伊緒乃が仮だって？……じゃあお前は、一体誰なんだよ」

　素直の問いかけに、空は薄うすく笑って答えた。

「私の本当の名前はアマノカミノソラウ──恋れん愛あいを司つかさどる神だよ」

「神……様？」

　謳歌が目を見開いて反応する。

「そうだよ、ほら」

「「「っ!?」」」

　次の瞬間、空の身体からだが宙に浮ういた。

「う、噓……」

「と、飛んでる……」

「こ、こんな事が……」

　空は、上空五メートルの位置で、三人を見下ろしながら口を開く。

「もちろんケーブルで吊つってるとかそんなんじゃないからね」

　そして、そのままゆっくりと下降して、音も無く着地した。

「これで信じてもらえたかな。空を飛べるし、人の記憶や感情も操作できるし、その他ほかも……まあ君達が想像し得るような事はほぼ全部できると思うよ」

「「「…………」」」

　絶句しながら顔を見合わせる三人。

「ふふ、混乱するのも無理はないね。まあ話が進まないから受け入れてもらうしか──」

「空っち」

　謳歌が、空のセリフを遮る。

「ん？　どうしたのかな？」

「あのね、正直神様とか言われてもよく分かんないし……それはどうでもいいんだ」

「あれ。遊王子ちゃんにしては珍めずらしく怒おこってる感じ？　まあそうだよね。私が感情を操作したおかげで、みんなに白い目でみられちゃっ──」

「空さん」

　今度はふらのがその言葉を遮った。

「あらら、雪平ちゃんまでそんなに怖こわい顔してどうしたの？」

「あなたは何も分かっていないわ。謳歌さんが怒っているのはそんな事じゃない」

「ん？　それじゃあなんなの？」

「アンタ……そんな事も分かんないで恋愛の神とか言ってるのかよ」

「およ、爽星ちゃんまで。もしかして、分かってないの私だけ？」

　皆かい目もく見当もつかないといった様子の空。

　その彼女に向かって、三人は声を揃そろえて言い放った。

「奏っちが好きになった子を返して」

「甘草君が好きになった人を返しなさい」

「甘草が好きになったやつを返せ」

「……へ？」

　空は、一いつ瞬しゆん固まった後──

「ぷっ……あははははははっ！」

　弾はじかれたように笑い出した。

「な、何がおかしいんだよアンタ！」

　素直が、声を荒らげる。

「ご、ごめんね……あー、お腹なか痛い。三人ともそれ本気で言ってるんだよね。私の正体を知って一番に出てくる要求がそれ？　どれだけお人ひと好よしなの？」

「なんと思われようと構わないわ。具体的にはどこの誰だれだか分からないけど……これだけは思い出せた。私達の記憶の中であなたがいたポジションにその子は存在した。その女の子こそが、甘草君の隣となりにいるべき人よ」

「ふふ、まあそういう事になるね」

「あたし達の想おもいはたしかに奏っちに届かなかった……でも、奏っちが選んだのがその子だったから、心から祝福できたんだよ。これからもお友達でいようと思ったんだ。あたし達が負けたのは……空っちじゃない」

「お、ちょっと痛いとこ突つかれちゃったね」

　余よ裕ゆうを崩くずさず、おどけてみせる空。そこへ素直が言葉を投げる。

「それともう一つ……伊緒乃はどこにいった？」

「ん？　さっき言ったよね。四葉紙ちゃんは（仮）だって。四葉紙伊緒乃なんていなかった。彼女は私が演じてた架か空くうのキャラクターだよ」

「それは噓だな」

「え？」

「アタシには分かる。アンタと伊緒乃は別物だ。演じてたとかそんな次元じゃない。根本からして違ちがう……早く甘草の相手と伊緒乃を返せ！」

「あらら、すごいね爽星ちゃん。君達の友情って本物だったんだ」

「当たり前だ！　今まで忘れてた自分が恥はずかしいし……」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ素直。

　そこで空は、改めて三人を眺め回した。

「うん。すごいよ、君達は。私の予想以上に素す晴ばらしい女の子達だね。これは、奏君が中々決められなかったのも納なつ得とくだよ。ほんのちょっとのきっかけで、奏君の相手は変わってたかもしれないね。でもさ、君達──」

　空はそこで一いつ拍ぱくおいて、言い放った。

「人の心配してる場合じゃないよ」

「「「……っ！」」」

　その得体の知れない迫はく力りよくに、三人が一いつ斉せいにたじろいだ。

「ねえ、君達」

　一転して、微笑ほほえむ空。

「今、辛つらいよねえ」

「「「…………」」」

「なんか綺き麗れい事ごとばっかりほざいてるけどさ……結局奏君は自分のものにならなかった訳だし……なんだかんだ言っても辛いよねえ」

「「「…………」」」

「そんなに辛いなら、忘れた方がいいよねえ」

「……え？」

「ふふ、今から何されるか分かったみたいだね、遊王子ちゃん。そうだよ、君達の記憶から……奏君を消してあげる」

「なっ……」

「お、雪平ちゃん、いいリアクションだねえ」

　不敵に笑い、一歩踏ふみ出す空。

「な、何言ってんだアンタ。そんな無む茶ちや苦く茶ちや……」

「できるんだなあ、神だから」

　空は、一番近くにいたふらのの頭に、手をかざした。

「あ……」

　腰こしがくだけ、地面にぺたんと座り込むふらの。

「ふらのっち！」「ふらの！」

「平気平気。何も影えい響きようは無いから……体には」

「ふらのっち、だいじょぶ？」

　謳歌がすぐさま駆かけ寄るが、ふらのは無言のまま目を見開いていた。

「…………」

「お、おい、ふらの……」

　続いて駆け寄った素直にも、ふらのは反応をみせなかった。

「そ、そんな……」

　口に手を当て、体をわなわなと震ふるわせるふらの。

「やだ……消えてっちゃう……甘草君との思い出が……消えてっちゃうよ」

「ふ、ふらのっち、しっかりして！」

「……やだ……やだよお！」

　ふらのの目からは、涙なみだがこぼれ落ちていた。

　それを、満面の笑えみで眺めた空は──

「さて、じゃあ次は遊王子ちゃんだね」

「くっ……」

　謳歌は反射的にその場から駆け出した。だが……

「無む駄だだよ」

「あっ……」

　その場にがくり、と膝ひざを突つく。

「残念でした。なんとなく雰ふん囲い気きでるかな、と思って頭に手をかざしてみただけで、別に距きよ離りは関係ないんだよね」

「あ……あ……」

　頭を抱かかえ、地面でうずくまる謳歌。




「お、謳歌……おい、謳歌っ！」

　素直が必死に呼びかけるが、そんな事では記き憶おくの消失は止まらなかった。

「あ、あたし、奏っちと一いつ緒しよにプールも行ったし、お祭りも行ったし、文化祭も出たし……出たよね？……ねえ素直っち……あたし、奏っちと一緒に文化祭……出たよね？」

「く、くそおっ……」

　素直が唇を嚙む。

「せめてもの情けとして、一気にじゃなくて、徐じよ々じよに忘れるようにしてるから……あ、そっちの方が辛いかもね」

「こ、この外げ道どうめ……」

「お褒ほめの言葉、ありがとう」

　空は愉ゆ悦えつを浮かべる。

「く……伊緒乃……そんな奴やつに負けてないで出てきてくれっ！」

「ふふ、何言ってるのかな、爽星ちゃん。まるで私の中に四葉紙ちゃんがいるみたいな風だけど……そんなんじゃないんだってば」

「黙だまれお前には話してないっ！　伊緒乃、アンタとアタシは──」

「黙るのは君だよ」

「う……くっ……」

「あれ？　なんで耐たえられるの？　雪平ちゃんと遊王子ちゃんに比べて精神力が特別強いってわけでもなさそうだし……あ、私優やさしいから、親友の爽星ちゃんには無意識に手加減しちゃったのかもね」

「頑がん張ばれ……伊緒乃っ!!」

「うるさいなあ」

「う……あ……」

　今度は素直も他の二人同様、がくり、とくずおれた。

「あ、そうだ。爽星ちゃんは特別サービスで、四葉紙ちゃんとの記憶もまた消しといてあげるね」

「なっ……や、やめろ！」

「それだけじゃつまらないから、四葉紙ちゃんポジションに私がいたっていう風に書き換かえようかな」

「やめろ……やめろよっ！」

「ふふ……これからは私と仲良くしようね、素直ちゃん」

「ふ、ふざけ……」

　抵てい抗こうしようとする素直だが、その目から急速に光が失われていく。

　その様子を微笑みながら眺ながめる空に、よろよろと歩みよっていく影かげがあった。

「返して……甘草君との思い出、返してよお……」

　ふらのは、空の傍そばまで辿たどりつくと、その肩かたにすがりついた。

「雪平ちゃん……」

　空は、子供をあやす母親のような、慈じ愛あいに満ちた笑顔を見せた。

「その顔、最高だよ」

　そして、ふらのの体を突き飛ばす。

「あうっ……」

「いい……いいよ。私がみたかったのはこれだよ。恋こいに破れた負け犬の無様に這はいつくばる姿。失しつ恋れんだって立派な恋愛活動の一つだからね。ふふ……これでまた私は、恋愛の神としてステップアップできるよ」

　そして今度は、謳歌に歩みよっていく。

「やだ……忘れたくない……よお」

　謳歌は自分の両りよう肘ひじを抱だいて、体を震わせていた。

「あれ、寒そうだね。でも私はそんな君を見ると……体が熱くなってくるよ」

「あっ……ど、どっか行っちゃう……奏っちがどっか行っちゃうよ」

「素晴らしいよ……一つの、いや、三つの恋が完全に消える瞬しゆん間かんを目まの当たりにできるなんて……ああ、これでまたしばらくは眠ねむれそうにないよ」

「甘草……伊緒乃……」

　最後に、虚うつろな表情で呟つぶやく素直の前へ。

「素直ちゃん、そんな名前……君は知らないよね？」

「……あれ？……あまくさといおの……あまくさといおの？」

「ふふ、安心しなよ三人共。あと一分もすれば、忘れた事すら思い出せなくなるから」

　空は、満面の笑みを浮うかべながら、改めて三人の様子を眺める。

「あまくさ……すき？……いおの……ともだち？」

「甘草君……甘草君っ……」

「助けて……奏っち、助けてよお……」

「あはは、それは無理だよ。だって奏君は今いま頃ごろ私の家でぐっすり眠って──」




「俺がどうしたって？　天上空」







　幕間　ある記憶喪失の話５
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　それからも、発ほつ作さは数日おきに続いた。

　その度たびに、シエンヌの苦しみは増えていっているように見えた。

　そして今日も、それは起こった。

「ああっ……あああああっ！」

「シ、シエンヌ、もうその忘れろって声に従っちゃいなさいよ！　あんたもなんの事だか分かんないんでしょ？　もうあたし……見てらんないわよ」

「だ、だめ……です……わたしは絶対に……わすれな──うああああああああっ!!」

「っ……」

　もう何回説得したか分からない。でもシエンヌはその声に屈くつする事を頑かたくなに拒こばみ続けた。

　この子、普ふ段だんはヘラヘラしてるくせになんでこんなに頑がん固こなのよっ！

　あたしはいつものように……ただ見ている事しかできなかった。




「……すう」

　ようやく発作が終わり、シエンヌが力尽つきたように眠りに入ったのを確かく認にんして、あたしは外に出た。

　そして悶もん々もんとしながら、一人で道を歩く。

　なんとか……なんとかなんないのかしら。

　やっぱりあたしとシエンヌは無関係じゃない。何か証しよう拠こがあるわけじゃないけど……あたしとあの子、絶対このフランス以外でも会ってるわ。

　という事は、あたしが記憶を取り戻もどせば、シエンヌの発作の原因が分かるかもしれない。

　そして、この前ふと頭に浮かんだ『あいつ』……

　その『あいつ』もあたしとシエンヌに深く関かかわってるはずだ。

　……駄だ目めだ。もうちょっと、もうちょっとで何か思い出せそうなんだけど……

「あーもう、イライラするっ！」

　頭をぐしゃぐしゃと搔かき毟むしる。

「ん？」

　そこで、何気なく目をやった道の端はしに、本が落ちていた。

　なんか肌はだ色いろの比率が多いけど……うわ、エロ本じゃない。

　その表紙には、けしからん大きさの乳の女が、けしからんポーズをとっていた。

　ったく、どこの国でも男はスケベなのね……あたしは呆あきれながらそのエロ本の脇わきを通り過ぎた。そして、ちょっと進んだ所で──

「あっ……」

　後ろから声がして、反射的に振ふり返る。

　なんか気の弱そうな男子学生が、例のエロ本を発見した所だった。

　どうやら拾う勇気は無いみたいで、周りをいったりきたりしながら表紙をチラ見。

　ウロウロ……チラッ。ウロウロ……チラッ。

　その煮にえ切らない態度にイラッとくる。

　なっさけないわね。どうせならもっと堂々とやりなさいよ。

「そう、顔に押しつけて臭においを嗅かぐとか、もしくは食べるとか──」

　……………………ん？

　あたし今……何て言った？

　顔に押しつけて臭いを嗅ぐ？　食べる？　エロ本を？

　……そんな変態的な発想、一体どっから出てきたのよ。

　こんなの、到とう底てい女が考えつく事じゃない……いや、男だって普ふ通つうこんな訳分かんない事思いつかないわよね。

　なんなの、この罰ばつゲームみたいな選た──

「──っ!?」

　その瞬間、頭の中に電でん撃げきが走った。

　そして──




「思い……出した」




　あたしがどこの誰だれなのかも。

　あの子を苦しませる謎なぞの発作の正体も。

　そして、『あいつ』が一体誰なのかも。

　その全すべてを、思い出した。

　更さらに、情報が一気に脳内に流れ込んできた。あたしが記き憶おくを失ってからのあいつに何が起こったのか。そして今、あいつがどんな状じよう況きように陥おちいっているのか。

「何やってんのよ……あのバカッ！」

　あたしは猛もうダッシュでアパートへ向かう。

「ああ……うっ！」

　また発作が起こったらしく、その子はうずくまって苦しそうに悶もだえていた。

「ちょっとあんた！」

　あたしはその体を無む理り矢や理り起こし、

「よく耐たえたわね」

　強く、抱きしめた。

「いやです……わすれるなんて……いやです」

　あたしの存在には気付かずに、うわごとのように拒きよ否ひの言葉を繰くり返す。あいつの事自体は忘れちゃってるはずなのに……そんなに好きなのね。

「待ってて……あんたがどんだけ頑がん張ばってるか、あたしが今からあいつに伝えてくるから。だから、もうちょっとだけ我が慢まんしなさい、シ──」

　そこまで言って、踏ふみ留とどまる。

　その名前を──シエンヌの本当の名前を口にするのはあたしの役目じゃない。

　遥はるか遠い国にいるあいつに向かって、大声を張り上げた。

「早く呼んでやんなさいよ、バカッ！」
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　第六章　チューリップ（紫）
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　　　　１




　夢を、見ていた。

　それは、とても心地ここちいい夢だった。

　好きな人と一いつ緒しよにいられる、とてもとても幸せな夢。

　あれ？……違ちがうな。俺が空そらさんと付き合ってるのは現実だ。あまりに幸せすぎて、この気持ちを夢の中にまで持ち込んじゃっ──

「ちょっとあんた！」

　いきなりの怒ど声せい。

　そしていつの間にか、目の前に一人の女の子が立っていた。

　誰だろう？　まったく見覚えがないけど、とても顔立ちの整った女の子だった。

　その子は、俺の前に仁に王おう立だちになり──

「いい加減に……しなさいっ！」

「っ!?」

　頰ほおに、熱い衝しよう撃げきが。え？……もしかして今……ビンタされたのか？

「なっ、何するんだよ！」

　あまり怒おこる事のない俺でも、さすがにこんな理り不ふ尽じんな事をされれば腹が立つ。

「うるさい！　あんたが悪いんでしょうが！」

「……う」

　そのあまりの剣けん幕まくに、たじろいでしまう。俺……なんで怒られてんの？

「ちょっと待ってくれ……そもそもお前は一体誰なんだよ！」

「あたしの事はどうだっていいのよ！　あーもうイライラする！　ヘタレのあんたがようやく決断してようやくお役ご免めんだと思ってたのに……なんで延長なんかされてんのよ！　後味悪すぎ！　あんなんで帰れる訳ないでしょ！　未練残りすぎてなんか実体化とかしちゃったじゃないのよ！　しかも記憶まで無くなってたし！　まあそのおかげであんたとのリンクが完全に切れてたから、あの女に気付かれずにすんでたみたいだけど」

「な、何言ってるんだ……全然意味が──」

「うるさい！」

　俺の襟えり首くびを摑つかみ上げる女の子。

「大体ねえ……あんた自体がムカツクのよ！　いっつもいっつも自分が不利になる方ばっかり……そんで割食ってばっかりなのにヘラヘラしてんじゃないわよ！」

　だ、駄目だ……話が全く通じない。この夢……早く覚めてくんないかな。

「怒りなさいよ……もっと怒りなさいよ！」

「……は？」

「そりゃああたしだって好きであんな酷ひどいのばっかり出してた訳じゃないわよ……全部あの女のせいなんだけど……あんたがそんな風だから毎回毎回あたしの罪悪感が半はん端ぱなかったのよ！　責任取りなさいよ！」

「責任も何も……話が抽ちゆう象しよう的てきすぎて分からないって！」

　ほんとになんなんだよ、この子は。前から俺の事を知ってるような口ぶりだけど……

「それに、あんたが早く誰かを好きになれば、あたしがあんな下ネタとか下らないネタとかに塗まみれる必要なかったのよ！　そんでさんざんグダグダした後に、ようやく決まったと思ったら……今度は洗脳紛まがいの事されて忘れてるとか……あんたそれでも男なの！」

「あのなあ……いい加減に──」

「選びなさい！」

「────っ」

　……なんだ？

　そのフレーズはなぜか、俺の胸の奥深くに、染しみこんでいった。

「このままあの女に支配されるか、本当の相手を取り返すか……あんたの意志で」

　あの女？　支配？　本当の相手？

「くっ……」

「頭が痛い？　そんなもん、あたしが与あたえてたのに比べれば大した事ないでしょ。気合いではね飛ばしなさい！」

　なんだ？……俺は何かを……忘れてるのか？

「それにね……あの子はもっと苦しんでるのよ。今、この瞬しゆん間かんも」

　それまで攻こう撃げき的てきだったその子の顔が、一転して辛つらそうな表情に変わる。

「あの……子？」

「あたしが事細かに状況を説明しても意味はないわ。あんたが自分の力で思い出さなきゃ」

「ぐ……う……」

　頭痛は更に勢いを増していく。

「頑張んなさい。あたしは、いつもあんたの中から見てきたから知ってるわ……あんたはやる時はやる男だって」

「…………………」

　俺の中で、失われていた何かが少しずつ形を取り戻もどしていく。

　もしかして、この女の子は──

「あたしね、バッドエンドって好きじゃないの」

「え？」

「何バカみたいな顔してんのこのバカ！　あんたがビビってろくでもない方選んだせいでこんな最悪の状況になってんのよ！」

「お前……やっぱり──」

「うるさい！　思い出したんならさっさと戻ってハッピーエンドにしてこいって言ってんの！　あんたの意中のあの子も、あんたを好きになってくれたあの子達も、勝手に生み出されて勝手に消されたあの子も……全部まとめて救ってきなさい!!」

「ぐあっ！」

　そして再びのビンタ。

　くそっ……なんて奴やつだ。

　あまりの痛みに、意識がすうっ、と遠のいていく。

　夢の中でこうだという事は……目が覚めるのか。

「……ごめんね」

「え？」

　意識が途と切ぎれる直前、その女の子は初めて笑え顔がおをみせた。

「あんたの学園ラブコメ、全力で応おう援えんしてるわ」




　　　　２




「あれ、なんでこんな所にいるのかな、奏かなで君」

　意外そうな顔でこちらを振ふり返る空さん。

「怒られたんですよ」

「怒られたって、誰だれに？」

「ある意味、俺を一番よく知っている女の子に、です」

「ん？　よく分からないけど、さっきの態度とその目……ひょっとして思い出してる？」
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　俺はその問いには答えずに、地面に座り込んでいる三人の所へと向かった。

「あ、甘あま草くさ君……」「奏っち……」「あまくさ……」

　何をされたのかは分からないけど、全員相当に衰すい弱じやくしている。

「ふらの、謳おう歌か、爽さわ星ぼし……三人とも大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺が語りかけた瞬間、虚うつろだった三人の目に光が戻ってきた。

「甘草君……私、忘れてないから」

「あたしも……奏っちを好きになって、ふられた事、ちゃんと覚えてるから」

「アタシもだ。甘草の事も……伊い緒お乃のの事も、ちゃんとこの胸に残ってる」

「あらら、さすがに本人が来たらこうなっちゃうか……」

　おどけた仕草をしてみせる空さん。

　まさか……この三人にも記き憶おく操作をかけようとしてたのか。

「……どこまで腐くさってるんだ」

　俺は、空さんを睨にらみ付ける。

「へえ……どうやったのか知らないけど、やっぱりほとんど解けちゃってるね。うーん、どこまでかな？」

「俺が好きになった相手以外は、ほぼ」

　この人が行ってきた悪あく魔まの所業を……全部。

「ふふ、そこは一番強く制せい御ぎよした部分だからね。でもなー、その他ほかの記憶だってそう簡単に戻るはずないんだけどな。どうやったのかお姉さんに教えてく──」

「俺はあなたが嫌きらいだ」

「……あらら」

「その余よ裕ゆうぶった態度が嫌いだ」

「……ほうほう」

「顔も性格も仕草も……何もかもが嫌いだ」

「あはは、そこまで言われるとさすがにちょっと悲しいなあ」

　その言葉とは裏腹に、薄うす笑わらいを浮うかべながら近寄ってくる空さん。

「そういう生意気な事を言うのは──」

　俺の口に、人差し指を押し当てた。

「ここかな」

「くっ……」

　急速に力が抜ぬけ、俺は地面に膝ひざを突つく。

「甘草君！」「奏っち！」「甘草っ！」

「はいはい、負け犬ちゃん達は黙だまってて」

「「「ああっ……」」」

　俺に駆かけ寄ろうとした三人も、同じように膝を突かされる。

　空さんは、俺を見下ろしながら恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「奏君、その憎にくしみ……いいよ」

「…………」

「あの大おお晦日みそかの時と同じ事が、またできるなんてね」

　とろん、とした目付きで俺の頰ほおをなぞる。

「私を憎しみながら好きになる……あの時の顔を、また見せてくれるんだね」

　そして、俺の目を覗のぞき込む。

「思い出して奏君。君があの日選んで好きになった相手を」

「……う……あ……」

　頭の中がぼーっとして、得体の知れない何かに感情が支配されていく。

「あれ、もっと抵てい抗こうしてくれた方がいいんだけどなあ……まあ贅ぜい沢たくは言えないか」

　薄く笑った空さんは、俺に質問を投げかける。

「君が好きなのは……誰？」

　神が定めたルールに沿って、俺の意志とは関係なく、口が勝手に動く。

「そら……さん……」

「はい、よくできました……じゃあ、キスしようか」

「「「っ!?」」」

　謳歌達三人が息を吞のむ。

「「「………くっ」」」

　しかし、空さんの呪じゆ縛ばくは彼女達に行動を許さない。

「私の家では奏君がすぐに眠ねむっちゃって何もできなかったからね。その続きが夜の神社でなんて……なんかロマンチックだね」

　しゃがみこんで、俺に視線を合わせる空さん。

「見られてるけど、恥はずかしがる事ないよね。これから数え切れないくらいするんだし」

　空さんの唇くちびるが迫せまってきて──

「……じゃない」

「ん？」

「俺が好きなのは……空さん……じゃない」

「……へえ」

　ちょっと感心した様子の空さん。

「奏君の体に負担がかかるから抑おさえてたけど──ちょっと足りないみたいだね」

「うっ……ぐっ！」

　く……目の前の少女に対する好意が、爆ばく発はつ的てきに胸の中から溢あふれてくる。

「どう？　私の事、好きになってくれたかな」

「嫌いや……だっ」

「頑がん固こだねえ……あんまり抵抗すると……壊こわれちゃうよ」

「う……ああああっ！」

　認めるか……絶対に認めてたまるか。俺は……絶対に屈くつしない。

　俺が好きなのは──

「ぐ……あ……うわあああああああああっ!!」

　駄だ目め……だ。俺の意志とは関係なく、勝手に好きという感情で塗ぬり固められていく。

　この人に対する好意が……止まらない。それは、人を超こえた存在である神の力。

　抗あらがう事は、不可能。

　そうしている内にも想おもいが膨ふくらんで膨らんで膨らんで──

　駄目だ……もう、何も考えられない。

　俺は……空さんが好きだ。

「甘草君！」「奏っち！」「甘草！」

「はいはい、叫さけんでももう無む駄だだよ。奏君は完全に落ちちゃったからね」

「…………」

「それじゃあまたあの負け犬ちゃん達に見せつけてあげようか。君が好きなのは……誰？」

「…………」

「あらら、ちょっと強くやりすぎたかなー。まあ喋しやべれなくても頷うなずくくらいならできるよね。奏君、私の事、好きだよね？」

「……るな」

「お、なんとか喋れる感じかな。なんて言ったの？」

「……けるな」

「分かんないなあ。もうちょっとはっきり言ってもらえるかな」

　なら……お望み通り遠えん慮りよ無く。

「それ以上、あんたの醜みにくい顔を近づけるなって言ったんだ」

「…………」

　その綺き麗れいな顔が、わずかに歪ゆがんだ。

「驚おどろいたな……さっきのに耐たえるなんてすごい精神力だよ。こうなったら危険を覚かく悟ごでもっと強く──」

「ごちゃごちゃ言ってないで俺の前から失うせろ、クソ女」

「…………」

　その顔が、初めて怒いかりの色に染まった。

「なんか調子に乗ってるね……人間風ふ情ぜいが」

　そして、俺の顔に向かって手をかざした。

「強制力を最大レベルにするよ。それで壊れちゃってももう……知らない」

　その目には、無む慈じ悲ひな光が宿っていた。これに逆らえば俺は本当に精神が崩ほう壊かいしてしまうのかもしれない。

　でも──

「無駄です」

　もう、逆らう必要がなかった。

「俺はもう二度と……あなたの思い通りにはなりません」

「ふふ、いくら口ではそう言っても、最大レベルに耐えられるはずがないよ。私の事を好きになるっていう呪縛からは逃のがれられない」

「いえ。そういう意味じゃないです。最大レベルなんて試ためさなくても、俺はもうあなたの事、好きになってますから」

「へえ。じゃあ思い通りにならないっていうのはどういう意味な──」

「だから？」

「……え？」

「たしかに、俺はあなたが好きです……で、それがどうしたんですか？」

「ふふ、奏君、ちょっと頭が混乱してるのかな？　私の事好きなら、もっといい子に──」

「その先が、あったんですよ」

「先？」

　俺は頷いて、言葉を続けた。

「俺は強制的にあなたを好きになった……あなたを好きだっていう気持ちは、膨らみすぎて俺の心の奥まで届きました。そこで……思い出したんです」

「思い出した？　何を？」

「俺がどれだけあいつを好きかって事を」

　未いまだに顔も名前も思い出せないけど……あいつへの気持ちは俺の心の奥底に眠っていた。

「俺の中で、あいつへの想いが大きすぎたんですよ……あなたへのそれがどうでもよくなるくらいに」

「…………」

「あなたの事は好きです。でも、それより遥はるかにあいつが好きです。だからあなたはもう俺の目に入らない」

「何それ……そんな理り屈くつに合わない事が認められるわけが──」

「空さん……あなた、恋愛の神のくせに、そんな事も知らないんですか？」

「え？」

「恋こいに、理屈なんて通用しない」

「っ……」

　空さんは唇を嚙かんで俺を睨にらみ付けた。

「なんで？……なんで恋愛を理解したこの私の力が、たかが人間に効かないの？」

「その答えは、簡単です」

　俺は、静かに告げる。

「あなたはまだ、本当の恋を知らない」

「何を……言ってるのかな」

「あなたが俺としたつもりになってたのは恋じゃない……ただのごっこ遊びだ」

「そんな事ない、私は恋愛を完全に理解して──」

「あなたは、演技じゃなくて俺の事が好きですか？」

「は？　いきなり何言ってるの？」

「俺がいなくても生きていけますか？　俺の為ために全すべてを捨てられますか？」

　それを聞いた空さんは、鼻で笑った。

「はっ、なんで私がそこまで入れ込む必要があるの？」

「俺は、無理です。あいつがいない……あいつの事を思い出せない今の状じよう況きように耐えられないし、あいつが戻もどってくる為ならなんだってやる。あいつが隣となりで笑っていてくれなきゃ……俺の人生は意味が無いんだ」

　俺は、相手に向かって一歩、踏ふみ出した。

「天あま上がみ空……いや、アマノカミノソラウ」

　そして、その目を見み据すえて、

「人を好きになった事もない奴やつが──」

　ぶちまける。

「俺達の間に入ってくるんじゃねえ！」

「……っ！」

　アマノカミノソラウが一歩、後あと退ずさる。

「に、人間如ごときがこの私をたじろがせるなんて……く……あんまり調子に乗ってると──」

「黙だまれ！」

「う……」

「俺はあいつが好きだ！　ただそれだけだ！」

　その瞬しゆん間かん、

「──っ!?」

　頭の中に、あいつの声が聞こえてきて──

　俺は、全てを思い出した。







　その子は泣いていた。

『ひっく……ひっく……』

　薄うす暗ぐらい部屋の中で。

『う……う……』

　うずくまりながら。

『う……うあ……』

　その子は泣き続ける。

『うわあああ……』

　ただそれは、悲しみからくるものではなかった。

『よかった……よかったです』

　その子は涙なみだを拭ぬぐい、笑え顔がおをのぞかせた。

『ぜんぶ……おもいだしました』

　ああ、俺もだよ。

『なんで……わすれていたんでしょう』

　まったくだよな。

『こうしてはいられません。はやくおうちにかえりましょう』

　そうだよ、俺の……俺達の家に帰ってこいよ。

『あいたいです』

　ああ、俺もだよ。

『あって……頭なでてもらって、それからおひるねしたいです』

　はは、お前らしいな。

『あと、おいしいごはんがたべたいですっ』

　ああ、いくらでも作ってやるよ。

『それから……』

　その子はちょっと恥はずかしそうに言った。

『きすしたいです』

　そうだな……途と中ちゆうになっちゃったもんな。

『そのあとは……ずっといっしょにいたいです』

　うん、俺達はずっと……ずっと一いつ緒しよにいるんだ。

『……奏さんっ』

　俺は、精せい一いつ杯ぱいの大声で愛する人の名前を叫さけんだ。

「ショコラッ!!」





【①続く　②To Be Continued...】
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　あとがき







　今回はあとがき一ページ……どうしましょう、ラノベ作家やってる意味が……

　先に謝辞を。イラストのユキヲさん。今巻はネタバレを防ぐ為ために、巻頭のカラー口絵を減らし、本編中のイラスト点数を増やしていただきました。わがままなオーダーに応じていただき、ありがとうございます。コミカライズの一いつ葵きさやかさん。連れん載さいお疲つかれ様でした。原作愛溢あふれるコミカライズ、本当にありがとうございました。

　担当Ｉさんを始めとして、のうコメの出版に携たずさわっていただいた全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆みな様さまに一番の感謝を。

　ここからはお知らせ。のうコメは次の十二巻で完結です。ヤバい……下ネタ書くだけでお金が貰もらえるという楽園が崩ほう壊かいする……のは嫌いやなので、新作の準備も進行中です。のうコメ十二巻とあまり離はなれないタイミングでお届けできるようにふんばっておりますので、そちらもおつきあいいただければ幸いです。

　それでは、冬に発売予定の最終巻（新作の方が先に出るかも）でお会いしましょう。


二〇一五年六月　春日部かすかべタケル　　


















ある可能性の話～『電子書籍』編～







謳歌　　　「今回は電子書籍版の特典だって。みんな、はりきっていこーねっ！」

ショコラ　「はいっ！……でも、でんししょせきってなんですか？」

奏　　　　「あれだよ、俺が携帯とかタブレットで読んでるやつ」

ショコラ　「ああ、はだいろのおねえさんがえっちなかっこうしてるあれで○ね」

奏　　　　「なにバラしてんだ！　てかどこ伏せ字にしてんだよ！　意味ねえだろ！」

ふらの　　「電子書籍……甘草君にとってはちょっと不都合ね」

奏　　　　「ん？　何でだ？」

ふらの　　「あら、だって甘草君はエロ本を食べる事で性的興奮がより高まるんでしょ？」

奏　　　　「一巻の最初の選択肢じゃねえか！　変態ってレベルじゃねーぞ！」

謳歌　　　「でも、電子書籍っていい所がたくさんあるんだよ。売り切れも無いし、続きが読みたくなったらその場で買えるし、値引きのセールとかもやってるしねっ！」

奏　　　　「そうなんだよ、便利だからついつい買っちゃうんだよな」

謳歌　　　「うんうん、あたしのお母さんも『おとなのドＭ遊園地』っていう本、大人買いしてたよ」

奏　　　　「元アイドルなのに……相変わらずだな」

謳歌　　　「なんかね、その本が入ったタブレットでお尻ひっぱたいてもらうと興奮するんだって」

奏　　　　「内容関係ねえじゃねえか！」

ショコラ　「でんししょせきは、場所をとらないのもいいとおもいます」

奏　　　　「そうだよな。紙の場合、マンガとか一気買いするとそれだけで本棚埋まっちゃったりするし」

ショコラ　「あれ？　でも奏さんのお部屋には紙のえっちなおねえさんもたくさんいますよね？」

奏　　　　「だから何バラしてんだ！　ケースバイケースなんだよ！　てかお前カギカッコ伏せ字にするとか聞いた事ねえぞ！」

ふらの　　「やっぱり食べる用に紙も確保しているのね」

奏　　　　「そのネタ引っ張るのかよ！　食べるわけねえだろ！」

ふらの　　「さてここに紙のエロ本と電子書籍のエロ本があります。あなたが池に落としたのはどっちですか？」

奏　　　　「なんで童話みたいに言ってんだ！　どっちも落としてねえよ！」

ふらの　　「正直者のあなたには、この『他人が使い古したエロ本』をあげましょう」

奏　　　　「金貰ってもいらんわ！　てかお前らいつにも増してふざけすぎだろ……伏せ字だのドＭだのエロ本食べるだの──」




【食べろ　①紙のエロ本　②電子書籍のエロ本】




奏　　　　「選べじゃねえのかよ！　こんなの食べられるわけ──ぐああああっ！　く……頭痛はいつも通りか……た、食べるしか……ない」

　　　　　……ムシャムシャ。

謳歌　　　「ほ、ほんとに食べてる……おなかだいじょぶかな」

ショコラ　「よいこのみなさんは、まねしないでくださいね」

奏　　　　「お、おえ……おええええ」

ふらの　　「甘草君、好き嫌いはよくないわよ。ここのオッサンの○○○の部分も残さず食べなさい」

奏　　　　「鬼か！」

























カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている１１【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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